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○議事日程 

   日程 第 １ 会議録署名議員の指名について（議長提出） 

   日程 第 ２ 会期の決定について（議長提出） 

   日程 第 ３ 報告第 １号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 

                 について）（市長提出） 

   日程 第 ４ 議案第１８号 那須烏山市国民健康保険診療所運営基金設置及び管理条 

                 例の制定について（市長提出） 

   日程 第 ５ 議案第１９号 那須烏山市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並 

                 びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的 

                 な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定につい 

                 て（市長提出） 

   日程 第 ６ 議案第２０号 那須烏山市地域包括支援センターの職員及び運営に関す 
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                 正について（市長提出） 

   日程 第 ９ 議案第２２号 那須烏山市行政手続条例の一部改正について（市長提 

                 出） 

   日程 第１０ 議案第２３号 那須烏山市職員定数条例の一部改正について（市長提 

                 出） 
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                 の他の勤務条件に関する条例の一部改正について（市長 

                 提出） 

   日程 第１５ 議案第２８号 那須烏山市消防団設置条例の一部改正について（市長提 
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                 及び運営の基準等に関する条例の一部改正について 
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   日程 第２０ 議案第３３号 那須烏山市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人 

                 員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第２１ 議案第３４号 那須烏山市こども医療費助成条例の一部改正について 

                 （市長提出） 

   日程 第２２ 議案第３６号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例の一部改正 

                 について（市長提出） 

   日程 第２３ 議案第３７号 那須烏山市企業の誘致及び立地を促進する条例の一部改 

                 正について（市長提出） 

   日程 第２４ 議案第３８号 那須烏山市運動施設設置、管理及び使用料条例の一部改 

                 正について（市長提出） 

   日程 第２５ 議案第１０号 平成２６年度那須烏山市一般会計補正予算（第７号）に 

                 ついて（市長提出） 

   日程 第２６ 議案第１１号 平成２６年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算 

                 （第３号）について（市長提出） 

   日程 第２７ 議案第１２号 平成２６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予 

                 算（第２号）について（市長提出） 

   日程 第２８ 議案第１３号 平成２６年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算（第 

                 ２号）について（市長提出） 

   日程 第２９ 議案第１４号 平成２６年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計補正 

                 予算（第１号）について（市長提出） 

   日程 第３０ 議案第１５号 平成２６年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算 

                 （第２号）について（市長提出） 
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   日程 第３１ 議案第１６号 平成２６年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算 

                 （第３号）について（市長提出） 

   日程 第３２ 議案第１７号 平成２６年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第３ 

                 号）について（市長提出） 

   日程 第３３ 議案第 １号 平成２７年度那須烏山市一般会計予算について（市長提 

                 出） 

   日程 第３４ 議案第 ２号 平成２７年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第３５ 議案第 ３号 平成２７年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算につい 

                 て（市長提出） 

   日程 第３６ 議案第 ４号 平成２７年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算に 

                 ついて（市長提出） 

   日程 第３７ 議案第 ５号 平成２７年度那須烏山市介護保険特別会計予算について 

                 （市長提出） 

   日程 第３８ 議案第 ６号 平成２７年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計予算 

                 について（市長提出） 

   日程 第３９ 議案第 ７号 平成２７年度那須烏山市下水道事業特別会計予算につい 

                 て（市長提出） 

   日程 第４０ 議案第 ８号 平成２７年度那須烏山市簡易水道事業特別会計予算につ 

                 いて（市長提出） 

   日程 第４１ 議案第 ９号 平成２７年度那須烏山市水道事業会計予算について（市 

                 長提出） 

   日程 第４２ 議案第３９号 字の名称の変更について（市長提出） 

   日程 第４３ 議案第４０号 平成２６年度那須烏山市水道事業会計資本金の額の減少 

                 について（市長提出） 

   日程 第４４ 付託第 １号 請願書等の付託について（議長提出） 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開会］ 

○議長（佐藤昇市）  皆さん、おはようございます。平成２７年第２回３月定例会です。議

会傍聴に足を運んでいただきまして、大変ありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１７名です。１４番山隆四郎議員から欠席の通知がありまし

た。定足数に達しておりますので、平成２７年第２回那須烏山市議会３月定例会を開会いたし

ます。 

 本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に報告いたします。地方自治法第１２１条の規定に基づき、市長以下関係課長

の出席を求めておりますので御了解願います。 

 次に、本日の定例会にあたり、去る２月２４日に議会運営委員会を開き、議会運営委員会の

決定に基づき会期及び日程を編成いたしましたので、御協力くださるようお願いいたします。 

                                    

     ◎市長挨拶 

 

○議長（佐藤昇市）  ここで、市長の挨拶及び行政報告を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇 挨拶〕 

○市長（大谷範雄）  御挨拶を申し上げます。平成２７年第２回那須烏山市議会３月定例会

の開会にあたりまして、御挨拶申し上げます。 

 議員各位におかれましては、年度末にあたり何かと御多用のところ、御参集を賜りまして、

まことにありがとうございます。 

 我が国の景気を見てみますと、消費税増税による反応減が徐々に一巡し、景気は回復基調を

維持しているとされております。また、大都市を拠点とする大企業は円安の恩恵を受けまして

収益の改善がされておりますが、地方の中小企業はその恩恵を受けにくく、結果といたしまし

て、景気回復、地域活性の実感が持てない状況にあります。 

 このようなことから、国におきましても、本年は人口減少問題という重要課題を踏まえなが

ら、本質的な成長戦略が極めて重要になると考えられておりますことから、国の長期人口ビジ

ョンと、総合戦略を策定し本格的に取り組むことといたしております。したがいまして、地域

経済におきましても、地域活性化のためには地域の成長戦略が極めて重要になってくるものと

考えております。 

 さて、那須烏山市が誕生いたしまして１０年という節目の年を迎えております。この間、栃

木県では１４市町が誕生し、４９ありました市町村は２５市町とほぼ半減いたしました。下野
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新聞では、平成の大合併と称しましてその効果や今後の課題などをシリーズで連載をしたこと

は、議員御承知のとおりでございます。そのほか、多くの報道機関におきましてアンケート調

査を実施するなど、その効果を検証しております。 

 今次定例会の一般質問におきましても、議員から合併のメリット、デメリットに関し質問を

いただいているところでもございまして、この１０年間の評価を検証し、今後の課題に対する

対応策などを十分に検討する必要があると考えております。 

 その中でも最大の課題は人口減少問題であります。特に、消滅可能性都市の問題は、本市に

とっては衝撃的な内容ではありましたが、真摯に受けとめて、真に有効な対策を待ちの姿勢で

はなくて、攻めの姿勢で立ち向かうべきと決意を新たにしたところであります。 

 そして、スピード感を持って、その対策を推し進める必要がありますことから、那須烏山市

地方創生元年と位置づけをし、これらを好機としてとらえ、本市の存続と地域の景気回復や活

性化のため独自戦略を盛り込んだ実効性のある５カ年計画、地方創生総合戦略を平成２７年度

に策定してまいりたいと考えております。 

 特に、喫緊の対策といたしましては、地域の消費喚起型対策といたしましてプレミアム率

２０％のプレミアム付商品券を発行し、地元消費拡大、地域経済の活性化を図ってまいりたい

と考えております。 

 さらに、地方創生総合戦略の先行型対策といたしまして、「ひとづくり戦略」と「まち・し

ごとづくり戦略」を掲げ、平成２８年１１月の烏山の山あげ行事のユネスコ無形文化遺産登録

を見据えた「英語のまちづくり」に取り組み、観光ボランティア等の人材育成とＪＲ烏山駅前

整備、ホームページリニューアル、多言語化表示など、地域資源、観光資源を積極的にＰＲい

たし、観光集客の増加による地域経済の活性化を図ってまいる所存であります。 

 この２つの対策は、早急な対応が必要なことから、３月補正の対応とさせていただきたく、

今次定例会に提案をさせていただきます。 

 平成２７年度の市政は３年目となります総合計画後期基本計画に基づきまして、あわせまし

て本市の地方創生総合戦略を見据え、選択と集中によりまして事業効果の向上を図りながら、

「ひかり輝くまちづくり」を進めてまいる所存であります。 

 主な戦略といたしまして、「定住を促すまち戦略」でありますが、積極的にトップセールス

を行いつつ、企業誘致、定住促進、推進をしてまいりたいと思います。また、ユネスコ無形文

化遺産登録に向け、山あげ会館のリニューアルに向けた観光拠点周辺整備を実施してまいりた

いと思います。 

 ２つ目は、「快適・便利なまち戦略」であります。特に、避難情報の伝達手段といたしまし

て、ＦＭラジオ局の電波を利用したデジタルハイブリッド型緊急告知ラジオを導入し、防災、
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減災対策の充実を図ってまいります。 

 ３つ目は、「健康・子育てのまち戦略」であります。こども医療費助成を中学生修了時まで

現物給付方式に拡大をし、子育て支援の充実を図ってまいりたいと思います。 

 ４つ目は、「教育・文化のまち戦略」であります。旧下江川中学校を江川小学校とするため

に大規模改修工事、また東日本大震災で被災いたしました武道館建設に向けた設計業務等に取

り組んでまいりたいと思います。また、スクールバスの運行拡大とあわせまして、子ども見守

り隊を設置をし、学校、警察、地域等が連携をし、見守り活動の充実を図ってまいりたいと考

えております。 

 本市を取り巻く情勢は決して楽観できるものではありません。明るい兆しに期待を込め、ま

た本市を支えていただいている企業、商工団体、自治会、市職員等との官民協働、さらに将来

を担う若い世代の魅力あるアイデア等を取り入れながら、これまで一貫して進めてまいりまし

た教育、福祉、医療対策のさらなる充実を図りながら、オール那須烏山体制でひかり輝くまち

づくりの実現を目指してまいりたいと思います。 

 以上、新年度の施政方針について、主なるところを述べさせていただきました。 

 今次定例会におきましては、提案申し上げます案件は、報告案１件、当初予算案９件、補正

予算案８件、条例案２１件、議決案２件、計４１件であります。何とぞよろしく慎重御審議を

賜りますようお願いを申し上げまして、挨拶とさせていただきます。 

○議長（佐藤昇市）  本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

                                    

     ◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会

議規則第８７条の規定により、議長において、 

       １１番 髙徳正治議員 

       １３番 沼田邦彦議員を指名いたします。 

                                    

     ◎日程第２ 会期の決定について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 お諮りいたします。この定例会の会期は、さきに送付したとおり、本日から３月１９日まで

の１７日間としたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１７日間と決定いたしました。なお、会期中の会議の日程は、送付

してあります会期日程表により行いますので御協力願います。 

                                    

     ◎日程第３ 報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 

                 について） 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第３ 報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決

定及び和解について）を議題といたします。なお、議案書の朗読については、会議規則第

３６条の規定に基づき、議長が必要と認める場合を除き省略します。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました報告第１号 専決処分の報告について、提

案理由の説明を申し上げます。 

 本案は、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会において指定されている市の義

務に属する損害賠償の額の決定及び和解について専決処分をいたしましたので、報告をするも

のでございます。 

 内容を申し上げます。平成２６年１１月１１日午前９時００分ごろ、那須烏山市初音９－７、

社会福祉協議会烏山支所駐車場において、健康福祉課が委託契約中のやすらぎ荘管理人兼運転

手が運転をする公用車、これは１４人乗りバスが前方確認を怠り、駐車をしていた相手方車両

に接触をし、両車両とも損害が発生をしたものであります。 

 なお、損害賠償額は、相手方車両の修理費及び修理完了までの代車費用でありまして、合計

損害額１５万６,９６６円全額を市が支払うことで和解が成立をいたしましたので報告をする

ものでございます。 

 以上、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（佐藤昇市）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 本件は報告案件でありますが、この際、質疑があればこれを許します。 

 ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  ただいま上程されている件でございますけれども、今、報告があ

ったものは、市のほうが加害者であった事件かと思います。このほかに、市の関係する車両で

逆に被害を受けた事故などはあるのかどうか。もしあったら、その事例をお知らせいただきた
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いと思います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  私どものほうで、現在、平成２６年度中、今回の同じような物損

事故で相手方に損害を与え、終わっている件が、今回含めて４件ほどございました、平成

２６年度の実績で。市のほうが一方的に受けたもの等について、ちょっと今回、資料が手元に

ありません。ただ、そのほか、平成２６年の実績としましては、自損事故として、職員の過失

も大体認められる、また、あとは飛び石とかいろいろそういうような要因はあったんですが、

そういう関係で消防団の事故とか、そういう事故も含めまして平成２６年中には６件の公用車

による自損事故が発生しております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  自損事故は、今、聞いてわかったんですが、先ほど質問したよう

に、被害を受けた資料はないということなのかな。後で調べればわかるんですか。じゃあ、後

でお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  交通事故は、いついかなるところで発生するかわかりません。です

から、これは人ごとではないわけなんですが、よその市町村の職員がこういった交通事故、そ

の他の事故を起こした場合には相当厳しい処罰を受けているようですね。これはしばしば新聞

にも報道されているわけなんですが。 

 那須烏山市の場合は、こういった事故を起こした場合、運転していた職員、今回は職員では

ありませんが、やすらぎ荘の管理人なんですが、具体的にどのような処分といいますか、この

何らかの方法で処理をしたと思うんですが、その辺のいきさつについてお伺いしたいと思いま

す。 

 例えば口頭だけで、今回の場合も口頭の申告で済ませているのかどうか。そこを知りたいん

です。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  交通事故に関しましても、懲戒等の審査規定というのがありまし

て、それに基づいて、もちろん飲酒運転とか人身事故等については、その規定に基づき粛々と

処罰といいますか、懲戒処分等を実施しているところでございます。 

 物損事故等においても、ある程度過失の度合が高いとか、また、非常に対応がまずかったり

とか、そういう場合においても同じような規定に基づきまして処分は行っております。 

 ただ、物損事故であって軽微なもの、この判断の仕方というのもちょっと客観的にも見なけ
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ればいけないんですが、それらについては報告、事故報告を受けて口頭注意で処分はしている、

処分といいますか処理をしている状況でございます。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  合併後、私の記憶の範囲内なんですが、旭町付近で停車している車

に公用車が追突して双方の車が大破をしてしまったというような事故がありましたね。もちろ

ん相手方の乗車していた運転手も相当の傷害を負わせたわけなんですが、そういった場合は何

らかの処分をされたのでしょうか。それに限らず、そういった具体的な処分をされた例がある

のかどうか。この１点だけお伺いします。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  先ほどの人身事故につきましては、まだ係争中ですので、まだそ

ちらについての処分等についても、１回は懲戒の審査委員会を開いたんですが、そのときには

まだ裁判中ということで処分保留でありました。ただ、その職員、退職またその以降、死亡し

ましたので、それらの扱いについても結審後に報告をさせていただきたいと思います。 

 なお、先ほど言いましたように、人身事故とか発生時には懲戒の対象とするということです

が、私どものほうの今、手元であれしているもの、過去の処分の関係の資料を持ってきており

ませんので正確にお答えできませんが、それらの事案、先ほど言いましたような懲戒に該当す

るようなものがあった場合は、それぞれ処分を行っております。 

 以上です。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、報告第１号については、報告のとおりであ

りますので、御了解願います。 

〔「異議なし」の声あり〕 

                                    

     ◎日程第４ 議案第１８号 那須烏山市国民健康保険診療所運営基金設置及び管理 

                  条例の制定について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第４ 議案第１８号 那須烏山市国民健康保険診療所運営基金設

置及び管理条例の制定についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 
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〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第１８号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、国民健康保険特別会計診療所勘定の剰余金の一部を積み立てまして、国民健康保険

診療所の安定かつ継続的な運営の基盤強化を図るとともに将来の施設整備に備えるため、本条

例を制定しようとするものでございます。 

 詳細につきましては、市民課長から説明をさせたいと思います。何とぞ慎重御審議をいただ

きまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたし

ます。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 大野市民課長。 

○市民課長（大野治樹）  それでは、命によりまして詳細の説明をさせていただきたいと思

います。 

 国民健康保険診療所につきましては、基金に関する規定がございませんことから、これまで

決算で生じてきました剰余金の積み上がりが平成２５年度決算では、平成２６年度の予算額を

上回る約９,４００万円の決算剰余金を計上するに至ってございます。 

 このことから、熊田診療所と同様に国民健康保険診療所に基金を創設しまして、財政を健全

に維持するとともに、施設整備に要する経費に充てるための規定を定めるものでございます。 

 具体的には、お手元の議案書条例案をごらんいただきたいと思います。基本的には、熊田診

療所の基金設置及び管理条例と同様の規定内容となってございますが、ただいま上程中の基金

条例では、第２条の設置、第７条の処分において、新たに施設整備に要する経費の財源に充て

る場合を設置の趣旨と処分の目的に加え、将来の施設整備や医療機器購入に備える規定といた

したものでございます。 

 なお、附則では、条例の施行を公布の日からとするものでございます。 

 以上、簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  ９,４００万円と今、金額を言われましたが、ほぼこれは七合診療所

からのものでしょうか。同じ熊田のほうがほぼ毎回赤字なので、別にあるので、それをずっと

投入していますよね、お金を。それに対してこれだけあるということは、この先生に対してボ

ーナスを支給するぐらいの配慮があってはいかがかと思うんですが、いかがでしょうか。 



平成27年第２回３月定例会 第１日 

－15－ 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  川俣議員御指摘のとおりでございまして、今まで熊田診療所は独立会

計で熊田診療所の会計をつくっております。大変このことも御迷惑をおかけしているんですが、

今回、この基金条例、七合診療所と境診療所ですね、これが今、国民健康保険の診療会計とい

うことになっておりますので、今後、基金を積み立てようということなものですから、主には

もちろん境診療所もマイナスではないんですね。プラスを計上させていただいております。そ

の合体で９,４００万円というような基金でございますので、大変ありがたい基金でございま

すので。 

 その今、賞与というようなことでございますが、そういった御提案でございますので、その

ことについては、医師の給与等については那須南の医療職の医師の給与を参考として創設をし

た経緯もございますので、そういったバランスもございますので、それにも配慮しながら、そ

ういったことを検討しなきゃなりませんので、そのことは建設的な御提言だというふうに受け

とめさせていただいておりますので、検討させていただくということで御理解いただきたいと

思います。 

○議長（佐藤昇市）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  やはりお給料が、実は熊田の診療所の先生のほうがマイナスにもかか

わらず、お給料が高いんですよ。収益を上げているほうにせめてボーナスぐらいあげるぐらい

の余裕で基金をつくるなら、ちょっと配慮していただければと思ったので、検討を前向きに本

当にお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  答弁はよろしいんですか。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  先ほどの説明を聞きますと、平成２６年度では９,０００万円から

の余剰金が出るというような話、私もびっくりしたんですが、平成２５年度の決算では、歳入

５,３００万円、歳出４,６００万円で差し引き７３６万１,０００円ほどの残金、黒字にはな

っております。しかし、その歳入の内訳を見ますと、一般会計から１,３８０万円、前年度の

繰越金が４２０万円ほどあって、合わせると１,７６１万円ほどのそういった歳入があったん

ですね。 

 そのために黒字にはなっているんですが、こういった一般会計からの繰入金がなかったら、

この七合診療所も実質、平成２５年度は１,０００万円ほどの赤字なんですね。そういう中で、

私、これは今回なぜ基金積み立ての条例を制定するのかなと、ちょっと疑問を持っていたわけ

なんですね。 
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 しかし、平成２６年度では多額の剰余金が出たということですから、それならそれでいいと

思っているんですが、ただ１点お伺いしたいことは、こういった剰余金、積み立てられるよう

な剰余金というのは、これからも発生する見込みなんでしょうか。この１点についてお伺いし

ます。 

○議長（佐藤昇市）  大野市民課長。 

○市民課長（大野治樹）  その年々の診療収入、患者様からいただく診療報酬の収入につい

ての計上でございますので、これから毎年発生するかという御質問でございますが、これらは

その年の患者さんの来院の状況であるとか、そのほかの要因ですね。はやりの病気が出るとか、

そういった状況もありますので、経常的に黒字になるかということはここでは明確にお答えで

きないということで御了解いただきたいと思います。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  お諮りいたします。ただいま上程中の議案第１８号 那須烏山市国民

健康保険診療所運営基金設置及び管理条例の制定については、文教福祉常任委員会に付託した

いと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１８号については、文教福祉常任委員会に付託いたします。 

                                    

     ◎日程第５ 議案第１９号 那須烏山市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営 

                  並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効 

                  果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定 

                  について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第５ 議案第１９号 那須烏山市指定介護予防支援等の事業の人

員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準等を定める条例の制定についてを議題といたします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案議第１９号につきまして提案理由の説
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明を申し上げます。 

 本案は、平成２５年６月に公布されました地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推

進を図るための関係法律の整備に関する法律、いわゆる第３次一括法の施行に伴いまして、介

護保険法の一部が改正され、これまで国が一律で定めておりました指定介護予防支援等に係る

基準について、市の条例で定めることとなったことから、提案をするものでございます。 

 詳細につきましては、健康福祉課長から説明をさせますので、何とぞ慎重御審議をいただき

まして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたしま

す。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  命によりまして、ただいま上程となりました議案第１９号に

つきまして説明申し上げます。 

 市長の提案理由にありましたように、本案は、第３次地域支援一括法の施行に伴いまして、

介護保険法の一部が改正され、それまで国が一律に定めておりました指定介護予防支援等に係

る基準につきまして、市の条例で定めるものでございます。 

 本案の内容につきましては、要支援１または要支援２の認定を受けている方への介護予防マ

ネジメントを行う指定介護予防支援事業者について、サービスの提供にあたって基本方針、人

員に関する基準、運営に関する基準、効果的な支援の方法に関する基準等について定めるもの

であります。 

 条例の制定にあたりましては、原則として健康省令と同じ基準で制定しております。従うべ

き基準につきましては、１つ目として介護予防支援に従事する従業員に係る基準及び人員があ

り、２つ目としましては、介護予防支援の事業の運営に関する事項であって、利用する要支援

者のサービスの適切な利用、適切な処遇及び安全の確保並びに秘密の保持等に密接に関するも

のを定めております。 

 なお、参酌すべき基準である記録の整備につきましては、現行基準についてはサービスに係

る記録の保存年限を２年と定めていますが、事業者の質の確保向上の観点から、介護報酬の請

求誤り等があった場合には、地方自治法に基づき市から返還請求することになっていることか

ら、また、地方自治法に地方公共団体の金銭債権の時効は５年と規定されていることから、記

録の保存期間を５年に延長し、介護給付費や過誤や返還等があった場合も５年にさかのぼるこ

とができるよう、一部独自の規定を設定いたしました。 

 それでは、条例の内容について説明いたしますので、条例案の１ページをお開きください。 

 本条例は６章３６条からなる条例でございます。第１章は総則で、趣旨や基本方針を規定し
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ており、４条からなっております。 

 ２ページをお開きください。２ページの第５条、第６条は、第２章人員に関する基準を規定

しております。第７条からの３章は、運営に関する基準を規定しております。 

 ８ページの第３１条まで２５条からなっております。また、先に説明いたしました記録の保

存期間を２年から５年に延長した箇所は第３１条第２項となっております。 

 第３２条からの第４章は、介護予防のための効果的支援の方法に関する基準を規定しており、

１２ページの第３４条まで３条からなっております。 

 第３５条の第５章は、基準該当介護予防支援に関する基準を、第３６条の第６章は雑則で委

任を規定しております。 

 この条例の施行は平成２７年４月１日からとなっております。 

 以上、議案第１９号につきまして、詳細説明を申し上げました。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  那須烏山市指定介護予防支援事業等の事業の人員及び運営並びに指

定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の

制定ということでございます。 

 説明によれば、平成２５年の６月に同様の法律、第３次一括法の制定に伴って、これまでは

国が一律に定めた基準に基づいて進めていたものを、地域の自主性及び自立性を高めるための

改革の復興、推進を図るということで、居宅介護支援事業所、介護予防支援事業所の指定基準

を市で定めるというふうな提案の理由でありました。 

 平成２５年６月にもこのような改正がありましたが、昨年の６月１８日には平成２６年の

６月でございますが、地域医療介護総合確保推進法というのが成立いたしまして、要支援は介

護給付から外され、市の事業に移行する対応。施設にその対象を要介護３以上に制限すると。

３番目には、一定所得以上の利用料を２割に引き上げるという内容だったかと思いますが、こ

の平成２５年の６月の第３次一括法の時点では、地方の側ではどういうようなことを想定して、

そういう地域の自主性、自立性を高める改革を整備するように国のほうに求めたのか。 

 それで、今回の平成２６年の６月の総合法の、私どもから言わせれば改悪なんですがね、そ

れに基づいて、今回、制定される条例が大きくその影響を受けて、本来、国が責任を負うべき

福祉の責務を市町村のほうに押しつけられるということになりはしないかなというふうに私は

思うんですが、その辺は心配ないのかどうか。その辺の内容について説明をお願いしたいと思
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います。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  地域支援一括法の関係につきましては、一昨年、平成２５年

の３月議会でも今議会で一部改正を予定しております地域密着型サービスの関係、２条例につ

きまして制定させていただきました。 

 これは第１次一括法に基づく地方に権限を譲るというような形でございまして、今回の議案

第１９号と第２０号につきましては、第３次一括法によりまして介護保険法が改正されたこと

に伴う市町村条例で定めるものと認識しておりまして、このように、市町村がそれぞれ自主性

に基づいて介護保険事業を実施できるということは、前々から国に対して地方が要望していた

ことで、この地域支援一括法に盛り込んでもらったものと考えております。 

 また、御質問の国のことを地方に押しつけるものかどうかという部分につきましては、この

条例自体では押しつけるものとは考えてございませんが、逆に地方の実情にあわせて参酌、従

う部分については柔軟に対応できるのではないかと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  もう一度同じような話になりますが、簡単に言うと、これまでは国

が一律に基準を定めて進めていた、このような介護予防支援事業が、地方からの要望もあった

ということでございますが、地域の自主性、自立性を高めるということを柔軟に対応できると

いうことを踏まえて、法の改正がされたのだということはわかるんですが、それを逆手にとっ

て、本来、国が進めるべき介護予防事業をそれぞれの自治体の財源とか、あるいは体制をとれ

ないところは、それなりで結構だよということに後退する可能性も秘めているというふうに私

は考えるものであります。 

 そこで、今回のこの条例制定については、昨年の６月に成立をいたしました地域医療介護総

合確保推進法の影響を受けるのか受けないのか、その１点のみを質問しているものであります

ので、御答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  市が定める条例につきましては影響は受けていないと考えて

おりますが、厚生労働省が定める基準については省令で定めております。その省令につきまし

ては、議員が御質問の医療介護総合確保推進法の趣旨によって介護保険法が改正されておりま

すので、間接的には影響は受けることかと考えております。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

 ８番渋井由放議員。 
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○８番（渋井由放）  今、地方の自立とか実情にあわせてとかということで出ておりまして、

第１５条の（１）になりますけれども、包括支援センター運営協議会というのが中立性及び公

平性の確保を図るためということで、こういうのが書いてございまして、これは利用者の方や

運営をする方や専門性の高い方が委員となられるようでございますけれども、これらは今、ど

のようになって何人ぐらいとか、その辺わかれば。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  那須烏山市の地域包括支援センター運営協議会につきまして

は、現在多分１５名程度だったと記憶しておりますが、その委員会がありまして、１号被保険

者、いわゆる６５歳以上の方、それから、２号被保険者で４０歳から６４歳までの方、そのほ

かサービス提供事業所、民生委員の方などで構成されておりまして、年２回ほど開催してござ

います。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  私、那須烏山市のホームページをちょっと見まして、どのような内容

の活動をしているか、どういうメンバーなのかというところを確認をさせていただきましたが、

すぐ出てこなかったというようなことでございます。 

 地域に任せて、地域で運営するということになれば、ここが非常に重要なところではないの

か。こういうふうに思っておりますが、その辺の会議の内容や、その委員のメンバー等をしっ

かりと市民の皆さんに公表できるような形にはならないでしょうか。いかがでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  大変申しわけございません。今までホームページ上では公開

してございません。会議は別に非公開ということでやっているものではございませんし、委員

の名簿も非公開ということではございませんので、今後、公開する方向で検討させていただき

たいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  誰もが年をとっていきまして、将来どうなるんだろうかという、消滅

自治体と言われるところは特に問題かなと思います。どのような議論がされているのか、また、

会議があれば、公開といいますか、傍聴ができるとか、そういうところをしっかり通知を出し

ていただいて、市民の皆さんにも関心を持ってもらうというか、いずれ自分もその道をたどる

というようなことを考えていただくのには、この運営協議会をオープンしてしっかりと見ても

らうように手配をいただければなと思います。答弁は結構です。 

○議長（佐藤昇市）  お諮りいたします。ただいま上程中の議案第１９号 那須烏山市指定

介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果
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的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定については、文教福祉常任委員会に付託し

たいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１９号は、文教福祉常任委員会に付託いたします。 

                                    

     ◎日程第６ 議案第２０号 那須烏山市地域包括支援センターの職員及び運営に関 

                  する基準を定める条例の制定について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第６ 議案第２０号 那須烏山市地域包括支援センターの職員及

び運営に関する条例を定める条例の制定についてを議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２０号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、平成２５年６月に公布された地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を

図るための関係法律の整備に関する法律、いわゆる第３次一括法の施行に伴いまして、介護保

険法の一部が改正され、これまで国が一律で定めておりました地域包括支援センターの職員等

に係る基準について、市の条例で定めることとなったことから、提案をするものであります。 

 詳細につきましては、健康福祉課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただ

きまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたし

ます。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の説明を求めます。 

 山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  命によりまして、ただいま上程となりました議案第２０号に

つきまして御説明申し上げます。 

 市長の提案理由にありましたように、本案は、第３次地域支援一括法の施行に伴いまして、

介護保険法の一部が改正され、これまで国が一律に定めていました地域包括支援センターの職

員及び運営に関する基準について、市の条例で定めるものであります。 

 条例の内容につきましては、高齢者の生活を支える総合機関として市に設置している地域包

括支援センターについて、地域住民の保健、医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援する事
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業を実施するための基本方針、人員に関する基準等を定めるものであります。 

 条例の制定にあたりましては、原則として現行省令と同じ基準に制定しております。従うべ

き基準につきましては、地域包括支援センターの職員に係る基準と当該職員の員数としており

ますが、１つの地域包括支援センターが担当する地域における第１号被保険者の数が６,

０００人を超える場合の人員配置基準について、第１号被保険者の数に応じた保険指導の人員

とする一部独自規定を設定いたしました。 

 それでは、条例の内容について御説明いたしますので、１ページをお開きいただきたいと思

います。 

 本条例は５条からなる条例でございます。第１条は趣旨。第２条は定義。第３条は基本方針

を規定しております。第４条は、職員に係る基準及び人員に関する規定で、第１項は地域包括

支援センターに置くべき職員の原則を定めるもので、第１号被保険者の数が６,０００人未満

の場合の人員配置基準を規定しております。 

 第２項は、第１号被保険者の数が６,０００人以上の場合の人員配置基準を別表第１に規定

しており、その規定が独自規定でございます。 

 第３項は、第１号被保険者の数が３,０００人未満の場合の人員配置基準を別表第２に規定

しております。 

 なお、この条例の施行は平成２７年４月１日からとなります。 

 以上、議案第２０号の詳細説明を申し上げました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  市の地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条

例の制定についてということでございます。これも議案第１９号と同じように、地域の自主性

及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律、いわゆる第

３次一括法に基づいて、介護保険法の一部改正に伴って地域包括支援センターの人員及び運営

等に関する基準を市が定める。これまでは国が一律に定めていた基準だったんだけれども、今

度は市で定める。こういうような内容だと思います。 

 これも先ほどの論議と同じようなことになりますが、地方のほうで介護予防を始め介護サー

ビス、高齢者の福祉サービス、そういうものを推進するために、地域の自主性、自立性を尊重

してくれということで要望して、これが実ったという側面もありますし、また、昨年の６月に

改訂されました総合法ですね、それで、要支援は介護保険から外すということで、今度この地

域包括支援センターのほうで、それの手当をしなければならない、こういうふうになるのかな
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というふうに思うんですけれども。 

 そういう意味で、今回、提案されたこの基準は、那須烏山市では大体おおむね何人程度、現

在が何人、職員が国の基準でいて、この市が定めた基準では何人になるのか。先ほどの課長の

説明では一部市独自の規定を設けた、このような話もございましたんですが、それで、人員の

変化があるのかないのか。 

 問題なのは、今まで介護保険で見ていた要支援関係の介護福祉ですね、これが今度は市独自

の介護福祉のほうに回ってくるのかなというふうに思われるんですけれども、その仕事量、事

務量ですね、あるいは経費、予算ですね。 

 そういうものが今までとは別に国のほうから、請求すれば交付税か何かの対象として算入さ

れることになるのか。それとも、市独自でこれは負担を、自立性ですからね、市独自に予算措

置をして高齢者福祉の対応を図るというふうなことになるのか、その考え方。 

 それと、本市においては、今までの国の基準、国が定めた基準の現行省令に沿って人員を配

置したというような説明だったというふうに思いますので、そういう意味では、人員は増えな

いのかなというふうに私は考えるわけですが、そんなことはなくて、さらに人員の充実を図っ

て必要な国の制度改悪があっても、今までの高齢者福祉の対応は変わらない。より以上の福祉

を進めるような考え方でこれを進めるというようなことなのか。その辺の総体的な考え方につ

いて御説明をお願いできればと思います。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  平塚議員の質問につきまして、１番目の人員の変化というこ

とでございます。従来の国の基準ですと、３,０００人以上６,０００人未満という基準がござ

いまして、６,０００人以上の基準はございませんでした。現在の地域包括支援センターは、

保健士２名、主任ケアマネ１名、社会福祉士１名の４名体制でございます。 

 今回、独自に定めました基準の別表第１では、第１号被保険者の数において加えるべき職員

の人数を載せてございますが、現在、平成２７年１月末現在の第１号被保険者数は８,

８４７人でございます。ですので、この別表第１に当てはめますと、おおむね８,０００人以

上という基準にあたることから、専らその業務に従事する第４条第１項第１号に掲げる者１人、

及び第２号と第３号に掲げるいずれか１人というように規定してございまして、第１号が保健

士でございます。第２号が主任ケアマネと第３号が社会福祉士ということで、現在４人のとこ

ろが、合わせますと５人になるということで、職員の充実が図れるのではないかと考えてござ

います。 

 また、先ほど要支援者の介護保険制度から外れるという御質問でございますが、それにつき

ましては、ホームヘルプとデイサービスを利用して、そのどちらか、両方でもよろしいんです
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が、それだけを利用している方につきましては、介護給付から外れまして、地域支援事業、す

なわち介護保険特別会計の中の事業でございますが、その中のサービスということで移行する

ということで、この後、議案第３１号の介護保険条例の改正の中に、それは内容的には含まれ

ておりますが、地域支援事業につきましては、国のほうで各市町村ごとに限度額を定められて

います。その限度額を超えない範囲であれば、普通の介護保険給付の部分と同じ補助率で補助

は出ることになってございますので、独自の持ち出しはないことになります。 

 それで、職員の充実を図るというのは、先ほど１番目の質問にお答えしましたように、今後、

介護保険の給付から外れた方のサービスの実施につきましても、人員増でございますので充実

は図っていけるのではないかと考えております。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  お諮りいたします。ただいま上程中の議案第２０号 那須烏山市地域

包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の制定について、文教福祉常任委

員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２０号は、文教福祉常任委員会に付託いたします。 

 日程第７ 議案第２１号 那須烏山市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額に

関する条例の制定について及び日程第８ 議案第３５号 那須烏山市立保育所の設置及び管理

並びに保育の実施に関する条例及び那須烏山市立幼稚園保育条例の一部改正については、関連

がありますので一括して議題といたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第７ 議案第２１号 那須烏山市子どものための教育・保育給付に係る利用 

                  者負担額に関する条例の制定について 

     ◎日程第８ 議案第３５号 那須烏山市立保育所の設置及び管理並びに保育の実施 

                  に関する条例及び那須烏山市立幼稚園保育条例の一部 

                  改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  よって、議案第２１号及び議案第３５号の２議案について一括して議

題といたします。 
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 本案について提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま一括上程となりました議案第２１号、第３５号につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第２１号でありますが、本案は、子ども・子育て支援新制度がことし４月１日から開始

されることに伴いまして、子ども・子育て支援法において、教育、保育に必要な費用について

共通な給付が創設され、教育、保育の利用者負担額については市が定めることとなりますこと

から、本市における公立、私立の保育所保育料及び幼稚園保育料等の利用者負担額について条

例を制定するものでございます。 

 議案第３５号につきまして提案理由の説明を申し上げます。本案は、先ほど上程をさせてい

ただきました議案第２１号 那須烏山市子どものための教育・保育給付に関する利用者負担額

を定める条例において、本市における教育、保育の利用者負担額を定めることに伴い、現行の

公立の保育園及び幼稚園の一般の保育料の徴収規定については、先の条例に移行されることか

ら、保育所及び幼稚園の保育料の徴収規定等について、所要の改正を行うものでございます。 

 以上、議案第２１号及び議案第３５号を一括して提案理由の説明を申し上げました。 

 詳細につきましては、こども課長から説明をさせますので、何とぞ慎重御審議をいただきま

して、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、命によりまして、議案第２１号の補足説明をさせて

いただきます。 

 那須烏山市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例の制定につきま

しては、平成２７年４月から始まります子ども・子育て支援新制度において、国からの給付額、

徴収すべき保育料の負担額が定められたことに伴いまして、本市において公立、私立の幼稚園、

保育園等の利用者負担額、保育料について、条例を制定するものであります。 

 それでは、１ページ目をお開きください。よろしくお願いいたします。 

 この条例は、第１条から第４条、附則で構成されております。主な内容について御説明を申

し上げます。最初に第１条の趣旨につきましては、子ども・子育て支援法に基づく利用者負担

額、保育料に関し、必要な事項を定める規定となっております。 

 第３条の利用者負担額につきましては、幼稚園、保育園、認定こども園及び地域型保育であ

ります小規模保育、また事業所内保育等を保護者の方が利用した場合、市は政令で定める額の
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限度額で保育料を規則で定めるものと規定しております。 

 この規則につきましては、昨年１２月の市議会議員全員協議会において、また、２月２４日

開催の市議会議員全員協議会におきまして、那須烏山市子どものための教育・保育給付に係る

利用者負担額に関する条例施行規則案で御説明申し上げた利用者負担額となっております。 

 なお、この利用者負担額につきましても、那須烏山市子ども・子育て会議において御審議を

いただいているところでございます。 

 続きまして、議案第３５号の補足説明をさせていただきます。改正の内容といたしましては、

子ども・子育て支援新制度に伴いまして、議案第２１号 那須烏山市子どものための教育・保

育給付に係る利用者負担額に関する条例の制定によりまして、現行の那須烏山市保育所の設置

及び管理並びに保育の実施に関する条例と、那須烏山市幼稚園保育料条例の一部改正が必要と

なりましたので、所要の改正を行います。 

 それでは、１ページ目をお開きください。那須烏山市立保育所の設置及び管理並びに保育の

実施に関する条例の一部改正です。新旧対照表の改正後の欄をごらんください。主なものを御

説明申し上げますが、それ以外は語句の修正などの改正でございます。 

 第１条中、新たに子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）を加えるものでござい

ます。 

 続きまして、第２条では、保育所等において保育を行った場合の費用を第４号として加える

ものでございます。 

 ２ページ目をお開きください。第６条につきましては削除とします。子ども・子育て支援新

制度において、保育を行う基準の規定は那須烏山市子どものための教育・保育給付の支給認定

に関する規則において規定することになっております。 

 続きまして、第７条の保育の内容につきましては、やはり子ども・子育て支援法第２０条の

規定に基づきまして、保育必要量に関し、保育標準時間、保育短時間等の規定が加えられたも

のでございます。 

 続きまして、３ページをごらんいただきたいと思います。第８条保育料につきましても、新

制度において那須烏山市子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例及び

施行規則で定めることとしております。 

 次に、第８条別表第２につきまして御説明申し上げます。延長保育の保育標準時間の認定を

受けた児童の利用の日額保育料は、３００円を２００円に改めるものでございます。 

 次に、月額保育料は４,０００円から５,０００円とし、幼稚園預かり保育の月額の限度額と

同じ額とさせていただきました。一時預かり保育の保育料につきましては変更はございません。 

 それでは、次に７ページ目をお開きください。那須烏山市立幼稚園保育料条例の一部改正で
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す。主な改正は語句の修正です。第２条保育料等につきましては、那須烏山市子どものための

教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例の定めるところであると改めました。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第２１号の市の子どものための教育・保育給付に係る利用者負

担額に関する条例の制定並びに議案第３５号 市立保育所の設置及び管理及び保育の実施に関

する条例及び那須烏山市立幼稚園保育料の条例の一部改正についてでございます。 

 これについては、担当課長のほうの説明がありましたが、この間の２月２４日の市議会議員

全員協議会で、資料版を読んで示された子どものための教育・保育給付に係る利用者負担額の

１号認定、２号認定、３号認定というふうに示されまして、そこで説明された料金内容かなと

思うんですけれども、基本的に今までよりも一部負担が下がるものはあっても、全体的には現

行の利用負担を超えないというような理解でよろしいのかどうか。それだけ確認しておきたい

と思います。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  まず、２号認定と３号認定ですね。保育所関係につきましては、

国の基準も変わっておりませんので、ほぼ同額という形になります。 

 １号認定の幼稚園部分については、ここで言うと、例えば手元に資料がなくて大変申しわけ

ございませんが、基本的には一部上がる方もいますが、下がる方もいるという形になります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  この間示された資料の別表１の内容では、下がる者はあっても上が

る者はないんですけど、その前の標準のあれで上がる者があるという考え方なんですかね。そ

れがわからないんですが、どの部分が上がるのか。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  現在、つくし幼稚園に入っているお子さんについては、今度

４歳、５歳になる方は保育料は上がりませんが、新しく今度３歳で入る方については一部市民

税額によっては上がる方もいるものと考えております。現在、つくし幼稚園、月額８,

０００円の保育料をいただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 
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 ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  いつも問題になるのが、この料金といいますか、保育料が徴収できな

くて残ってしまうというようなことがいつも議論されるんですね。私もここについてはあまり

理解ができていないところなんですけれども、今、子ども手当というのが１万円ぐらい出てい

るのかな。９６０万円でしたでしょうかね、それ以下というか未満というか、方には多分お一

人当たりゼロ歳から３歳ぐらいが１万５,０００円で、それ以降は１万円多分出ているのかな

というふうに認識しているところなんですけれども、これは確認だけなんですが、もし、お支

払いをいただけないときは、そこから相殺ができるのかどうかということで、多分できるんだ

という話になったかと思うんですね。 

 ということは、１万２,０００円という方もおられますが、これからは未払いとか未収にな

るというようなことはないということでよろしいんでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  児童手当のほうから引くような方向で進めていきたいと思いま

すが、全く未収金がなくなるというのは若干ちょっと難しいのかなと、そんなふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  児童手当から今まであるのはしようがないにしても、これからはない

ということで、そういう表現でしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  徴収には努めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  この料金の件てすごくやはり微妙です。うちの息子世代たちも、今、

違うまちに住んでいるんですけれども、烏山は高いじゃないかと、低い安いじゃないかと、す

ごく調べているなというのを感じます。 

 前、高根沢の市民からも、うちの安いところ、この層のところが安いんだけど、どうやって

そんな安くできるのというのを調べてほしいみたいな、そんなことがあったぐらいなんですけ

れども、今回の場合、事前の説明の中でも、近隣の市町村を随分調べてくれました、担当の方

が。調べて、そのレベルに合わせようという努力をしてくれたのはいいんですけれども。 

 やはりこのまちに来てほしいなというときに、一番引きつけるものは一番安くするのが一番

いいに決まっているわけですけれども、そういうお金はそんなには自由にないわけでして、そ
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うすると、どこかうちのまちには、この保護者のお母さんたち、お父さんたち、若い人たちが

どこを考えてくれたら一番ありがたいんだという、そういう視点で特色あるようなそういう金

額設定、条件も含めて、そういう戦略というのは何か考えるべきではないかな。 

 例えば僕なんか一番ニーズとして感じていたのは、延長保育なんかがすごく充実しているだ

けで、あそこいいねという声を聞いたことがあるので、例えばそんな見方で戦略を立てられま

せんかということを言った場合、どんなことが考えられるか、そういう視点についての見解を

伺えればと思います。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  市の保育料につきましては、基本的には最高限度額につきまし

ては、他の市町よりも金額を下げる方向で保育料を決めております。また、延長保育につきま

しても、今回、日額なんですが、通常３００円を２００円に減額をしているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  質問はそういう意味じゃなくて、そういう視点を考えた戦略を考える

べきではないかなということであって、具体的に延長保育が３００円とかそういうことを言っ

ているわけではないんです。どうですかと、もう一度。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  大変申しわけございませんでした。なかなかそのセールスポイ

ントと申します市の考え方、基本的にやっぱり他町から那須烏山市のほうへ転入していただけ

るような魅力ある子育て環境の整備等に努めていきたいなと、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  お母さんとか、そういう人たちの声を本当に聞いてみると戦略が浮か

んできますので、ぜひそういう検討をお願いしたいと思います。答弁は結構です。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  お諮りいたします。ただいま上程中の議案第２１号 那須烏山市子ど

ものための教育・保育給付に係る利用者負担額に関する条例の制定について及び議案第３５号

 那須烏山市立保育所の設置及び管理並びに保育の実施に関する条例及び那須烏山市立幼稚園

保育料条例の一部改正については、文教福祉常任委員会に付託したいと思いますが、御異議あ

りませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。よって、議案第２１号及び議案第３５号につい

ては、文教福祉常任委員会に付託いたします。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午前１１時２０分 

 

再開 午前１１時３０分 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

                                    

     ◎日程第９ 議案第２２号 那須烏山市行政手続条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第９ 議案第２２号 那須烏山市行政手続条例の一部改正につい

てを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２２号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、行政手続法の一部改正に伴い、市の行政機関が行う行政手続について定める本条例

について、法律と同様の趣旨の改正をするものでございます。 

 主な改正内容を申し上げます。書面で具体的な事実を適示いたしまして一定の処分または行

政指導を求める制度であります「処分等の求め」や違法な行政指導の中止を求める「行政指導

の中止等」の規定を追加するものであります。 

 詳細につきましては、総務課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただきま

して、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  それでは、命により、本条例の主な内容につきまして御説明申し

上げます。 

 まず初めに、行政手続法と本市を含めた地方公共団体が定める行政手続条例の関係について、

御説明申し上げます。 

 行政手続法は、行政機関が行う処分、行政指導、行政機関に申請する届け出等の手続に関し
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共通の事項を定めることにより、行政の公正の確保と透明性の向上を図り、国民の権利、利益

の保護を目的としています。 

 この行政手続法の対象となる手続のうち、行政処分、行政指導等の手続については、国の省

庁等の行政機関のみの対象となり、市町村などの地方公共団体が行う行政処分、行政指導等の

手続については、一部法律の適用の範囲外となってございます。 

 このため、行政手続法では、地方公共団体は行政手続法の趣旨にのっとり、行政の公正の確

保と透明性の向上を図るための必要な措置を講ずるよう努めなければならないと定めておりま

す。 

 そして、この定めを受け、各都道府県、市町村等の地方公共団体は、この行政手続法の適用

の範囲外となる行政処分、行政指導の手続等について、各自、行政手続法の趣旨に沿った行政

手続条例を制定しているところでございます。 

 次に、本条例の改正の趣旨を御説明申し上げます。法律または条例の要件に適合しない行政

指導の中止等を求める制度及び法律または条例に違反する事実の是正のための処分等を求める

制度を整備し、市民の権利、利益の保護の充実を図ることを目的として、条例の改正を行うも

のです。 

 それでは、本条例の具体的な内容につきまして御説明申し上げます。 

 １ページをお開きください。目次につきましては、この後説明いたします。行政指導の中止

等の求めと処分等の求めが追加されたことに伴い、目次の表記を整理するものであります。 

 第２条につきましては、主にこの条例に定める定義、規定の見直しを図ってございます。具

体的には、これまで法令と条例等と定義したものをよりわかりやすくするため、法令、条例、

規則を分けて定義することとしました。そのほか、行政庁を市長等、行政機関を市の機関と、

より具体的に条例中の文言がイメージできるように定義を整理することとしてございます。こ

の定義の整理を行うことにより、全体として各条文中の文言を、改正後の定義にあわせて整理

を行う改正でございます。 

 ２ページをお開きください。改正前の右側の５号をごらんいただきたいと思いますが、こち

らの「名あて人」の文言について、左側の改正後の第８号では、内閣が定めております常用漢

字表の基準の表記にあわせて漢字の表記とする文言の整理をしてございます。 

 次に、第３条の改正についてですが、ここから３ページから８ページまでの第３２条までは、

先ほど申し上げました定義等の文言の整理と常用漢字表の基準の表記にあわせた文言の整理を

行ってございます。 

 続いて、８ページをお開きください。第３３条の改正について御説明申し上げます。前項の

第３３条の第２項として条文を追加してございます。こちらは、行政指導に携わる者は、その
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行政指導を行う根拠を示さなければならないと定めるものでございます。行政指導とは、行政

機関がその任務またはその行うべき事務の範囲内において一定の行政目的を実現するために、

特定の者に一定の行為の中止や指導、勧告、助言などをするものを言います。 

 続いて９ページをお開きください。第３４条と第３６条の改正については、先ほど申し上げ

た定義規定の見直しによる改正でございます。 

 続いて、第３５条についてでございます。こちらが、行政指導の中止等の求めの条文を追加

するものでございます。法令または条例等に違反する行為の行政指導の相手方は、その行政指

導が法律または条例に規定する要件に適合しないと思うときは、その行政指導した市の機関に

対し、その行政指導の中止などを求めることができると定めるものです。そして、市は必要な

調査を行い、その行政指導が法律または条例に適合しないと認めるときは、その行政指導の中

止などの措置をとらなければならないと定めるものです。 

 続いてページをめくっていただいて１０ページとなりますが、第３７条でございます。こち

らが処分等の求めの条文を追加するものでございます。内容としましては、法令または条例等

に違反する事実がある場合において、その是正のためにされるべき処分または行政指導がなさ

れていないと思うときは、その処分または行政指導を市に求めることができると定めたもので

す。 

 そして、その申し出を受けた市は、必要な調査を行い、その必要があると認めるときは、適

切な処分または行政指導をしなければならないと定めたものです。 

 続きまして、附則についてでございますが、こちらは行政手続法の改正の日にあわせた本年

の４月１日から施行するものと定めております。 

 最後に附則の第２項についてですが、本条例の改正に伴い、那須烏山市税条例中の引用条項

の整理をするものであります。 

 以上で、本条例についての補足説明とさせていただきますので、慎重に御審議の上、可決、

決定くださるよう重ねてお願い申し上げます。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  １点お伺いします。 

 この条例、あまりなじみのない条例なんですが、この条例に関する件で市民または企業等か

ら何らかの申請があって、市のほうでは審査または指導、処分等をした例があるんでしょうか。

もしありましたら、お伺いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  この条例に基づくそのような処分等はこれまでございません。 
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○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  これは法のもとに平等である我々市民と、その法をもって権力を行使

する行政とのあつれきがたくさんございまして、そういう中に、いわゆる見えざる行政指導と

いうところが非常に問題になりまして、こういうところをしっかり、目に見える形でやるんだ

というようなものが基本的でございます。 

 今、市は、国や県からさまざまなものがおりてくるわけでございまして、それに対応する職

員の皆様も非常に混乱をしたり、勉強に時間をかけたりというようなことが現状かなというふ

うに思います。 

 それで、今、組織的に、後で出てきますが、人員がどんどんどんどん削減をされてくる中、

こういうような条例も制定されて、職員の皆さんも大変かなと思っておりますが、その新しい

仕事がおりてきたり、そういうようなときにさまざまな法律の内容が変わったりというような

ときに、一番そういうときに問題が起きるのではないのか。混乱を招くのではないか。 

 そういうところに対して、職員の教育やさまざまな鍛練というんですか、そういうようなこ

とについて、人事を司るほう、誰でも結構なんですけれども、どういうふうにやって、こうい

うのを乗り越えていくのかというところを１点、お伺いしたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ただいま渋井議員がおっしゃられるように、制度、法律等が非常

に多岐にわたるところ、改正等も相次ぎまして、きのうのものがきょうのものじゃないという

ことが非常に多く出ております。ですので、これらについて職員のほうである程度専門的な知

識を持っていただくということで、私どものほうでも国で行われるものとか、そういう専門機

関で行われる研修等にもどんどん派遣をさせていただいて、資質の向上に努めております。 

 やはり、職員の資質向上というのは一番大事になりますし、職員がそこを深く追求していく

ためには、ある程度そのような研修を受ける必要もあるということで、私どものほうでそれら

派遣、東京のほうで行う研修もありますし、大体は東京で行うんですが、そちらのほうにどん

どん派遣をして資質向上に努めております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  民間はお金、例えば金利がかかったり、お金を投資したり、こういう

ことなので、非常に会社がもつかもたないかぐらいのところで申請なり何なりをするわけでご

ざいますので、そういう判断を早目にしてもらうとともに、市の職員の皆様のやる気を上手に

出してもらうように、荷物をどんどんやって重い荷物を背負ってしまうという、そうしたら、
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ほかから、しっかりとフォローをしてあげるというような、仲良しであって強く生きられるよ

うな、そういう組織をしっかりつくってもらえればと思います。答弁は結構です。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  今の同僚議員の質問とちょっと似たような質問で恐縮でございま

すけれども、確認の意味でお聞きしたいと思います。 

 この条例の改正について、中の部分で現行から変わってきている部分が行政庁という部分が

市長になっているようなところが多いかと思います。これは今、同僚議員が言われたように、

責任それから国、県からの権限がどんどん各地方自治体に移譲されてくる。そういう中で、そ

れに関する仕事量が増えてくるわけであります。 

 ですから、今後はさらに市長を始め、この自治体において、しっかりした自覚を持って、責

任もそれなりに、今までよりもさらなる責任感を持ってやらなければならないというような内

容の改正かと思いますけれども、そういう意識を持って、これから市の執行にあたられるのか。

その辺の自覚について、これは市長に伺いたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  先ほどの関連の御質問でもございますが、今、私を初め職員の適正配

置、あるいは適材適所、そういったところを軸とした毎年定期人事異動をやるわけでございま

すけれども、その中で一番やはり私が重きを置いているのは、先ほども御指摘がありましたよ

うに、やはり職員の意欲、やる気、これを重点的に私は考えているわけであります。 

 そういった少数精鋭的な考え方のもとに、これから適正配置をすべきだなと私は思います。

その前には、やはり意欲、能力というのは、何と言ってもやはり自己研さんが一番大切でござ

います。また、栃木県やら国へも積極的に職員も研修期間を設けまして、いろいろ人事交流も

含めて、そういったその意欲につながる、あるいは資質の向上につながる制度を積極的に今後

も取り組んでいきたいと思います。 

 そのようなところから、これからの地方分権あるいはそういった権限委譲がどしどし入って

まいりますので、私を始め職員一丸となった質的な向上をさらに進めていきたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  ただいま市長から答弁をいただきました。やはりこの後、出てく

るかと思うんですが、職員は削減する方向ですよね。それでいて、国、県からの権限がどんど

ん下におりてくる。本当に職員の方々大変かと思います。市長もまた大変かと思います。 

 ですから、いろいろそのほか、行政体としてやろうとしていること、またやらなければなら

ないこと、どんどん増えてくるわけでございますので、その辺をぜひ整理をいたしまして、職

員もおりてくるそういう権限に対しても、しっかり対応できるように、また、市の政策に対し
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てもしっかりそれを執行できるように、そういうような交通整理もあわせて考えていただけれ

ばなという、これは要望だけで答弁は結構でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 日程第９ 議案第２２号 那須烏山市行政手続条例の一部改正について、原案のとおり決定

することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２２号については、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第１０ 議案第２３号 那須烏山市職員定数条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１０ 議案第２２号 那須烏山市職員定数条例の一部改正につ

いてを議題とします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２３号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、退職、新規採用、再任用、異動等による職員数の変更により、職員定数を２４７人

と設定することに伴い、所要の改正を行うものであります。 
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 現在の条例上の定数は、昨年の３月議会において改正をいたしました２５８人に設定をされ

ておりますが、平成２７年度においては、これを２４７人に設定するものであります。なお、

この条例上、定数につきましては、市長、副市長及び教育長と南那須地区広域行政事務組合へ

の派遣職員などを除いた数として計上しておりますので、実際の職員総数は２５２人となりま

す。 

 また、この条例定数であります２４７人の内訳ですが、平成２７年度においては、市長の事

務部局の職員を１９８人、うち福祉事務所の職員を４０人とし、議会事務局の職員を５人、教

育委員会の事務局及び学校その他の教育機関の職員を３９人、水道事業の事務部局の企業職員

を５人とすることで対応することにいたしております。 

 以上が、提案理由の説明でございます。慎重御審議をいただきまして、可決、御決定を賜り

ますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  市の職員定数条例の一部改正ということで、退職、新規採用、再任

用、異動等により、職員数の変更を平成２７年４月１日から２４７名にすると。こういうよう

な改正でございます。 

 これから平成２７年度を迎えるわけですけれども、現在、退職者等がもう決まっていると思

います。それに加えて、新規採用者も試験を受けて採用が決まっているというふうに思われる

わけですけれども、しかし、早期退職等がそこに大幅に加わりますと、この２４７名に届かな

くなってしまうようなことがないのかどうか。その辺の定数はこの２４７名でスタートできる

のかどうか。それをお示しいただきたいなと思います。 

 さらに、再任用とかあるいはいわゆる正規な職員でない職員の体制ですね、それなどはこの

定数に加えてどんなような配置になるのか。その辺の内容もわかっていればお示しをいただけ

ればと思います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  それでは、まず、２５８から２４７ということで１１名減になっ

ております。この内容について説明をさせていただきます。 

 まず、定年退職者につきましては１０名でございます。それと、自己都合、いろいろありま

すが、早期退職者等については６名ということで、今年度末退職される方が１６名おります。

それと、昨年退職された方については再任用ということで１年間、年金の手続の間を再任用と

いう扱いをさせていただきましたが、１年間終了しまして任期満了ということで、職員から外
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れる方が全部で８名ございます。ですので、退職、再任用の終了者、合わせて２４名というこ

とになります。 

 続いて、採用のほうでございますが、新規採用職員については８名、それと、先ほど定年退

職者１０名ということでお話をしましたが、その中で再任用者については４名おります。

１２名ということで、差し引きすると１２名なんですが、先ほども、その定員から省くという

ことで市長、副市長、教育長、広域派遣ということですが、広域派遣の職員については３名か

ら２名、１名減にするということで、職員のほうに入れますので、内容は１１名減、そのよう

な内訳になっております。 

 なお、これらにつきましては、確定の数字でございます。今後、突発的なものが出るという

ことはちょっと私どもも考えられないんですが、この体制で平成２７年度は臨んでいく。その

ようなことでの条例改正の提案でございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  今回、定数１１名減になりますね。１１名減というのは行政改革上

好ましいことかもしれませんが、反面、この那須烏山市から１１名分の職場が失われるという

ことも考えなければならないのではないかなと考えているところであります。 

 ところで３点ほど質問をいたします。まず、今回、市長部局で７名減、教育委員会等から

４名減、合わせて１１名減としたわけなんですが、それぞれ定数を削減した理由をお伺いしま

す。 

 ２点目は、削減する課の名前、どこの係から削減をしようとしているのか。これが２点目で

す。 

 ３点目を申し上げます。これは私、今、これから提案されます補正予算、これもあわせまし

て平成２６年度の職員の時間外手当を集計したところ、８,０７９万５,０００円ですね。これ

ほどの多額の時間外手当を支給しているわけです。そのような中で、果たしてこれは人員削減

が適当なのかどうかということを私は疑問を持ったわけなんですよ。 

 この８,０７９万５,０００円を、総務課の担当から聞きましたところ、時給１時間当たり平

均１,８２４円だそうですね。この８,０７９万５,０００円をこの１,８２４円で割りますと、

４万４,３００時間ですよ。この時間外がですね。これを概算で計算しますと、２５人分に相

当するのではないかと、私はそう思っているんです。 

 これほどの時間外の勤務をさせていながら、この１１名の削減が適当なのかどうか私も疑問

を持ったわけなんです。この辺についても御答弁をお伺いいたします。 

 以上です。 
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○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ３点の質問にお答えをさせていただきます。 

 まず、１点の１１名減の、これは先ほど説明をさせていただきましたように、退職、早期退

職、再任用、新採用職員、その中での実数での扱いということで御理解をいただきたいと思い

ます。 

 なお、この７名、４名という内訳、また、削減する課名、係名につきましては、今、人事に

ついて、私のほうでかかる異動の原案作成中ということで、実は１９日に人事の異動をさせて

いただきたいと思います。ですので、まだ、具体的にどこはというのは発表できない状況でご

ざいます。 

 それと、時間外手当ということでございますが、私どものほうでも職員採用にあたりまして

は、実は専門職で退職される方が何名かおりまして、そういう方も後任のということで募集を

かけたわけなんですが、そういう方が確保できませんでした。そのような要因もありまして、

本来であれば追加募集とか速やかな提案も必要だったかもしれませんが、１１名、充足できな

いままという状況で来てしまいました。 

 これらについて、各担当ごとで私どものほうでも事務が停滞する時間外、かなり職員には負

担がかかっているところにつきましては、嘱託職員等により、また、先ほど１年の再任用期間

が終了した職員等についても、希望をされる方は嘱託での引き続きお手伝いをお願いしたい。

そのようなことでも、今までの経験を生かしていただきたい。そのようなことでお願いしてお

ります。 

 そのようなことで、時間外が非常に増えているということについては、私どものほうでも事

務量に見合う職員数かという提言はされているわけでございますので、平成２７年度につきま

しては、応急措置的な嘱託職員等での対応にはなるわけなんですが、今後は先ほど言いました

ように、なかなか専門職が集まらない、そのような状況も踏まえて職員採用の数等については

調整をしていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  昨夜テレビを見ていましたら、労働省関係、政府機関は残業の時間

を１０時までと限定をして指示しているようなんですが、那須烏山市の場合はそういった時間

制限というのはされているのでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  これまである程度ガイドライン的なものは示してきましたが、現

在のところ、申請がある者については時間外として全て認めております。 
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 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  決して私にとりましては満足するような答弁とは思われませんが、

以上で私は了解とします。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

 ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  先ほどことし退職する方ですね、定年を迎えて退職する方、

１０名。それから、早期退職の方が６名ということでございました。その中で早期退職者６名

の方は何らかの都合でおやめになるのかと思うんですが、この６名の方、定年までに何年ぐら

いの年限を残しておやめになるのか。それぞれおわかり……今わからないかな、わからなけれ

ば後で御報告いただきたいと思いますけれども、もし、わかっているようであれば、あと１年

残す方が何名、２年残す方が何名というような形でお答えいただければと思います。わからな

ければ後で結構でございます。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  それでは、私のほうで、その職員の年齢はわかっておりますので、

あと何年かというのは若干のずれはあるかもしれませんが、あと１年を残している方が１名、

あと５年が１名、１１年が２名、若干若手の職員でまだまだ３０代、２０代の職員が各１名と

いう状況です。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  今、１５番中山議員から質問があった中身で、理由の答弁がなかっ

たように感じられます。その中で、福祉事務所関係が３人削減、教育委員会関係が４人ですね。

この要因について、まずお尋ねをしたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  先ほど中山議員のところでも答えましたが、総体的な人数での扱

いで、まだ個別的なものは決まっていないということで、私どものほうでも、この１１人分に

つきましては、先ほども言いましたように、専門職で嘱託で補充できるところ、また、どうし

てもある程度の事務量とかそういうものを加味して、現行の体制から若干の削減を受け入れて

いただくところ、それら個別の事案を積み上げた結果でございまして、それらについての細か

い明細は今、人事異動の作業の最中でございますので申し上げられないというのが実情でござ

います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 
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○１６番（髙田悦男）  ちょっと質問と答弁がかみ合わないような気がしますね。というの

は、これからも業務量が増えるであろうと思われる福祉事務所関係がなぜ削減ができるのか。

教育委員会関係に関しては、中学校の統合ということがありますから理解はできるんです。で

すから、福祉事務所の職員がこれだけ減って大丈夫なのかどうかという心配の点から、私は伺

っているわけです。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  その件につきましては、私どものほう、その職員の削減の分につ

いてはそれぞれ事務の多少もありますが、全体的に負っていただくというようなことでの削減

でございます。個別事案についてはあまりここで人事にかかわることですので、発表は差し控

えさせていただきますが、そのような考え方での減少でございます。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  先ほどから言っているように、定年及び早期退職、そして再任用の

外れた、数字的には理解できるわけです。ただ、その部局が業務量の多い福祉事務所関係で大

丈夫なんですか。それを心配しているんです。答弁は特に求めません。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

 ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  各議員から職員の仕事量が多い、大変だろうという、私もその中の一

人でございますけれども、そういうのを集約するために大もと、庁舎の一本化というものの話

が出ておったのかなと思います。 

 庁舎の一本化の道筋が今、まだはっきり見えてきていないというところも問題があるのでは

ないのかなというふうに私は思うわけでございますけれども、その庁舎の一本化について、今

どんな話があって、庁舎の一本化をすればもっと減らすのかなと、そこまでもいかないとは思

いますが、その辺の話をどなたか、市長が一番いいのかなとは思いますが、お願いできればと

思います。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  本庁舎方式については、合併協議の中で総合計画の中でも移行にする

というような計画でございますが、そういったところで進めてきてはおりますが、いわばいろ

いろと財政の問題があったり、諸般の事情がありまして、今躊躇している状況は否めないと思

います。しかしながら、今、そういったところで移行に向けた検討の段階中だというふうな御

理解をいただきたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  いつごろまでに検討するとか、いつごろまでに結果を出すとか、そう
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いうような検討中、ずっと長いといつまでも検討中ということになります。それで、今、

１１プラス２で庁舎問題をやります。庁舎の中で仕事をするわけですから、これも人員には大

きく関係するのかなということで、できるだけ早く先を見据えた計画を提案いただきたい。こ

のようにお願いしまして、答弁は結構でございますので速やかにお願いをしたい。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  ちょっと確認なんですけど、やっぱりこの職員の数って市民から見て

いて多いんじゃないかとかいろいろな意見があると思います。議員でさえも何で１８人だと何

回も言われていますし、それは置いておいて、そうした場合に市民へのサービスということを

考えると、多ければ多いほどいいのかというと、財政の問題があるので当然ながらこの基準と

いうのがあると思うんですけれども、指標では市民１,０００人当たり職員が何人かという、

そういう指標で比べていると思うんですけれども、ただ、本当に５００人しかいない村の指標

と５０万人もいる宇都宮のような場合の指標でいうと、比べることはできないにしても、この

規模の市町で１,０００人当たり職員が何人だという調査をしていると思うんですけれども、

うちのまちが少ないんだったら確かにあれかもしれないし、多いんだったら、やっぱり質を上

げるために一人一人の職員のレベルを上げなきゃいけないということと、あと仕事のやり方を

変えなきゃいけないという、そういう改善の視点が出てくると思うんですけれども。 

 そういう見方からして、うちのまちがほかの全国いろいろなところがあると思うんですけれ

ども、そういう指標と比べて多いのか少ないのか。そこから浮かんでくる課題って何だという、

そういう質問をしたとすると、どうなんですか。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  １,０００人に対してというか、合併をしてから那須烏山市の職員も

３２６人でスタートをさせてもらったんですね。正職員です。今は２５０人ということでござ

いますから、そういった中で、私が最初に打ち出したのは、おおむね隣接市町のいろいろと先

進的な市町からいいますと、町民、市民１５０人に対して１人であったりとか、そういったと

ころが大変多かったんですね。ある当時３２６人いましたから、あの当時は確か７０人か

８０人に対して１人ぐらいいた。同例自治体では多いというようなことがありました。計画的

に職員採用も退職者の２分の１以内にするという原則を今までやってきたんですね。それが今

日に至っているというような現状であります。 

 しかし、ここへ来て、分権であるとかいろいろあったので、そういったところを補うために

は再任用であったり、そういった嘱託職員で今カバーしていると。実質はそういう状況でござ

います。したがって、要は市民サービスを落とさないということを原則としてやっております
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から、これからもそういった技術的な部門であるとか、そういったところはそういう１つの嘱

託あるいは民間で委託できるようなところは、そういった民間に委託をするということを考え

ております。 

 そこで、どの辺が適正なのかということですよね、大体私どもの市の規模からすると、おお

むね１２０人に対して１人ぐらいが、私どものこの３万人弱の一部中山間も抱える地域もござ

いますので、そのくらいの数が適当な人員なのかなというふうには感じております。 

○議長（佐藤昇市）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  １２０人に１人の規模というと何人になるんですかね。割り算すれば

いいんですけれども。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  人口が３万２,０００人から一気に２万７,０００人ぐらいに減ってい

るもので、１０年前に計画したよりも想定外で減っているということもあるんですけど、今は

２５０人で割り返しますと、１１０人ぐらいですね。現在は１１０人に１人ぐらいであると思

います。 

 １２０人にどうしても合わせるという考えは持っていませんが、現在のところはそのような

実態であるということは言えると思いますね。 

○議長（佐藤昇市）  ２番小堀道和議員。 

○２番（小堀道和）  そういう適正規模というか、ほかの行政と常に比較する必要が多分あ

るんだと思うんですね。そうでないと、市民から言われたときに、ほかのまちと比べても山間

部とかいろいろなことがある条件を考えたら、やっぱりうちのまちはここまで努力しているん

だということが言えるその根拠になると思うので、ぜひそんな考えでお願いしたいなと思うん

ですね。 

 大体全国の市町村を見ると、職員が少なくていろいろな工夫をしてやったところは奇跡の何

とか村とか、必ず表舞台に出てくるんですけれども、この前、長野の下條村というところを知

ったんですけれども、そういうことを市民も多分にかなり意識しているので、市民の人たちが

本当に人数も含めて頑張っているよというのを理解してもらうためにも、ほかの市町村の改善

例も含めて、あと人数も含めて、やっぱり常に担当部署は調べる必要があるんじゃないかなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いします。答えは結構です。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

 １０番渡辺健寿議員。 

○１０番（渡辺健寿）  定年退職されるわけでありますが、再任用ということで１年間、

１年経過すれば、嘱託という形で再度延長して働いていただく機会がつくれるということであ
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ります。嘱託の場合には１年とか２年じゃなしに、数年可能なのかどうかということが１点と。 

 あと技術職の方の場合には、いろいろ資格者として、部門によっては資格者が必須な場所も

あると思います。この場合には、再任用の方とか、嘱託の方はその資格者としての位置づけは

可能なのかどうか。あるいはあくまでも正職員の方で何かの技術職の場合に１人とか２人とか

決められている部分があると思いますが、対応せざるを得ないのか。その点だけお聞きしたい

と思います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  嘱託職員につきましては原則１年ということで、再任用終了後の

方についても１年更新ということでお願いをしてあります。 

 それと、技術職等についても、先ほども言いましたように、職員を募集しても集まらなかっ

たということもありまして、かなり技術関係の職で再任用の方、また嘱託職員にお願いをして

いるのがウエートがちょっと高まっているというのが現状です。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １０番渡辺健寿議員。 

○１０番（渡辺健寿）  確認ですが、そうしますと、嘱託の再任用は１年ということで理解

してよろしいですね。 

 それと、技術職、技術職ってさっき言ったので申しわけなかったんですが、資格者として届

け出るような場合に、資格者、再任とか嘱託の方のお名前も使って届けて関係行政庁に伝える

のかどうか。それを再度確認させていただきたい。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  まず、嘱託職員については１年更新ということですので、希望さ

れれば、その後また更新をするということでの考え方、御理解をいただきたいと思います。 

 それと、その技術職の方が名前を使ってというのは、私もちょっと調査不足のことがありま

すが、再任用であれば可能かと思いますが、嘱託の場合はその名前を使ってというのは難しい

かと思いますが、これらについては調査して、また御報告をさせていただきます。 

 以上です。 

○１０番（渡辺健寿）  了解。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１０ 議案第２３号 那須烏山市職員定数条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２３号については、原案のとおり可決いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ０時２２分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

○事務局長（平山 隆）  渡辺議員の質問に答弁漏れがありましたので、総務課長から答弁

させます。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  技術系の職とか有資格者の方についての嘱託とか再任用とか正職

員、そのような縛りがあるのかということなんですが、それぞれのケースによって違いがある

ようですので、ケース・バイ・ケースで嘱託職員でもオーケーな技術系の職員、再任用がオー

ケーで問題ない場合もあるということで、細かい調査までは結果はお示しできないんですが、

ケース・バイ・ケースであるということだけ御理解をお願いしたいと思います。 

 それと、皆様のお手元に先ほどの御議論いただきました職員定数とは、その中で出ました退

職者、また新規採用者の名簿等配付させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

                                    

     ◎日程第１１ 議案第２４号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する 

                   条例の一部改正について 



平成27年第２回３月定例会 第１日 

－45－ 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１１ 議案第２４号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休

暇に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２４号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、いわゆる子ども・子育て関連３法の１つであります子ども・子育て支援法及び就学

前の子供に関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部を改正する法律の施

行に伴う関係法規の整備等に関する法律が公布されたことに伴い、母子保健法の一部が改正さ

れることから、所要の改正を行うものであります。 

 内容についてであります。職員の特別休暇について定めております別表第１中の妊娠中また

は出産後の女性職員に係る保健指導または健康診断を定めている規定中の根拠法であります母

子保健法の引用条項の改正をするものでございます。 

 何とぞ慎重御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまし

て、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  ２点ほどお伺いをいたします。 

 まず１点なんですが、職員の休暇の種類には、休日休暇とか傷病休暇、介護から組合休暇、

さまざまな休暇が認められているわけなんですが、今回の一部改正は特別休暇ですね。この特

別休暇に該当する職員というのは、これまでも適正に休暇は取得しているんでしょうか。職員

の状況についてまず１点お伺いします。 

 それに、これはホームページか何かで調べればわかるんですが、母子健康保健法第１３条の

第１項に規定する健康診査というのがありますね。この１ページの下側の表ですね。このこと

について簡単で結構ですから御答弁をいただきたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  今回、条例改正で提案させていただいた部分の特別休暇でござい

ますが、私どものほうでは、申請があればこれらについては認めている状況でございます。な

お、平成２５年度においては、この該当する特別休暇を活用した職員は３名おります。 



平成27年第２回３月定例会 第１日 

－46－ 

 それと、母子健康保健法第１３条に規定する健康診査ということで、ここの休暇を与える期

間、ここにありますが、これがいわゆる厚生労働省の示す標準的な健診でございます。それら

の決めに基づきまして、その日にちの特別休暇の申請があったら認めていきます。そのような

内容に特別休暇の内容も標準的な健診という、今後、許可を与える期間が同じだということで

御理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１１ 議案第２４号 那須烏山市職員の勤務時間、休日及び休暇に

関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２４号については、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第１２ 議案第２５号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償 

                   に関する条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１２ 議案第２５号 那須烏山市非常勤の特別職の職員の報酬

及び費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 
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 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２５号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、学校医、学校歯科医、保育園嘱託医、保育園嘱託歯科医の報酬のうち、児童生徒、

園児１人当たりの単価を増額改定をするため、条例の一部改正をしようとするものでございま

す。 

 詳細につきましては学校教育課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただき

まして可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  命によりまして、ただいま上程となりました議案第２５号 

那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正につきまして説明

を申し上げます。 

 学校医、学校歯科医、保育園嘱託医、保育園嘱託歯科医の報酬につきましては、平成２１年

度に見直しを行い、現在の報酬額となっております。また、毎年、栃木県医師会より、報酬そ

の他の待遇改善について要望書の提出がなされ、今年度は南那須医師会からも口頭での見直し

の要望があったところでございます。 

 那須烏山市の現行額は、学校医、歯科医の基本報酬年額が１６万円、診察する児童生徒１人

当たり３００円となっております。県内の状況につきましては、平成２６年度におきましては

県内１４市の基本報酬年額の平均額は、学校医につきまして１８万２,２４２円、児童生徒

１人当たり３８２円。学校歯科医の基本報酬年額は１８万９,０２８円、児童生徒１人当たり

３８６円となっております。 

 以上のことから、那須烏山市の報酬額は県内１４市の中で最も低位にあり、前回、報酬額見

直しから５年が経過していることなどから、このたび改正をするものでございます。本来なら

ば、基本額も県内平均まで改正いたしたいところですが、他の非常勤特別職の職員の報酬との

整合性及び財政状況等を勘案し、児童生徒及び園児１人当たりの金額のみの改正といたしまし

た。 

 以上、議案第２５号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一

部改正につきまして、詳細説明を申し上げました。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１２ 議案第２５号 那須烏山市非常勤特別職の職員の報酬及び費

用弁償に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２５号については、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第１３ 議案第２６号 那須烏山市職員給与条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  次に、日程第１３ 議案第２６号 那須烏山市職員給与条例の一部改

正についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２６号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、平成２６年８月の人事院勧告により、給与制度の総合的見直しの観点から、平成

２７年４月より国家公務員の給料表の水準が平均２％引き下げられることに伴いまして、本市

職員の給料におきましても、同勧告に基づく同様の値下げ措置を講ずることとするほか、その

他所要の改正をするため提案をするものでございます。 

 なお、詳細につきましては、総務課長より説明をさせますので、慎重に御審議をいただきま
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して、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  それでは、命によりまして補足説明をさせていただきます。 

 まず、１ページをお開きください。改正の要旨は先ほど市長からありましたので省略いたし

ます。１ページ、第４条の６、こちらが５５歳を超える職員の昇給停止の関係の要綱でござい

ます。平成２４年８月の人事院勧告により勧告された５５歳を超える職員の昇給抑制措置を、

本市においても導入するということで、これについては平成２４年のものがなされていなかっ

たということで県の指導もありまして、今回、実施させていただきました。 

 内容は、５５歳を超える職員は標準の勤務成績では昇給しない。特に良好な場合には１号級、

極めて良好な場合には２号級以上の昇給とするということで、これらについては今後、導入さ

れます人事評価制度等を踏まえての評価になるかと思います。ですので、今のそういう評価制

度がない中では誰も昇給しない。そのような可能性が出てくるわけでございます。 

 続きまして、１ページの下、第４条の２の再任用職員等の給料月額につきましては、条文の

整理で第４条の１０項とあわせたものでございますので、よろしくお願いをいたします。 

 続きまして、２ページをお開きください。勤務１時間当たりの給与額の算出方法の見直しと

いうことで、第１６条にございます。こちらにつきましては、労働基準法に基づく算出方法に

準拠させることとして、勤務１時間当たりの給与額の算出において用いる年間の総勤務時間数

から当該年度の祝日等の日数分の勤務時間数を差し引くということで、今までは年間の総勤務

時間数から割った時間単価でございましたが、今後は労働基準法に準拠した算出方法で、祝日、

年末年始の休暇分の勤務時間数を差し引いて１時間当たりの給与額を算出する。そのようなこ

とになりますので、若干時間給の単価が上がる。約７％から８％程度アップするものと思われ

ます。 

 続いて、その下でございますが、第１６条の３、管理職員特別勤務手当の見直しでございま

す。こちらに書いてありますように、臨時または緊急の必要その他公務の運営、また２番目の

災害への対処、その他の臨時または緊急の必要によりまして、管理職がこのようなやむを得な

い事情で平日深夜勤務に出た場合、管理職員特別手当を６,０００円を超えない範囲内の額を

支給できるということで、今までは休日の支給のみでございましたが、やはり災害等で徹夜す

ることもございます。そのような状況も今、出てきているということで、平日深夜勤務に対し

ても支給をできることで見直しをさせていただいております。 

 続いて、４ページをお開きください。こちらが附則のところで、５５歳を超える職員に対す

る給与の支給に関する特例措置ということで、平成２２年１２月１日から当分の間の措置とし
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て行ってきました５５歳を超える職員に対する１.５％減額支給措置について、今般の給料法

の引き下げ措置を講ずることに伴い、平成２９年度限りで廃止をいたします。そのようなこと

での附則になっております。 

 続いて、５ページの別表でございますが、こちらが最初に説明させていただいた給料月額を

平均２％引き下げる給料額でございます。人事院勧告に準じ、給料表水準を平均２％引き下げ

るという表でございます。なお、引き下げ後の給料月額が引き下げ前の給料月額に達しない職

員には、引き下げ前の給料月額に達するまでの差額を支給するということで、これらについて

は経過措置ですね。１１ページ、こちらのほうで経過措置、附則の２番から５番で期間を定め

ず、そのような減給補償措置ということでとらせていただく内容になっております。それ以降、

条文の改正とはこれに関連する項目の修正でございます。 

 なお、１３ページをお開きいただきたいんですが、こちら、嘱託職員、臨時職員の任用、給

与その他の勤務条件に関する条例の改正でございますが、こちらについても（３）のところに

ありますように、規則で定める時間を減じたものということで時給、日給、月給等について、

時給等の計算においては先ほど説明しました勤務１時間当たりの給与額の算出方法の見直しで

すね、労働基準法に基づいた算出方法によって算出をさせていただく。 

 また、別表にあります嘱託職員の月額については、再任用職員の２級の給料表に準ずるとい

うことで、２１万３,４００円から２１万２,９００円に変更させていただく。そのような内容

になっております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。慎重審議、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  市職員給与条例の一部改正でございますが、１２月には人事院勧告

にさかのぼって一部引き上げをしたわけですけれども、今回は、やはり平成２６年の８月の人

事院勧告に基づいて、総合的見直しに準じて市の職員の給与を平成２７年度から２％下げると。

こういうような内容が基本かというふうに思われます。 

 その中で特に５５歳以上の昇給停止を含め、そこに特別事項を入れて今後の人事評価制度導

入の前提とすると。このような中身だというふうに理解しましたが、２％減ということでいう

と、大体平均で幾らぐらい減額になるのか。全体では幾らぐらい減額になるというような考え

方というのか、その内容についてお示しをいただきたいなと。 

 さらには、今後の人事評価制度については、どのような検討がされて、いつごろどのように

導入するような考え方を持っているのか。その辺の考え方について御説明をお願いします。 
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○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  ５ページの別表のほうを見ていただきますとわかりますように、

平均的にという数字はちょっとないんですが、標準的でありますと月額４,０００円前後の引

き下げになるのではないかなということで、ただ、これらについては先ほど最後に説明しまし

たように、減給補償措置ということで、引き下げ前の給料月額に達しない職員については引き

下げ前の給料月額に達するまでの差額分を支給するということで、対応させていただく考えで

おります。 

 それと、人事評価制度につきましては、過日も担当職員、専門的な研修を受けさせてまいり

ました。今年度、管理職に事前研修というのを行いまして、平成２８年からは本運用しなけれ

ばいけない。また、平成２７年度中にそれらの制度の確立、また、周知を図っていきたい。そ

のようなことで考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  ２％減で全体で幾らかというのはわかりますか。それもわからない。

もし、今出せなければ後でも構わないですが。 

 それと、その人事評価制度の問題でございますが、平成２７年度中に検討し、平成２８年度

をベースに導入を検討していきたいみたいな話だったんですけれども、その人事評価が何をも

って適正な評価がされるのかというのが非常に重要でございまして、いわゆる本当に執行部、

為政者にとって都合のいいような答えを出して、市民にとってマイナスでも何とかそれを無難

にこなすような職員が優秀なのかどうかというのは非常にこれ、難しい問題でございまして、

市民にとって本当に憲法１５条ですか、公務員は全体の奉仕者という考え方がありまして、い

ずれにしても、市民全体の奉仕者でなければならない。このように思います。 

 そういう意味で、何かそういう試験制度みたいなものを導入するとか、あるいは何か点数制

をもって、そのポイントで評価を図るとか、その点についてはどんな論議がされていますでし

ょうか。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  それらの件については、まだ具体的な内容までは入っておりませ

んので御報告はできませんが、やはり今言われたように、全体の奉仕者たる一番の我々の命題

がありますので、そちらの要望にこたえられるように、また、いろいろ皆さんからも出ており

ます職員の動機づけ、やる気を起こさせる、前向きに向かえるようなそういう評価制度にして

いかなければいけない。そのようなふうに考えておりますので、手前みその評価にはならない

ように、それは導入を取り入れていきたいと思います。 
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 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  全体で言えば、人が人をやっぱり評価するわけですから、非常にそ

こら辺があいまいですと我田引水のような評価になる可能性がありますので、その辺、しっか

り市民全体のために、そして市の職員の中でも、今、総務課長がおっしゃいましたように、リ

ーダーとしてどんどん前向きに仕事をこなし、みんなを引っ張っていける、明るい、そういう

ような方になるような評価をできるような制度にしていただきたいということを訴えまして、

質問は終わります。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  それでは、ただいま上程中の議案第２６号について質疑を行います。 

 これは先ほどの説明でもありましたように、昨年の人事院勧告の２.３％減というものに準

ずるわけでございます。昨年、手当の減額もありましたね。そのときにも市職員労働組合の説

明は完全に行っているのかどうか。これをお聞きしたと思います。今回も事前にその辺につい

ては協議及び説明済みなのかどうか、お伺いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  私どものほうで職員組合、執行部と３回協議を重ねてまいりまし

た。私どものほうでも、この内容等については受け入れていただけたということで、ただ、や

はり先ほどの職員の減、また職員がかなり加重労働で健康に支障を来している面があるとか、

動機、意欲が低下している職員もいるとか、いろいろ職場環境についての要望が出されました。 

 これらについて、私どものほうでも執行部のほうでも、前向きに、やはり人ごとというわけ

には絶対いきません。貴重な戦力でありますので、その人たちが病気にならないように改善に

努めていく。そういう話し合いを持たせていただきました。そのようなことで協議をさせてい

ただいたということで報告をさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  おおむね理解はするんですが、働く代償として給与は個人に支払わ

れるわけですね。それが減額されるというのは一番働く者にとって大きな問題であります。さ

て、先ほど職員定数の減がありましたが、現在、病休等を取っている職員は何名ほどいるのか。

把握していれば教えていただきたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  休職者は２名でございます。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 
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○１６番（髙田悦男）  そうしますと、実質的には午前中の定数問題ですね。あれから２名

減となるわけですね。４月１日時点で、その見通しはいかがなものですか。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  人事行政担当が中心になりまして、この職員等についても、やは

り何とか職場復帰できるかということで担当のかかりつけ医とか、そういう方たちも入ってい

ただいて相談をしているところでございます。１名については職場復帰が４月からできるだろ

うということで、もう１名についても引き続き私どものほうでも先ほど言いましたように、担

当医また本人とも接触をしまして、前向きな意欲を持てるように積極的に、ただここら辺の病

気上難しいのは、頑張れとかそういうことを言うと逆に落ち込むということもありますので、

慎重に医師とも相談しながら早い職場復帰が図れるように進めている状況でございます。１名

は４月から復帰が可能です。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  清水課長、この１１ページの附則の中の２番と３番、４番、これは

私読んでみたんですが、ちょっと理解できないんですよ。もう一度課長のほうから説明してい

ただきたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  １１ページの附則でございますが、２、３、４、５、ここにつき

ましては、経過措置としまして、引き下げ後の給料月額が引き下げ前の給料月額に達しない職

員には、引き下げ前の給料月額に達するまでの差額分を支給する。そのような内容で期間を設

けない。そのような内容になっております。おおまかに言いますと、そのような内容でござい

ます。 

○１５番（中山五男）  わかりました。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 
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 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第２６号でございますが、那須烏山市職員給与条例の一部を改

正する条例ということでございまして、１２月定例市議会では、人事院勧告に基づいて国家公

務員の給与引き上げに伴って、これに準じて地方公務員の引き上げを行ったわけでありますが、

これは民間格差をなくすということで当然の引き上げでありました。 

 しかしながら、今回のこの２％の減額でございますが、昨年の８月の人事院勧告で給与制度

の総合的見直しということで、本年の４月から平均給与を２％引き下げをすると。そして、そ

れを原資として、地域手当の支給割合を見直すということで対応するということを設けたわけ

でございます。 

 そうしますと、全体で国家公務員の見直しが２５万５,０００人の給与が２００億円減額さ

れるということになります。これに準じて、今度地方公務員の給与を引き下げるというふうに

なりますと、全市町の８６％の間で引き下げになりまして、国、地方を合わせて２,５００億

円の引き下げになり、地域間格差がさらに広がるということになります。 

 これは退職金や年金にも大きく減額の影響が出るということでございまして、その地方の給

与水準のもとになるわけでありますから、これが引き下げになりますと、地方経済にも大きな

弊害になると。こういうことは明らかだと思います。 

 このような給与引き下げは、アベノミクスが掲げる給与引き上げによって景気回復を図るん

だというものに逆行すると。こういうものにもなりますので、この２％の減額には反対でござ

います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１３ 議案第２６号 那須烏山市職員給与条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤昇市）  起立多数と認めます。 

 よって、議案第２６号については、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第１４ 議案第２７号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員の任用、給 

                   与その他の勤務条件に関する条例の一部改正につい 

                   て 



平成27年第２回３月定例会 第１日 

－55－ 

 

○議長（佐藤昇市）  次に、日程第１４ 議案第２７号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任

用職員の任用、給与その他の勤務条件に関する条例の一部改正についてを議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２７号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、母子及び寡婦福祉法の一部が改正され、福祉施策の支援対象を父子家庭にも拡大す

ることに伴い、同法に規定する母子自立支援員の名称が母子・父子自立支援員に改正されまし

たことから、本条例中の嘱託職員の職種についても同様に名称を改めるために、所要の改正を

行うものであります。 

 詳細につきましては、こども課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただき

まして、可決、御決定を賜りますようお願いを申し上げて、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、命によりまして、議案第２７号の補足説明をさせて

いただきます。 

 それでは、１ページ目をお開きください。改正の内容を申し上げます。平成２６年１０月

１日に母子及び寡婦福祉法が父子家庭に対しても手厚い支援が必要であるとのことから、母子

及び父子並びに寡婦福祉法へと法律名が改められました。それに伴いまして、同法第８条中母

子自立支援員が母子・父子自立支援員に改められたことに伴いまして、別表にあります職種名

ですね。母子・父子自立支援員に名称を改めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（佐藤昇市）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  母子自立支援員が父子家庭にも該当になるということで母子・父子

自立支援員というふうになりますが、現在、那須烏山市にはこの母子家庭、父子家庭というの

は何件くらい、この対象になっているのがあるのか。 

 それと、母子自立支援員は何人いるのか。これ、母子・父子自立支援員というのは名称が交

換しただけで、人数は変わらないという理解でいいのかどうか。お願いします。 
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○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、申しわけございませんが、母子、父子家庭の人数に

ついては、調べましてお答えをしたいと思います。 

 現在、こども課のほうに母子自立支援員は１名ございます。（「名称が変わっても１名です

か」の声あり）そうです。そのとおりです。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  質問事項は、こども課長に出しておきましたが、この母子自立支援

員の人数、今、１人であるということがわかりました。 

 年間の活動日数というのはどのぐらいあるんでしょうか。これがわかりましたら。 

 それと、市内に母子生活支援施設というのは、旧烏山地内に１カ所あるとも思いますが、こ

の条例で定める支援に必要な人員というのは把握できていないんですか。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 母子自立支援員の活動日数なんですが、現在、週４日勤務をしていただいております。年間

で申しますと２０８日という形になります。 

 続きまして、母子生活支援施設関係の人数等なんですが、現在、那須烏山市に母子寮がござ

います。母子寮に那須烏山市に住所を有している方が１世帯、２名の方が入っております。市

としては施設の入所措置費をその施設へ、南那須事業協会のほうへ措置費として支出をしてお

ります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  那須烏山市内に住所を置くのは１世帯の２名ということなんですが、

ですから、この条例で定める支援が必要な人員というのは把握できないですか。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  条例でその支援が必要だというのが、ちょっと把握が困難かな

とは思うんですが、例えば母子寮にＤＶなんかで他町から入ってきた場合に、裁判所の保護命

令が出れば、市のほうから児童扶養手当は支給されることになっております。そのほかどうい

う支援が条例上できるかというのは、なかなか把握はしておりませんが、例えば母子生活支援

員であれば年間２４０件ぐらいの相談等を受けております。 

 以上です。答えになっていませんがよろしくお願いいたします。 

○１５番（中山五男）  わかりました。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで
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質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１４ 議案第２７号 那須烏山市嘱託職員及び臨時的任用職員の任

用、給与その他の勤務条件に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２７号は、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第１５ 議案第２８号 那須烏山市消防団設置条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１５ 議案第２８号 那須烏山市消防団設置条例の一部改正に

ついてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２８号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、消防団における部の統合及び団員の実員数に応じた定数の見直しを図ったことに伴

い、消防団定員６５２人を６２９人に改正するものでございます。 

 詳細につきましては、総務課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議の上、可決、

御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 清水総務課長。 
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○総務課長（清水敏夫）  命により補足説明をさせていただきます。 

 ただいま消防団の定員６５２人から６２９人、２３人減ということでございますが、その内

容につきましては、第１分団、５部ありますが、現在の定数が各部２０名でございます。その

ほか１分団以外の部におきましては、ポンプ自動車配備のところが１６名、小型ポンプ配備が

１３名ということですが、１分団においては消防車両が大きい、また、水槽つきのポンプ車を

配備していたり、消防署員と同程度の配備をしているということもありまして、これだけの

２０名という定数だったわけなんですが、近年、消防自動車の更新に伴いまして、やはり中型

免許とかそういう必要性とか、若手が運転できないということもありまして、２トンベースの

ほかの部と同じ消防車の配備になっております。そのようなことも踏まえまして、２０名から

１８名、各部２名ずつ減ですので、１分団においては１０名減をさせていただく。 

 それともう一つ、２分団の３部と４部、向田と落合でございますが、やはり団員確保の状況

とか、また、消防車の老朽化を踏まえまして、平成２７年度から統合するという地元の了解を

得まして統合を進めております。これにつきまして、１６名と１３名の２９名の定員でござい

ましたが、１部になるということで１６名、ポンプ自動車の定員にするということで、合計

１０名プラス１３名の減で２３名の減になります。 

 今後は、団長１、副団長３、分団長８、副分団長８という本部体制で、８分団４２部から

４１部、１部減少した体制で平成２７年度、改選で新しい役員で臨むわけでございますが、こ

のような体制で地域の消防を担っていく。そのような形をとらせていただきます。 

 なお、この定数減につきましては、市長の諮問機関であります消防委員会にもお諮りをしま

して、了解を得て、市長のほうに、この内容でいいだろうということで諮問をいただいており

ます。 

 以上で補足説明を終わらせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で、提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  内容はわかりました。私、合併当時の団員数を調べましたら

７２５名いました。それがおよそ１０年間で９６名減になるわけであります。率にしますと

１３％も団員が減ることになってしまったわけなんですが、将来もこの率で減るとなったら大

変なことになるわけなんですね。 

 １０年後どのぐらいになるか、同じような率で計算しますと５４０名台になってしまうんで

すが、これは消防担当としてどのように考えていますか。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 
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○総務課長（清水敏夫）  統合時には先ほど最後に本部体制とか説明しましたが、現在は

８分団でございますが、１６分団ということで、合併においてはそれぞれのまちの分団、部が

そのまま移行したということで、それ以降、やはり分団の統合につきましては、１６分団から

８分団に半減させていただきました。 

 これについては、消防団員の中で、やはり消防活動が適正に行えるのはどのような範囲かと

いうことを協議いただいて、消防団のほうから提案をいただいて議会の皆さん、また、消防委

員会等の承認を得てきたものでございます。なお、消防団員の減少につきましては、今回も部

の統合ということで減少していくわけです。 

 また、２年に一度、１年ということもありますが、改選時期には多くの方が退団されていく。

また、その中でやはり社会人の方が多いというような状況もありますので、なかなか地元にい

る人も少ないということで、いろいろな支援団員等、そういう措置もつくらせていただきまし

た。 

 部の統合につきましては、私どもの消防団事務局としては、地域を守るためにはこれ以上減

らすことはやはり問題がある。そのように考えております。ですので、私どものほうでも、団

員の定数割れをしているところについては、積極的に団員確保等について努めていきたい。ま

た、それらについて、やはり地域の御支援もいただいて存続を図っていきたい。そのようなこ

とで考えております。 

 ですので、一般質問でもありますので、それ以上は省略させていただきますが、そのような

考えで消防団の事務は進めております。よろしくお願いします。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１５ 議案第２８号 那須烏山市消防団設置条例の一部改正につい
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て、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第２８号は、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第１６ 議案第２９号 那須烏山市手数料条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１６ 議案第２９号 那須烏山市手数料条例の一部改正につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第２９号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、農地法の一部改正に伴い、本年４月から農業委員会が１筆ごとに農地に関する事項

を記録いたした農地台帳及び地図を作成し、公表することとされましたことから、この農地台

帳の記録事項が記載をされている農地台帳記録事項要約書の交付、その他農地に関する証明手

数料等を徴収することとするため、本条例の別表中に手数料を徴収する事務として新たに追加

をするものでございます。 

 詳細につきましては、農政課長から説明をさせますので、何とぞ慎重御審議をいただきまし

て、可決御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  御説明いたします。 

 今、市長からもありましたように、農地の透明性、それから流動化、そういうものを勘案し

まして農業の構造改革を推進するための農業経営基盤強化促進法、それの改正に基づきまして、

今、お話がありましたように農地法の一部が改正され、公表するというようなことになってご

ざいます。それらにつきまして、市の手数料条例の農政部門の改正を行うということでござい

ます。 

 別表の１をごらんになっていただきたいと思います。１３の農地法関係でございます。

（１）農地台帳記録事項要約書１筆につき２００円、農地台帳各筆の明細書の交付１枚につき

２０円、農家証明１件２００円、耕作面積証明書１件２００円ですが、これらにつきまして一
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部免税点の申請にこられる方の耕作証明につきましては適用しないというようなことで考えて

おります。 

 あと買い受け適格証明、非農地証明、それから農地法施行規則による第３２条の１号に該当

する証明、各許可の証明、転用事実確認証明、その他の農地または営農に関する諸証明につき

ましては１件２００円ということで改正をさせていただく予定でございます。 

 裏面の２ページでございます。こちらは農業振興整備に関する法律の関連でございます。今、

数多く農地の転用関係で証明の願いが出ております。それらについても今回見直しを図りまし

て、１枚につき２００円の手数料を徴収したいということでございます。なお、４月１日から

適用させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  市の手数料条例の一部を改正する条例ということでございまして、

農地法に適用するもののいわゆる農地台帳ほかの閲覧ですね。その手数料を徴収するというこ

とでございますが、これまではこの手数料は徴収しなくてもこれは出していたんでしょうかね。

今回、法律に基づいて出さざるを得なくなったということなのか。まず１点ね。 

 そして、県内の他の自治体のほうでも同様なものについては同様に取っているということで

提案をすることになったのか。また、この２００円という、２０円もありますが、２００円と

いう金額の設定は、ほかの資料閲覧と同様な金額なのかどうか。そして、これまでは１年間に

どれぐらいのこういうものの取り扱い量があったのかですね。その辺の比較について、もしわ

かれば説明いただきたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  １番目の昨年までの状況でございますが、同じような諸証明は交

付してございます。関連しますが、４番目の昨年までの状況でございますけれども、平成

２５年度は農地台帳関係は２５件、今年度２月までの状況でいきますと３４件。そういうこと

で農家証明についても２月末までで１０件、耕作証明関係で３件、買い受け適格証明で４件、

非農地証明で１７件、農地法施行規則３２条関係で１件、許可証の証明関係で１０件、転用事

実証明関係で１件ということで、平成２６年度は２月末までで２６件ほど実績がございます。 

 それと、平成２５年度については、トータルで４９件ほどございますが、御指摘の年間の利

用率と昨年までの状況は以上のようなことでありまして、いずれも無料で証明を出しておりま

した。 
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 ２番目の他市町との状況でございますが、県内各市町、この法律の改正に基づきまして、現

在見直しを行ってございます。近隣の市町で言いますと、特に那珂川町の関係でございますが、

那須烏山市とほとんど変わりません。歩調を合わせているというような状況でございます。そ

の他宇都宮市から各市町ありますが、若干金額が３００円であったり、この証明は無料であっ

たりというのがございますが、各市町とも、この改正に伴いまして、今現在、改正の運びにな

っているところであります。 

 ３つ目、最後になりますが、料金の設定についてでは、各諸証明との整合性もあわせまして、

他市町の料金体系を踏まえまして２００円もくしは１筆２０円というような設定でございます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  市手数料条例の一部改正でございますが、今回、農地法関連の各農

地台帳等証明については手数料を取るということでございますが、明確に法律に基づいて取ら

なければならなくなったとか、栃木県内でうちだけが取っていないとか、そういうことではな

いらしいので、確たる手数料を取る根拠が、今までは無料だったものを今回有料にするという

ことについて、私としてはまだ同意できない部分もありますので、私は同意いたしません。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１６ 議案第２９号 那須烏山市手数料条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに賛成議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤昇市）  起立多数と認めます。 
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 よって、議案第２９号については、原案のとおり可決いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午後 ２時０４分 

 

再開 午後 ２時１５分 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

                                    

     ◎日程第１７ 議案第３０号 那須烏山市国民健康保険条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１７ 議案第３０号 那須烏山市国民健康保険条例の一部改正

についてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３０号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、国民健康保険法の一部改正に伴い、保険料軽減の対象となる低所得者数に応じて、

保険者に対して財政支援を行う制度を恒久化することとする条例が追加をされましたことから、

条例中の国民健康保険法の引用条項を繰り下げることとするために、条例の一部を改正しよう

とするものでございます。 

 何とぞ慎重御審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようお願いを申し上げまして、

提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 
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〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１７ 議案第３０号 那須烏山市国民健康保険条例の一部改正につ

いて、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３０号については、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第１８ 議案第３１号 那須烏山市介護保険条例の一部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第１８ 議案第３１号 那須烏山市介護保険条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３１号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、平成２７年度から平成２９年度を計画期間といたします那須烏山市高齢者福祉計

画・第６期介護保険事業計画並びに同計画期間中のサービス見込み量及び保険料の推計により、

第１号被保険者の介護保険料と率を定めるものでございます。第６期計画期間の保険料基準額

は年額６万７００円となり、第５期計画期間と比較をいたしますと１,７００円、２.８８％の

上昇となります。 

 また、今回の条例改正については、介護保険制度の改正に伴い、平成２７年度から実施をす

ることとなりました介護予防、日常生活支援、総合事業等の実施にあたり、条例において経過

措置を設けるものでございます。 

 詳細につきましては、健康福祉課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただ

きまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたし

ます。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 山健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（山洋平）  命によりまして、ただいま上程となりました議案第３１号に

つきまして御説明を申し上げます。 

 介護保険条例の一部改正につきましては、第２条の介護保険料率について平成２７年度から

平成２９年度の第６期介護保険事業計画期間における介護保険料率を改定する所要の改正を行

うものでございます。 

 それでは、条例内容について説明いたしますので、１ページをお開きください。 

 第２条の改正につきましては、市長の提案理由にありましたように、第６期計画期間の介護

保険料基準額は、年額６万７００円となり、第５期計画期間に比較いたしますと１,７００円、

２.８８％の上昇となります。 

 保険料率の設定につきましては、人口及び被保険者数、６５歳以上の第１号被保険者数の推

計、要介護、要支援者の認定者数の推計、介護従事者の報酬改定、２.２７％の引き下げを見

込んだ居宅介護サービスや施設サービス等の給付費の推計、地域支援事業費の見込み、基金の

取り崩し、新たな段階区分の設定などを考慮いたしまして、保険料の基準額を年額６万

７００円、月額だと５,０５９円とさせていただきました。 

 新たな計画段階区分につきましては、国の６期標準段階、９段階の区分設定を基本とした上

で、さらに標準の９段階の上に２段階の設定をして弾力化を図りまして、全体として１１段階

区分とさせていただきました。 

 ２ページの第４条は、賦課期日後における第１号被保険者の資格取得、喪失等があった場合

の改正規定でございます。 

 ３ページの制定附則に新たに第８項を加えまして、介護予防・日常生活支援総合事業等に関

する経過措置の規定でございます。このうち、第１号は、介護予防・日常生活支援総合事業、

いわゆる新しい総合事業について、平成２７年度から制度改正において、日常生活上の支援が

必要な高齢者が地域で安心して在宅生活を継続できるよう、多様な主体による多様な生活支援

サービスを充実強化するための事業として新たに加えられたものであります。 

 この事業は、これまで介護予防給付としてサービス提供されていました介護予防通所介護、

いわゆるデイサービス、介護予防訪問介護、いわゆるホームヘルプの２つのサービスが市町村

事業として位置づけられました。このほか、多様な主体によるさまざまな生活支援サービスを

提供していくこととなります。 

 この事業につきましては、原則として平成２７年４月１日から開始することとされています

が、円滑な制度移行を行うことができるよう、平成２９年４月までその開始が猶予されていま

す。本市では、平成２７年度、来年度はモデル事業を実施いたしまして、平成２８年度４月

１日から正式に介護予防・日常生活支援総合事業を開始する予定でございます。 
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 第２号は在宅医療、介護の連携。第３号は生活支援体制整備。第４号は認知症早期支援の規

定でございまして、これは平成３０年４月まで、その開始が猶予されておりまして、本市では

在宅医療介護連携及び生活支援体制整備は平成２８年４月から開始したいと考えておりまして、

認知症早期支援につきましては平成３０年度から開始する考えでございます。 

 なお、この条例の施行は平成２７年４月１日からとなります。 

 以上、議案第３１号について詳細説明を申し上げました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

 ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  わかりやすく考えたいと思っているんですが、保険料は上がります。

事業者に支払う金額は下がりますという説明だったと思うんですが、ということは、その事業

所に行っている利用者の料金も下がりますということでよろしいんでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  事業者に対する介護報酬が下がりますと、その１割負担にな

りますので、利用者に対しましては下がるということを見込んでおります。 

○８番（渋井由放）  了解。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  ３点お伺いします。 

 まず、この表を見ますと、保険料というのは生活保護世帯、生活保護受給者も年額にします

と３万４００円ほど納めることになるのではないかと思います。これ、よその市町村もこのよ

うな方式で徴収しているんでしょうか。これが１点です。 

 ２点目は、今回の改正引き上げ率、これ、１段階から１１段階まであるんですが、その段階

によって率が違いますね。１.０９倍から１.４８倍と率が違うんですが、何を基準にしてこの

ような引き上げ額を決定したのか。これが２点目です。 

 それと３点目は、この条例の３ページの一番頭、附則の８なんですが、この附則の８の説明

がちょっと私、理解できないところもあるものですから、この中で特に、市が別に定める日の

翌日云々ということがありますね。この辺のところについて御説明いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  まず、１点目の保険料の生活保護受給者の関係でございます。

介護保険法の第３９条第１項第１号のロに、被保険者という規定がございまして、生活保護は
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この被保険者にあたります。ですので、全保険者とも生活保護世帯からも１人当たり、那須烏

山市の場合は３万４００円ですね、この改定後につきましては、それを徴収することになりま

す。なお、生活保護の生活費には、その保険料部分についての控除をするという規定がござい

ますので、実質的にはそれを差し引いて、その部分については保護費で補塡するというような

考え方でございます。 

 次に、２番目の引き上げ率の関係でございますが、もし、先日の火曜日の市議会議員全員協

議会の資料で介護保険事業計画書の後ろに別紙として１枚つけておりました第６期、第５期介

護保険事業計画、介護保険料段階比較表をもしお持ちでしたら、それを見ていただきますと、

結構わかりやすいのかなと思いますが、第５期の計画期間中の那須烏山市の保険料率設定は、

第１段階、第２段階とも０.４５で設定しておりました。第６期におきましては、国の標準段

階の０.５に市の保険料率も合わせた関係で、第１段階の方の引き上げ率が５４.２９％という

かなり高率の引き上げになったものでございます。 

 なお、市議会議員全員協議会で説明いたしましたが、第１段階につきましては、０.０５を

公費による軽減を設ける予定になってございまして、それにつきましては、この介護保険条例

を６月議会で予算とともに改正させていただきまして、改正後の保険料率は０.４５に従来の

第５期と同じ料率にしていただきますと、２万７,３００円という金額になりまして、引き上

げ率は２.６３％とほかとほぼ同じぐらいの並びで、引き上げ率というような考え方でおりま

すので、御理解いただきたいと考えております。 

 それから、３番目の附則第８項につきましては、先ほど補足説明で申し上げましたが、介護

予防日常生活支援総合事業等に関する経過措置でございまして、本来ですと平成２７年４月か

らこの４つの事業は実施しないというのは原則でございますが、条例で定める日の翌日からと

いう規定につきましては、条例では規則に委任してございます。８項の１号の上のほうの当該

市町が別に定める日の翌日から行うといいますのは、規則で定める予定しておりまして、この

規則で定める日は第１号と第２号、第３号につきましては、平成２８年３月３１日を定めるこ

とにしていまして、平成２８年４月１日からこの事業を実施したいと考えております。 

 また、第４号については、平成３０年度の実施ですので、平成２９年３月３１日を定める日

として考えてございます。 

 以上でございます。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第３１号 那須烏山市介護保険条例の一部改正について、反対

討論を申し上げます。 

 これは先ほど提案の説明にもありましたように、地域における医療及び介護の総合的な確保

を推進するための関係法律の整備等に関する法律において、新しい介護予防・日常生活支援総

合事業の創設と地域支援事業に関する改正、私から言わせれば改悪ですがね、これがされたと

いうことで、介護保険施行令の一部改正がされたことに伴う所要の改正ということでございま

す。 

 基本は、第６期の介護保険事業計画をその総合法に基づいて進めるということでございまし

て、これは総体的に申しますならば、税と社会保障の一体改悪というようなことを前提に、昨

年の６月に、この医療介護総合法を強行し、そして、また、介護の報酬も引き下げるというこ

とで、全国の介護業者の方が大変心配をしているわけでございまして、これを例えば今まで支

援事業、要支援の方々のものを介護保険から外すわけでありますから、これを地域支援事業に

移行するわけでありますけれども、厚生労働省の調査でも、全国の自治体では７.２％しか

２０１５年度から移行できないということが明らかになっているものでございまして、万やむ

を得ず、平成２９年の４月まで猶予期間をもつということになって移行されるものでございま

す。 

 またさらに、その中で所得の年収２８０万円以上ですかね、高額所得者については利用料を

２割負担するというものが中身にあるものでございます。とりわけこの第６期の介護保険の保

険料の各段階での料金ですが、これが基本が２.８８％の値上げに始まりまして、全体では

１４％まで、それぞれの段階で大幅に保険料が引き上がる。こういうものもあるものでござい

ます。 

 まさに保険料は上がる、介護保険の適用は下がる、そして利用料も所得に応じて上がると、

こういうような中身で本当に大変な改悪がされたと。それをこの平成２７年の４月から実施す

る。こういう内容の提案でございますので、これは到底賛成するものではないということを申

し添えまして、反対とさせていただきます。 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１８ 議案第３１号 那須烏山市介護保険条例の一部改正について、

原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤昇市）  起立多数と認めます。 

 よって、議案第３１号については、原案のとおり可決いたしました。 

 日程第１９ 議案第３２号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営の基準等に関する条例の一部改正について及び日程第２０ 議案第３３号 那須烏山市指定

地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正に

ついては、関連がありますので一括して議題といたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第１９ 議案第３２号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、 

                   設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正につ 

                   いて 

     ◎日程第２０ 議案第３３号 那須烏山市指定地域密着型介護予防サービスの事業 

                   の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部 

                   改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  よって、議案第３２号及び議案第３３号については、一括して議題と

いたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま一括上程となりました議案第３２号、第３３号につきまして、

提案理由の説明を申し上げます。 

 まず、議案第３２号、本案は、厚生労働省令指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準の改正省令が、平成２７年４月１日施行予定でありますことから、那須烏

山市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の所要の改正

を行うものでございます。 

 次に、第３３号は、厚生労働省令指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
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運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準の改正省令が、平成２７年４月１日施行予定でありますことから、那須烏山市指定地

域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の所要の改正を

するものでございます。 

 以上、議案第３２号及び議案第３３号を一括して提案理由の説明を申し上げました。 

 なお、詳細につきましては、健康福祉課長から説明をさせますので、何とぞ慎重御審議をい

ただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明とい

たします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  命によりまして、ただいま一括上程となりました議案第

３２号及び議案第３３号につきまして御説明申し上げます。 

 本両案は、厚生労働省の省令改正、指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準と指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密

着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の両省令の改

正に伴ったものでございます。 

 地域密着型サービスの利用者は、要介護認定者で要介護１から５の認定を受けた方。地域密

着型介護予防サービスの利用者は、要介護認定で要支援１または要支援２の認定を受けた方が

対象となります。 

 地域密着型サービスは指定地域密着型サービスの指定を受けた事業所が行い、地域密着型介

護予防サービスは指定地域密着型介護予防サービスの指定を受けた事業者が行います。 

 主な改正内容といたしましては、小規模多機能型居宅介護について登録定員がこれまで

２５名以下であったところを２９名以下とすること。看護職員が兼務可能な施設、事業所につ

いて同一敷地内にある事業所、指定介護老人福祉施設等を追加することなどであります。 

 また、認知症対応型共同生活介護につきましては、事業者が効率的にサービスを提供できる

よう、現行では１または２のユニットと規定されているユニット数を、新たに用地が確保が困

難などの事情がある場合は３ユニットまで差し支えないということを明確にしたものでありま

す。 

 まず、議案第３２号につきまして説明申し上げます。５ページをお開きください。 

 ５ページにつきましては、第８４条第６項が小規模多機能型居宅介護につきまして、看護職

員が兼務可能な施設、事業所について、同一敷地内にある事業所、指定介護老人福祉施設等を

追加することの改正でございます。 
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 ７ページをお開きください。第８７条第１項が小規模多機能型居宅介護について登録定員を

これまでの２５人から２９人以下とすることの改正でございます。 

 次に９ページをお開きください。 

 第１１５条の認知症対応型共同生活介護につきまして、事業者が効率的にサービスを提供で

きるように、現行は１または２と規定されているユニット数を用地など新たな用地確保が困難

である事情がしる場合は３ユニットまで増やすという規定を、ただし書きで加えてございます。 

 １４ページをお開きください。１４ページの第８節、複合型サービスが改正後は第８節、看

護小規模多機能型居宅介護に改正されます。これはサービス自体は同じですが、サービス内容

について訪問介護をやる小規模多機能型居宅介護施設というのが複合サービスと同じなもので

すから、その内容について名称変更したということでございます。 

 次に１６ページをお開きください。第１９６条につきまして、複合型サービスから解消され

た介護小規模多機能型居宅介護について、登録定員がこれまでの２５人以下であったところを

２９人以下とする改正でございます。 

 次に、議案第３２号をお開きください。３ページをお開きいただきまして、第４５条第６項

でございます。介護予防小規模多機能型居宅介護につきまして、看護職員が兼務可能な施設、

事業所について、同一敷地内にある事業所、指定介護老人福祉施設等を追加することの改正で

ございます。 

 ６ページをお開きください。第４８条の第１項が介護予防小規模多機能型居宅介護につきま

して、登録定員がこれまで２５人以下であったところを２９人以下とする改正でございます。 

 右側の７ページでございますが、第７５条介護予防認知症対応型共同生活介護につきまして、

事業者が効率的にサービスを提供できるよう、現行で１または２と規定されているユニット数

の標準について、新たな用地確保が困難であるなどの事情がある場合は、３ユニットまでする

ことができるというただし書きの改正でございます。 

 これらの条例改正の施行は平成２７年４月１日からとなります。 

 以上、議案第３２号及び議案第３３号につきまして、詳細説明申し上げました。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  山課長、４ページの左側に第８０条の２ですね、事故発生時の対

応ということが新しく載りましたね。そこでお伺いしたいと思うんです。こういった老人の介

護施設の中では、しばしば虐待とか事故が報道されております。これ、虐待とこの事故とは別
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ではないかとは思いますが、お伺いしたいのは、この那須烏山市内のこういった施設の中で、

事故発生時の例というのはあるんでしょうか。その対応とこれまでの経緯についてお伺いをし

ます。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  地域密着型サービスに限らず、介護保険施設の事故につきま

しては、事故報告書というのを市町村と指定している県等に報告する義務があります。地域密

着型サービスの事故報告の発生は毎年数件ございます。主に夜間とかにベッドから落ちて骨折

をしたというような事例が多いことになります。施設では発見次第、救急車等を呼んだり、そ

のまま施設の車で病院に運んで、その後、家族等に連絡をとって対応しているのが実情でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  そうしますと、この虐待のような例は聞き及んでおりませんか。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  現在、那須烏山市の施設で虐待ということで事故報告を受け

た例は私としては把握してございませんので、ないと思っております。 

○１５番（中山五男）  了解いたしました。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  議案第３２号 市の指定地域密着型のサービスの事業の人数、設備

及び運営の基準等に関する条例の一部改正に伴う所要の改正、議案第３３号につきましては、

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防

サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴う所要の改

正ということでございまして、第３２号のほうは要介護１から５の方のサービス事業。そして、

議案第３３号のほうは、要支援１、２の方対象の介護予防サービスの事業というようなことで

はないかなというふうに思うんですけれども。 

 これについては、先ほどの議案第３１号で私のほうで触れました、昨年の６月の地域医療と

介護総合確保推進法ですね、これに絡んでの改正内容が今回提案されているのか。それとも、

それとはまた別な厚生労働省の省令の改正に伴う所要の改正において提案されているのか。そ

して、その改正前と改正後の２５人が２９人と幾らか容量が多くなったというのはわかります

が、おおむね今までの介護サービス事業、予防事業、サービス事業、それぞれの中身について

は、今までのような中身で推移をするということなのか。その辺もう一度御説明いただきたい

と思います。 
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○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  先ほど詳細説明で説明申し上げましたように、厚生労働省の

省令改正に伴う改正でございます。医療介護推進法の関係につきましては、改正の中身につい

て、はっきりそれとわかる部分はないと考えております。なお、今、議員がおっしゃいますよ

うに、２５人定員が２９人とかという緩和された部分については、基準を緩和したということ

で健康福祉課としては考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  そうしますと、その総合法関連での改正に伴う所要の改正というこ

とではなくて、厚生省令関係の改正に伴う改正という理解でまずよろしいということですね。 

 それと、サービス内容についても、従前の中身に若干緩和した点はあるけれども、サービス

内容について後退をするというような中身はないという理解でいいのかどうか。もう１回確認

しておきたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  平塚議員のお伺いのとおりと私は考えております。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  議案第３２号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正について、１点だけお伺いをいたします。 

 ページは２ページの第８条の８項をごらんいただきたいと思いますけれども、これ、改正前

は指定複合型サービス事業所、これを新たに指定看護小規模多機能型居宅介護事業所というふ

うに名称を変えることも１つの改正になっているのかなというふうに思いますが、ここでお聞

きしたいんですが、この指定看護小規模多機能型居宅介護事業所、これは当然今、市にござい

ます老人介護施設等々も含まれるものだと思うんですが、本市には看護師さんが事業所を起こ

して在宅看護といいますか、在宅看護、介護をやっている事業所があるかと思うんですが、そ

れもここに、今、私が申し上げました指定看護小規模多機能型居宅介護事業所に含まれるのか

どうか。その辺についてだけお聞きしたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  指定看護小規模多機能型居宅介護事業所につきましては、先

ほど詳細説明で少し触れましたが、指定複合型サービス事業所のサービス内容が訪問看護も含

むということで名称が変更されたもので、サービス内容が変わったものではございません。 

 ただ、那須烏山市には、この従来の複合型サービスのサービス提供事業所自体は１カ所もご

ざいません。訪問看護事業所につきましては、ことしもう１カ所増えまして現在２カ所の事業
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所が市内で活動しております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  今ちょっと聞き取れなかったんですけど、そうすると、今ありま

すよね、そういう事業所がね。烏山の地区にあるかと思うんですが、それはこの名目の中には

含まれないということですね。あくまでも施設を伴ったそういう施設ということですね。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  市内にあります小規模多機能型居宅介護事業所では、なごみ

というのが現在１カ所あります。そこは訪問看護までやっておりませんので、この新しくなり

ました指定看護小規模多機能型居宅介護事業所にはならないということでございます。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第１９ 議案第３２号 那須烏山市指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３２号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、日程第２０ 議案第３３号 那須烏山市指定地域密着型介護サービスの事業の人員、

設備及び運営の基準等に関する条例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３３号は、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第２１ 議案第３４号 那須烏山市こども医療費助成条例の一部改正につ 

                   いて 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第２１ 議案第３４号 那須烏山市こども医療費助成条例の一部

改正についてを議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３４号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、子育て世代の負担軽減を図るために、医療機関の窓口での支払いが不要となる現物

給付の対象年齢を現在の３歳未満から中学３年生まで拡大し、医療費助成の対象者が県内医療

機関で受診をした場合には、全員を現物給付により助成をすることとするため、条例の一部改

正をしようとするものでございます。 

 詳細につきましては、こども課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただき

まして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたしま

す。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、命によりまして、議案第３４号の補足説明をさせて

いただきます。 

 本案は、先ほど市長提案理由で申し上げましたとおり、子育て世帯の負担軽減を図るため、

平成２７年４月から、県内の医療機関の窓口で医療費の支払いが不要となる現物給付対象年齢

を中学３年生までの１５歳までに拡大するための一部改正でございます。 

 それでは、１ページ目をお開きください。新旧対照表によりまして、主なもののみ御説明を

させていただきます。 

 まず、第２条ですね。現行第２条中第２項を削り、第３項を第２項とし、第４項から第７項

までを１項ずつ繰り上げをします。 
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 次に、第４条の見出しですね。３歳未満の対象の子供の係る助成等を現物給付による助成に

改め、同条、市長は対象の子供が県内の医療機関等において、保険給付医療を受けた場合は当

該保険給付に係る一部負担金等の額、医療費に相当する額を医療機関に支払うものとするもの

です。ただし、当該医療機関等が助成対象者から医療費の支払いを受け取ってしまった場合は、

従来どおりの償還払いとすることを規定しております。 

 それでは、次のページ、２ページ目をごらんください。第５条の見出し、３歳以上の対象の

子供に係る助成を償還払いによる助成に改めます。対象の子供が県外の医療機関等において保

険給付医療を受けた場合は、市長は助成対象者の申請に基づき、償還払いで助成する旨の規定

をしているところです。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いをいたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  これ、参考のためにお伺いしたいんです。先ほどの提案理由の中に

中学校終了までと言いましたね。この定義を見ますと、１５歳に達する日以後の最初の３月

３１日までとなっているわけですね。 

 お伺いしたいのは、何らかの事情によりまして、入学または進級がおくれたために中学卒業

が１５歳を過ぎてしまった者。こういう者もいるのではないかと思いますが、この者に対して

は該当しないと。１５歳のこの日にちを過ぎれば、もう中学生であっても医療費の補助の対象

にはならないと、そう理解してよろしいんでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  はい。議員のおっしゃるとおり、第２条の規定に基づきまして、

対象とはなりません。よろしくお願いいたします。 

○１５番（中山五男）  了解しました。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  上程中の那須烏山市こども医療費助成条例の一部改正について、中

身について質疑を行います。 

 今までは、３歳以上の子供に対して現物給付をすると国のペナルティがありましたよね。こ

の問題は解決したのでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  平成２７年の４月から、県では未就学児までを対象にしますの

で、そこまでは補助はございますが、小学校、中学校に対してはございません。解決しており
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ません。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  質問の仕方が悪かったかどうか反省をしているんですが、補助があ

ったかどうかではなく、ペナルティがあるかどうかなんですね。しかも、これは市長が市長選

の公約に掲げたものだと思います。その点についてもう一度確認をします。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  大変失礼いたしました。解決はしておりません。ペナルティは

ございます、従来どおり。 

○議長（佐藤昇市）  １６番髙田悦男議員。 

○１６番（髙田悦男）  そうしますと、ペナルティを甘んじて受け入れても市民との約束を

大事にする。こういう考えで市長は今回の上程に至ったわけですか。市長にその辺の見解をお

聞きしております。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  そのとおりでございます。ここへ来まして、定住あるいはそういった

交流人口を増やすというような大義名分がございますので、それにもあわせまして、また議員

各位からもたびたび一般質問等でこの現物給付については御質問いただいております。全て包

含をした形で今回は踏み切りました。御理解いただきたいと思います。 

○１６番（髙田悦男）  了解。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  こども医療助成の条例の改正でございますが、本市は中学校３年生

まで医療費の無料化ということで拡大をされておりましたが、これを現物給付を中学校３年生

まで拡大をされるということで、私もこれは質問等でお願いをしていた件でございますが、こ

れに加えてワンレセプト５００円の最初の負担があるんですよね。それは那須烏山市はそれも

無料しておりますので、そういう意味では文字どおり中学校３年生までは完全無料で、そして

現物給付になると。こういうふうになるわけですよね。そこのちょっとＰＲが足りないのかな

というふうに思いますので、そこを確認しておきたいというのと。 

 そうしますと、対象人員はおおむね総体で何人になるのか。それだけお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  ワンレセプト部分ですね、補助をすることになっております。

対象人数なんですが、見込みとして子供の数で言いますと３,０３２人を見込んでおります。 
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 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  ただいま上程されております議案第３４号 那須烏山市こども医

療費助成条例の一部改正について、これは私も中学校３年生まで医療費をただにするというこ

とに賛成でございます。しかし、前の市議会議員全員協議会のときに説明をいただいたんです

が、従来、市が負担する金額から今回、これを改正することによって、たしか私の記憶違いで

なければ７,０００万円ぐらい余分にお金がかかるということでございました。こういうサー

ビスをするのは結構なんですが、本市は自主財源率が県下で一番低い。財政的にも大変困窮し

ている自治体でございますので、こういうサービスは結構でございますけれども、その分、そ

の多く出費する分、さらに税金の有効活用、生きたお金の使い方をしなければならないという

ふうに私は考えているんですが、その辺について所管の課長及び市長から御意見を伺いたいと

思います。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  こども医療費につきましては、平成２７年度予算になってしま

うんですが、総額で約７,１００万円ということで予算化をしているところです。やはり、こ

ども医療費、中学３年生まで現物給付することによりまして、本市の子育て支援について保護

者の皆様に充実を図っていきたいということで、前向きな姿勢で取り組んでいきたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  今、課長から７,１００万円、従来よりも財源を支出しなければ

ならないということで、総額か。いずれにしても、この前、これ、宇都宮でしたっけ、宇都宮

がやはりこういう制度条例を改正したことによって、通常の医療費が３割ぐらい増えたという

ようなことでございましたよね、説明ではね。これは大変私も賛成でございますけれども、そ

ういう税金の使い方、こういうところに出していくからにはその分、違うところを削減する。

また、さらに有効に財源を活用するという意識をさらに高めていただきたいなというふうに思

うところであります。市長の見解を伺います。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  総額７,０００万円を超える、あくまでもそれは想定の金額でござい

まして、償還払いから２,０００万円強の増額を予定しておりますので、それは先ほど課長か

ら説明があったとおりであります。 

 ２,０００万円強の金額が前年から増えるわけでございますので、多額な財政出費になりま
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す。そのことについては、当初予算は前年並み、１１６億９,３００万円にとどめたわけであ

ります。これも中長期財政計画をお示しをしておりますように、これからのやはり持続可能な

財政計画にするためには、はやり出ずる制することが何事も大事でございますから、そういっ

た意味では、これからもそういったでき得る削減を投資的経費あるいは人件費、結局これから

できる性質別性格から見た財源は大きくその２項目しかないのであります。 

 したがいまして、そういったところをしっかりと計画を立てて、出ずるを制す、必要な選択

と集中の事業を展開する。そういう考え方で財政運営はしていきたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  市長から出ずるを制すというような答弁をいただきました。出ず

るを制すとともに、入るを図ることもまた、ひとつ一生懸命御検討いただきたいと思います。

了解です。 

○議長（佐藤昇市）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  今の久保居議員のことに続いてなんですけど、子供の窓口の支払いが

なくなるだけで実際に今までは窓口で支払って、市に領収書を持っていってお金をもらってい

たんです。その現実は変わらないんです。ただ、助成金とかそういうのが減る金額があるとい

うことですよね、足りないのは、たしか。いかがでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  大野市民課長。 

○市民課長（大野治樹）  御質問につきましては、払う医療費は、どなたもかかった分につ

いては診療報酬上、一定の金額は取られますので、保護者の負担はなくなりますが、市に入っ

てくる調整交付金等ではペナルティという形で先ほど来からおっしゃられているように、無料

にすることによって医療機関を利用する回数が増えるだろうという国の考え方もございまして、

一定の調整率を減額の調整率にされて調整交付金が来るというシステムになってございますの

で、市に入る国からの交付金等は若干減ってくるのかなということでございます。 

○議長（佐藤昇市）  ７番川俣純子議員。 

○７番（川俣純子）  その保険料が上がるのではなく、だから調整金が来なくなるというこ

とを皆さん、ある意味理解してもらわないと、市がすごい負担しているわけではない。それで、

私は、ずっとこのこども医療にあわせて、障害者の方もできたら現物にしてほしい。ずっと人

数が少ないんですよ。実は、親がいたりとかする子供の場合は財源があるんです。一旦払うこ

とができるんですけど、御自分で障害がある方は実際に窓口で支払いができないので、給金を

もらった日しか来ない方がいるんですよ。 

 ですから、そちらを私は人数も少ないし、金額も多いわけではないので、もう補助がかなり

出ているので、できたら現物にそちらもあわせてやっていっていただけるようにしていただき
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たいと、あわせてずっと言っていたんですけど、票をもらえるほうが優先されたのかなと思う

とちょっと寂しく感じましたので。市長、いかがでしょうか。 

○議長（佐藤昇市）  大谷市長。 

○市長（大谷範雄）  今回の現物給付方式につきましては、議員御指摘のとおり、今までの

償還払いを現物給付にした。そのペナルティ分の差額が２,０００万円強だと、こんなふうに

御理解いただきたいと思いますが、あわせてこれは市長裁定のときにも、今、御指摘の面につ

いても、本当に真剣に議論をさせていただきました。そのようなことで、決してそれを保護し

たわけでもございません。とりあえず想定予算ですけれども、２,０００万円ちょっと超える

金額を一気に歳出が増えたということもございますので、そのことについては平成２７年度の

持ち越し検討課題ということにさせていただきましたので、御理解いただきたいと思います。 

○７番（川俣純子）  了解。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２１ 議案第３４号 那須烏山市こども医療費助成条例の一部改正

について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３４号は、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第２２ 議案第３６号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例の一部 

                   改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第２２ 議案第３６号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施
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条例の一部改正についてを議題といたします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３６号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、こども館において放課後児童クラブを行っている烏山放課後児童クラブについて、

ことし４月から利用定員の増加が見込まれることに伴いまして、現在、２クラブあります放課

後児童クラブを１クラブ増設するため、本条例について所要の改正を行うものでございます。 

 詳細につきましては、こども課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただき

まして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせてい

ただきます。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、命によりまして、議案第３６号の補足説明を申し上

げます。 

 それでは、１ページ目をお開きください。新旧対照表別表第１（５条関係）の改正内容とい

たしましては、現在、こども館内に烏山第１放課後児童クラブと烏山第２放課後児童クラブの

２クラブを設置しております。 

 本年４月から、こども館内の２つのクラブの利用児童員の増加が伴いますので、現在の２つ

のクラブに、烏山第３放課後児童クラブの１クラブを増やすための一部改正でございます。昨

年の１２月におきまして、国の基準に基づき那須烏山市放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例を可決いただいております。 

 その条例におきましては、１クラブの利用定員児童数はおおむね４０人以下と規定されてお

ります。烏山第１放課後児童クラブの児童数を３９名、第２クラブを同様の３９名、第３クラ

ブを２９名とし、合計１０７名の利用定員児童数を受け入れることで、今回条例を改正するも

のであります。この条例の施行は平成２７年４月１日からとします。 

 さらに、昨年の１２月議会におきまして、現在の江川小学校が平成２８年４月１日から学校

の位置が那須烏山市下川井１０１番地となる旨の可決をいただいております。江川放課後児童

クラブの所在地を那須烏山市下川井１０１番地の江川小学校内に移転することを考えておりま

すので、あわせて改正するものであります。この江川小学校につきましては、平成２８年４月

１日からといたします。 
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 以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  市の放課後児童健全育成事業の実施条例の一部改正ということでご

ざいまして、提案の中身は烏山第１放課後児童クラブと第２放課後児童クラブと、これが定員

が増えたので第３放課後児童クラブをつくるということでございますが、これは今までは旧青

年の家というんですかね、あそこを２カ所に区分をしてやっていたんですが、今度はこの第

３放課後児童クラブができることによって、その運営方法は、いわゆるこども館ですけどね。

こども館の運営方法はどんなふうな中身になるのか。学年で輪切りするとか、そういうことな

のか。その運営の中身についてお示しをいただきたいなと思います。 

 さらには、前の検討課題の中には、このこども館でなくて烏山小学校内に放課後児童クラブ

を移すという検討課題もあったように記憶しているんですけれども、その辺は今回はないよう

でございますが、今後はどういうふうに考えているのか。その２点、ちょっとお示しをいただ

きたいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは、平塚議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、現在、烏山放課後児童クラブ、２クラブがございます。面積からしますと、１人当た

り６.５平米の面積があればいいということで、今のある部屋を３つに区切ることが可能です

ので、そのような形で同じ場所で３つのクラブが運営するような形をしております。 

 ３つのクラブにした場合、例えば１年生が第１クラブに入るのかとか、２年生が第２クラブ

に入るのか、そういう運営の問題が出てきます。それについては、現在、野うさぎクラブに委

託をお願いしていることで、現在、野うさぎクラブのほうでその児童の割り振りについては検

討しているところでございます。 

 次に、烏山小学校へ放課後児童クラブを移動するということについてなんですが、ことしの

１月の２８日に、烏山放課後児童クラブの検討委員会を行いました。その中では、やはり烏山

小学校の空き部屋の状況を考慮しながら、少なくとも平成３１年度末までには移転する考えで

おります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  平成３１年までということで大分、間がありますね。いずれにして

も、子供たちに支障がないように安全な学童保育の運営に努めていただきたいなと思います。 
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 風の便りに聞きますと、こども館と学童保育を運営されている方とのコミュニケーションが

あまりうまくいっていないというふうに聞いております。それについては、どちらがどうとい

うのは聞いておりませんが、やはり子供さんに支障を来さないようにうまくやってもらいたい

なというふうに思います。 

 とりわけ子ども・子育てのあれで基準が明確になりましたよね、指導員のね。その辺もやは

り規定にしっかり沿って安全、安心で進めていただきたいなと思うんですが、それをお聞きし

たいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  ただいま平塚議員のおっしゃるとおり、規定に基づいて安全な

運営を図ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  ただいま上程されている件について伺います。 

 今の平塚議員のほうからも質問があって、ちょっと重複して申しわけないんですけれども、

私たちはこの放課後児童クラブが烏山小学校に移転するんだという、もうそれが決まっている

ようなニュアンスでお聞きした覚えがございます。それが、今の平塚議員の質問に対して、平

成３１年度というと５年ぐらい先になっちゃうわけですね。そうすると、今のこども館側と放

課後児童クラブとのあつれきがあるのかどうか、その辺は私は知りませんけれども、あそこの

こども館の施設そのものがかなりもう老朽化しております。そこにまた、クラブのクラスも増

えてくるわけでございまして、あと５年間そのまま放置しておいていいのかどうか。 

 その辺と、この前言った小学校に移すといったことですね。それはもう私たちはそれを聞い

た時点で、もう小学校とかこれを委託している野うさぎクラブさんなんかとはそういう話し合

いができて、我々にお話をされているのかなというふうに私は思っておりましたので、その辺

のことについてもうちょっと詳しく御説明をお願いします。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  私の答弁がちょっとまずかったとは思うんですが、烏山の小学

校の空き教室が出た段階で順次移っていくということで、最終的には平成３１年度末までには

完全に移転するという考えでおります。 

 また、野うさぎクラブともよく運営に関して意見調整を図りながら、今現在やっているとこ

ろです。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで
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質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２２ 議案第３６号 那須烏山市放課後児童健全育成事業実施条例

の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３６号は、原案のとおり可決いたしました。 

 ここで暫時休憩します。 

休憩 午後 ３時３０分 

 

再開 午後 ３時４０分 

○議長（佐藤昇市）  休憩前に引き続き再開いたします。 

○事務局長（平山 隆）  議案第２６号、議案第２７号の平塚議員の質疑に対しまして答弁

漏れがありましたので、それぞれ総務課長、こども課長のほうから御説明いたします。 

○議長（佐藤昇市）  清水総務課長。 

○総務課長（清水敏夫）  第２６号議案、給与条例の２％減額は幾らになるかということで

すが、総額年１,９００万円の減額になります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  平塚議員の御質問に答弁漏れがありましたので、お答えをいた

します。 

 まず、母子世帯数なんですが２１７世帯で、人員が３３９人でございます。父子世帯が

２８世帯、４３人でございます。 

 以上です。 
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     ◎日程第２３ 議案第３７号 那須烏山市企業の誘致及び立地を促進する条例の一 

                   部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第２３ 議案第３７号 那須烏山市企業の誘致及び立地を促進す

る条例の一部改正についてを議題といたします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３７号の提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 本案は、東日本大震災、福島第一原子力発電所事故に伴う電力需給の逼迫を受けまして、再

生可能エネルギーによる電力の地産地消を推進することとし、特に本市の豊富な日射量を踏ま

え、太陽光の利活用による那須烏山市サンライズプロジェクトに取り組むことといたしました。 

 本条例は、このプロジェクトにのっとりまして、太陽光発電所を初めとする再生可能エネル

ギーによる電気業の立地を企業誘致の観点からも支援すべく、平成２５年１月１日に条例改正

を行ったものでございます。 

 この再生可能エネルギーは国を挙げて進められたものでございますが、特に、太陽光発電所

の立地が相次ぎまして、今や固定買い取り制度の大幅見直しが前倒しで検討されております。

前回の条例改正から２年が経過した今日、本市におきましても予想を上回る太陽光発電所の立

地が続き、企業立地奨励金に係る財政負担の肥大化が懸念をされる事態となりました。 

 このため、市では引き続き、環境に優しく、自然資源を活用する再生可能エネルギーを推進

する方針ながら、企業誘致としての太陽光発電所奨励は縮減するべきと判断をし、改正を提案

することとした次第であります。 

 本案は、太陽光発電事業者への奨励を段階的に縮減をするとともに、今後の支援対象企業の

要件追加、企業立地奨励金交付額の限度額設定など、所要の改正を図ろうとするものでござい

ます。なお、前回改正から２年しか経過をしていないことを踏まえまして、限定的な一部改正

にとどめ、また、施行期日は平成２７年４月１日ながら、実質的な奨励縮減は平成２８年以降

といたしております。 

 詳細につきましては、商工観光課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただ

きまして、可決、御決定を賜りますようにお願い申し上げまして、提案理由の説明といたしま

す。 
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○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  それでは、命によりまして本上程案の議案第３７号の那須烏

山市企業の誘致及び立地を促進する条例の一部改正について、説明を申し上げます。 

 ただいま市長から提案の中で説明がありましたように、平成２５年４月１日に改正しての、

また再改正になりまして、まだ２年しか経過していないことを踏まえまして全体的な改正でご

ざいます。 

 ４点ほど改正をする件があります。１点目は、太陽光発電事業者への奨励を段階的に縮減す

る。支援対象企業の要件の追加。そして、企業立地奨励金交付額の限度設定、そして雇用促進

奨励金の明確化でございます。 

 では、条例の１ページをお開きください。新旧対照表になっておりますが、第３条の支援対

象企業等について改正をしております。第１号に、市の市民税が課され、または課される者の

要件を追加しまして、事業所等融資の設置と市民税納付を義務づけました。 

 第３号の次に新たな第４号を入れまして、内容的には事業所の新設または増設等に係る生産

施設等の操業を開始する時点における常時雇用従業員の数が３人以上であることの条件を追加

し、雇用の確保を義務づけしたものであります。よって、次の番号が５、６と順次先送りにな

ります。 

 次に、下のほうの表をごらんください。別表ですね。別表の区分で企業立地奨励金の交付内

容に、ただし書きで各年度における交付額は３,０００万円を限度とするを追加いたしました。

ここまでが３点目の内容でございます。 

 次の３ページに、右の上のほうになりますが、企業立地の中の雇用促進奨励金の交付要件を

市内住所を有する者に限るという、この項の右側において、同じに改正し、交付内容を新規雇

用者を市在住新規雇用従業員に改正し、交付内容を明確化するための改正でございます。 

 下のほうに附則ということになりますが、この条例は平成２７年４月１日から施行するにな

っておりますが、先ほども言いましたように、前回の改正からまだ２年のため、平成２７年に

改正しますが、この平成２７年度を周知期間として旧例条例により企業の立地奨励金の交付を

従前のように行うということです。 

 その内容でありますが、今までの経過措置は２までありまして、その２を一部改正し、今回

新たに裏のページにありますように、３と４の項目を追加して、平成２７年度、そして平成

２８年度以降、つまり特例認定期間に旧条例による事業認定を受ける場合の運用方法を見直し

したものでございます。 

 内容的には、文章が法律的な言葉で難しいものですから、私のほうで説明しますと、実質的
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には平成２８年３月３１日までに操業される太陽光発電所事業者につきましては、今までどお

り旧条例が適用されることになりますが、今回の一部改正により、平成２９年３月３１日まで

に操業に伴う交付額は上限３,０００万円が適用され、そして、次の年からの操業により交付

率が２分の１と、上限３,０００万円が適用になり、平成３６年までを特例交付期間で交付す

るという改正にいたしたものでございます。 

 以上で、条例の一部改正についての補足説明とさせていただきますので、何とぞ慎重御審議

の上、可決、御決定してくださいますよう重ねてお願い申し上げます。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２３ 議案第３７号 那須烏山市企業の誘致及び立地を促進する条

例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３７号は、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第２４ 議案第３８号 那須烏山市運動施設設置、管理及び使用料条例の一 

                   部改正について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第２４ 議案第３８号 那須烏山市運動施設設置、管理及び使用

料条例の一部改正についてを議題とします。 
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 本案についての提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３８号の提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 本案は、施設の老朽化のため、平成２２年度より閉鎖をしておりました烏山プールを解体す

ることに伴いまして、那須烏山市運動施設設置、管理及び使用料条例の一部を改正するもので

ございます。 

 詳細につきましては、生涯学習課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただ

きまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたし

ます。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  ただいま上程となりました議案第３８号の市運動施設設置、

管理及び使用料条例の一部改正について、詳細説明をさせていただきます。 

 烏山のプールにつきましては、昭和４５年に建設されまして老朽化が進み、平成２２年度か

ら、ろ過装置の配管の腐食にて漏水がひどく閉鎖をしておりましたが、今年度、解体費用の予

算化がされまして、現在、解体工事が進んでおります。 

 つきましては、烏山プールの解体に伴って、那須烏山市運動施設設置、管理及び使用料条例

中、別表第１市の運動施設の名称及び位置、別表第２運動施設の利用時間、休日、別表第３運

動施設の使用時間、単価、使用料などの烏山プールに関する記載事項を削るための条例を一部

改正するものでございます。何とぞ慎重審議いただきまして、可決、決定を賜りますよう重ね

てお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 
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 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。日程第２４ 議案第３８号 那須烏山市運動施設設置、管理及び使用料条

例の一部改正について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３８号は、原案のとおり可決いたしました。 

 お諮りいたします。日程第２５ 議案第１０号から日程第３２ 議案第１７号までの平成

２６年度一般会計補正予算、特別会計補正予算、水道事業会計補正予算の８議案については関

連がありますので、一括して議題といたしたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第２５ 議案第１０号 平成２６年度那須烏山市一般会計補正予算（第７ 

                   号）について 

     ◎日程第２６ 議案第１１号 平成２６年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正 

                   予算（第３号）について 

     ◎日程第２７ 議案第１２号 平成２６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補 

                   正予算（第２号）について 

     ◎日程第２８ 議案第１３号 平成２６年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算 

                   （第２号）について 

     ◎日程第２９ 議案第１４号 平成２６年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計 

                   補正予算（第１号）について 

     ◎日程第３０ 議案第１５号 平成２６年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予 

                   算（第２号）について 

     ◎日程第３１ 議案第１６号 平成２６年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正 

                   予算（第３号）について 

     ◎日程第３２ 議案第１７号 平成２６年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第 
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                   ３号）について 

 

○議長（佐藤昇市）  よって、議案第１０号 平成２６年度那須烏山市一般会計補正予算

（第７号）から議案第１７号 平成２６年度那須烏山市水道事業会計補正予算（第３号）まで

の８議案を一括して議題とします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま一括上程となりました議案第１０号から第１７号まで提案理

由の説明を申し上げます。 

 まず、議案第１０号は、平成２６年度那須烏山市一般会計補正予算第７号についてでありま

す。本案は、平成２６年度一般会計予算の歳入歳出をそれぞれ１億７,８９７万３,０００円を

増額し、補正後の予算総額を１２３億６,４６３万４,０００円とするものであります。今回の

補正は、地方創生関連事業の予算及び地方交付税、国県補助事業等の精算確定に伴うものでご

ざいます。 

 なお、人件費につきましては、諸手当等の精算及び退職手当組合負担金等の増額補正をあわ

せて行いました。 

 主な内容につきまして御説明申し上げます。まず、歳出予算についてであります。 

 議会費は、議員報酬及び議会事務局費など、事業精査によるものでございます。 

 総務費は、財政調整基金として利息分の積み立てであります。 

 ふるさと応援基金費は、給付者１３件の積立金でございます。 

 庁舎整備費は、烏山庁舎トイレ改修工事及び南那須庁舎議会事務局空調施設改修工事であり

ます。 

 市有財産購入費は、土地開発基金の土地分を、一般会計から買い戻すための予算措置でござ

います。 

 総合戦略推進事業は、地方創生関連事業として計上するものでございまして、当該予算は次

年度への繰り越し事業となります。 

 定住促進対策事業費は、定住促進住まいづくり奨励金の増額に伴う予算計上でございます。 

 民生費は、国県補助事業の確定、精算に伴うものであり、臨時福祉給付金事業費、介護保険

特別会計繰出金、後期高齢者医療制度事業費、児童手当給付費、子育て世帯臨時特例給付金事

業費などが主なものであります。 

 母子福祉事業費は、こども医療費助成、妊産婦医療費助成など事業費の精査による減額であ
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ります。 

 にこにこ保育園運営費及びすくすく保育園運営費につきましては、臨時保育士、臨時看護師

等の賃金を予算計上しましたが、採用に至らなかったために減額をするものであります。 

 衛生費は、健康増進事業費といたしまして、女性支援のためのがん検診推進事業費が、当初

の受診見込み者数を下回ったために減額をするものでございます。 

 し尿処理費は、広域行政事務組合へのし尿処理施設機関改良整備事業負担金でございますが、

国において震災復興特別交付税の対象となったために予算措置をするものであります。 

 農林水産業費は、各種事業の精算、精査によるものでございます。 

 商工費は、商業振興対策費といたしまして、地方創生関連事業でありますプレミアム付商品

券発行事業であります。 

 一般観光施設運営費は、イベント時に使用する椅子、テーブル等の購入費であります。 

 大金駅前観光交流施設運営費は、防犯カメラの設置、施設の維持管理費に必要な備品購入費

であります。 

 土木費は、事業費の精算によるものでございますが、道路維持管理費につきましては、降雪

等による路面凍結に備えるために、除排雪業務委託料の増額であります。 

 消防費は、常備消防費といたしまして、広域行政事務組合の消防指令センター及び消防救急

デジタル無線整備事業負担金の精査によるものであります。 

 教育費は、事業費の精査によるものでありますが、教育委員会事務局費は子ども見守り隊事

業費として見守り隊に係る費用であります。 

 小学校費、中学校費は、主に各小中学校に必要な備品の購入費であります。 

 こども館施設整備費は、放課後児童クラブのための空調設備設置工事費であります。 

 体育施設費関係では、烏山運動公園施設整備費といたしまして、テニスコート改修費を、緑

地運動公園施設整備費といたしましてテニスコート改修事業の精算でございます。 

 学校給食センター運営費は、ＰＰＳとの電力契約によりまして、光熱費を減額するものであ

ります。 

 災害復旧費は、事業の精算によるものでございます。 

 公債費は、償還元利金の１０年利率見直しに伴うものであります。 

 次に、歳入予算についてでございます。 

 市税は、法人市民税現年課税分、固定資産税現年課税分及び滞納繰越分において、増収が見

込まれることから補正をするものでございます。 

 普通交付税は、額の確定に伴う増額でございます。 

 特別交付税は、震災復興特別交付税といたしまして、広域行政事務組合し尿処理施設機関改
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良整備事業への交付金を増額をするものであります。 

 国県支出金は、事業費の確定に伴う精算であります。 

 繰入金は、国県補助金等の事業精査に伴い、財政調整基金、市有施設整備基金及び東日本大

震災復興推進基金繰入金等を減額をするものでございます。 

 寄附金は、ふるさと応援給付金といたしまして大阪府寝屋川市大喜智明様、東京都目黒区新

沢 清様、東京都中央区羽鳥広宣様、南那須地区工業者懇話会様、神奈川県川崎市冨岡和男様、

兵庫県姫路市鈴山 勲様、神奈川県横浜市奥茂宏行様、ほか６名の匿名様からでございます。 

 社会福祉事業費寄附金は、下境塩野目仁一様からでございます。 

 教育総務費寄附金は、東京都小金井市秋山 久様からであります。それぞれの趣旨に沿った

形で予算措置をさせていただきました。御芳志に対し深く敬意を表し、御報告を申し上げる次

第でございます。 

 次に、議案第１１号 平成２６年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算第３号につい

てであります。本案は、国民健康保険特別会計事業勘定予算の歳入歳出を３,８２７万６,

０００円増額し、補正後の予算総額を３６億４,１８５万６,０００円とするものであります。 

 主な内容は、職員人件費の増額、一般被保険者療養給付費、高額療養費、退職被保険者等高

額療養費の増額及び出産育児一時金、後期高齢者支援金及び介護納付金の精査に伴うものであ

ります。これらの財源は、一般会計繰入金及び諸収入をもって措置をいたしました。 

 なお、本案は、国民健康保険運営協議会に諮問し、原案どおりの答申を得ておりますことを

申し添えます。 

 議案第１２号 平成２６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予算第２号についてで

あります。本案は、後期高齢者医療特別会計の予算歳入歳出をそれぞれ２６万円減額をし、補

正後の予算総額３億２,４０９万３,０００円とするものであります。 

 主な内容は、後期高齢者医療特別調整交付金の精査に伴うものであります。これに伴いまし

て、歳入歳出の後期高齢者医療制度特別対策補助金を減額いたしました。 

 議案第１３号 平成２６年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算第２号についてでありま

す。本案は、介護保険特別会計予算の歳入歳出からそれぞれ９,６７８万６,０００円を減額し、

補正後の予算総額を２５億２,５５９万３,０００円とするものであります。主な内容につきま

しては、各事業費の精査に伴い過不足が見込まれる保険給付費及び地域支援事業費などの補正

でございます。 

 歳入は、保険料、国庫、県支出金及び支払基金交付金等の精算による充当財源の補正であり

ます。 

 議案第１４号は、平成２６年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計補正予算第１号につい
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てであります。本案は、農業集落排水事業特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ２０万２,

０００円増額し、補正後の予算総額６,３９０万２,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、一般管理費と維持管理費の精査に伴う負担金及び通信運搬費の増額であ

ります。なお、財源につきましては、前年度繰越金を増額し、一般会計繰入金を減額する措置

を講じました。 

 議案第１５号 平成２６年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算第２号についてであり

ます。本案は、下水道事業特別会計予算の歳入歳出をそれぞれ１,９７０万１,０００円を減額

し、補正後の予算総額を７億３,９６６万２,０００円とするものであります。歳出の主な内容

は、人件費及び下水道整備費の精査に伴う減額であり、これに伴い、歳入の国庫補助金の一般

会計繰入金、市債を減額をするとともに、前年度繰越金を増額し、一般会計繰入金を減額する

措置を講じました。また、この下水道整備費の歳出の一部につきましては、翌年度に繰り越し

をして処理をするものであります。 

 議案第１６号 平成２６年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算第３号についてであ

ります。本案は、簡易水道事業特別会計の歳入歳出をそれぞれ２万４,０００円増額し、補正

後の予算総額を１億５９３万７,０００円とするものであります。 

 歳出の主な内容は、人事異動に伴う職員人件費の減額、簡易水道施設の電気料の増額と漏水

及び施設の修繕対応に伴う増額によるものであります。 

 なお、財源につきましては、前年度繰越金をもって措置をいたしました。 

 次は、議案第１７号 平成２６年度那須烏山市水道事業会計補正予算第３号についてであり

ます。本議案は、水道事業会計予算の精査によるもので、収益的収入の営業収益を７３２万７,

０００円増額をし、営業外収益を２,７７２万３,０００円減額をして、補正後の予算総額を

５億７,６４３万７,０００円といたしまして、収益的支出につきましては、営業費用を１,

８９０万８,０００円減額し、特別損失を６４０万９,０００円減額をいたしまして、補正後の

予算総額を５億７,５４１万２,０００円とするものであります。 

 収入の主な内容は、消火栓維持管理費負担金の増額、また、支出では、資産減価償却費の減

額などであります。 

 資本的収入は、加入金の２６６万５,０００円の増額と、他会計負担金の１０万８,０００円

を減額などで、補正後の予算総額を５,９６０万５,０００円といたします。 

 資本的支出におきまして、精査によりまして建設改良費を１０７万３,０００円を減額し、

補正後の予算総額を３億１,６６８万４,０００円といたしました。 

 以上、議案第１０号から議案第１７号まで一括して提案理由の説明を申し上げました。慎重

御審議をいただきまして、可決、御決定をいただきますようにお願いを申し上げまして、提案
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理由の説明とさせていただきます。 

○議長（佐藤昇市）  以上で、市長の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  平成２６年度の各会計の補正予算でございますが、一般会計のほう

で、まず、１８ページですね。定住促進対策事業費というのが２００万円載っていますが、先

ほど説明はあったかと思うんですけど、いずれにしても２,０００万円の予算に２００万円補

正をつけたということでございます。これについては、事業そのものは大きく前進をして、こ

の事業を進める、それだけ費用がかかったということなのか。前の空き家対策についても調査

をして、そして空き家の再利用を定住促進として利用するというような話もあったんですが、

その関連なのか。その辺の考え方について説明をいただきたいと思います。 

 １９ページの下のほうには、障害者総合支援事業費ということで７８０万４,０００円、重

度心身障害者医療費助成というのが２５０万円載っていますが、この中身についてもお示しを

いただきたいと思います。 

 その下に高齢者福祉費ということで、高齢者生きがい対策費２７万６,０００円ですね。そ

して、在宅高齢者支援事業費１５３万６,０００円と、この中身についてもお示しをいただき

たいと思います。 

 ２０ページ、民生費の児童福祉総務費の中で、放課後児童健全育成事業費２５８万５,

０００円とありますが、これは今度、烏山小学校区の学童保育所を２つを３つに区切るという

ことで、このような費用が必要になったのか。それとも全く別な使い方で、この費用が要るよ

うになったのか。その中身についてお示しをいただきたいなと思います。 

 次は、２４ページの農林水産業費でございますが、林業総務費の中にイノシシ捕獲促進強化

事業費というのが７２万円載っております。これについても、毎定例会ごとに補正予算で追加

されておりますけれども、今回のイノシシ捕獲促進強化事業というのはどういうことで、この

７２万円がついたのか説明をお願いします。 

 ２５ページの商工業振興費ということで、商工業振興対策費５,１８５万円ですね。これは

おそらく今度の地方創生絡みの商品券２０％を、ここにいわゆる地方創生事業として進めると

いうことの中身なのかなというふうにお見受けするんですが、これについてはいつごろの時期

にどのような内容でこの内容を進めるのか、お示しをいただきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  商工観光課、２件関係しています。まず、１８ページの定住
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促進対策費の今回２００万円ということでの補正ということでございますが、前年度との対比

で大体２,０００万円の事業費ということで当初組んでいたところ、現在、市内の建設業加算

とかが当初１０件より２２件に増えたとか等々の増に伴う現時点で改正する金額がこの

２００万円を補正するということによって、今年度対応できるのかなということでの増でござ

います。 

 空き家バンクとの関係でございますが、総務課で情報をもとに空き家バンク情報を充実して

いる最中で、今回、支援、宅建業者との協定を見据えながら進めていますが、これについての

数字が出てくるのは今後かなと思っております。 

 もう一つ、２５ページの商工観光課の商工業振興費の内容でございます。確かに商業振興対

策費は商品券発行でございまして、この国庫支出金の中に５,２００万円ありますが、これに

基づきまして約２０％のプレミアムをつけて発行する予定でございまして、今後、商工会との

連絡をとりながら、一緒に協議しながら進めていく考えでございますが、基本的には２割とか

毎年行っている内容、プレミアム商品券、過去５年間やっておりますので、そのやり方と同じ

ような方向で商工会と共同して進めていくという考えでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  山健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山洋平）  それでは１９ページの障害者総合支援事業費の関係の御質問

にお答えいたします。 

 この関係では、障害者介護給付費、訓練等給付費の扶助費と、障害児通所給付費の扶助費に

不足が生じた関係での補正でございます。 

 次に、重度心身障害児医療費助成事業費の２５０万円につきましては、重心医療の扶助費に

不足が生じた関係の補正になります。 

 次に、高齢者福祉費のうち、高齢者生きがい対策費の２７万６,０００円につきましては、

高齢者福祉タクシーの利用が増えた関係によりまして、所要の補正をしてございます。 

 それから、在宅高齢者支援事業関係では、高齢者外出支援及びいきいき温泉入浴証助成事業

の関係に、利用が見込みより増えた関係の補正で、それぞれ増額補正をさせていただいており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  青木こども課長。 

○こども課長（青木 敏）  それでは２０ページの放課後児童健全育成事業費２５８万５,

０００円についてお答えをいたします。 

 この費用につきましては、七合、境、荒川の学童保育用の湯沸かし用給湯器の購入、また流
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し台の取りかえ、そのほか３学童の備品を購入するものであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  農政課のほうは２４ページ、イノシシ関連でございます。この増

額につきましては、１２月末までに１万２,０００円の１５０頭分を見ていたわけでございま

すが、当初ですね。それが前にも御報告しましたように、くくりわなの免許取得者に３組ずつ

お渡ししたという経緯もございまして、非常に捕獲数が増えてございます。１月、２月、３月

で６０頭を見込みまして、総数で２１０頭を見込んでおります。その差額が今回の補正額

７２万円というふうになってございます。頭数捕獲の増ということです。 

○議長（佐藤昇市）  １８番平塚英教議員。 

○１８番（平塚英教）  大体わかりました。定住促進ですね。当初よりこれだけ利用が増え

ているということは好ましいなというふうに思いますが、空き家バンクの事業につきましては、

新聞等でも県の宅建業界との協定を結んだり、かなり事業が進んでいるかのような印象を受け

ているんですが、実際にはまだ調査中ということでございまして、これ、関連質問でまことに

申しわけないですけれども、それでは、これからの、平成２７年度になっちゃうのかな、要す

るに空き家バンクの実際の稼動についてはどんなふうに展開を図るのか。その進め方というか、

内容について、もう一度確認をしておきたいなというふうに思います。 

 あわせて、地域創生の商業振興対策費の２０％プレミアムの課題でございますが、これにつ

いても補正予算で対応はしましたが、具体的には商工会等々と連絡調整をしながら、平成

２７年度の事業というような感じで進めるようなことになるのかなと。そうしますと、前年で

ありますと５月の連休あたりに販売をして、年内までにそれが使用できるようなことで進めて

おりましたが、今回もそんな感じになるのかなということだけ確認をしておきたいと思います

が、よろしくお願いします。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  定住関係、空き家情報バンクにつきましては、先ほど宅建の

方と協定を結び、今後募集して、実施は近くの方と支援をするということでなっておりまして、

実はきょう、その業者と今後の打ち合わせを４時からやっているところでございまして、その

後の動きになりまして、事業については空き家情報バンクについては新年度でその情報をタブ

レット方式でやり、受付方式を拡充しますので、その中で増えていくのかなと思っております。 

 商品券の発行につきましては、昨年はプレミアム商品券は６カ月間という期限がありますの

で、年１回で６カ月間という発行になると予想されますので、そうすると、１２月からバック

して、やはり金を使う期間の６カ月間がいいのかと思いまして、多分６、７月ごろから半年間
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商品券を発行することになると考えております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありますか。 

 ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  ３点ほど。２５ページの一般観光施設運営費３３６万５,０００円で

すね。これはどんな支出というか、どんな仕事になったのか。 

 次は２７ページですね。２７ページの、これは多分パソコンを買ったやつなんだと思うんで

すね、パソコンとかサーバーとか、多分ですが。教育情報ネットワークの整備事業費、これが

８７７万３,０００円の減額ということになっております。 

 あと３０ページの緑地運動公園の先ほども説明いただきましたが、テニスコートの改修工事

ですね。これで減額で１,０３３万６,０００円ということでございます。大もと幾らの費用で

これだけ減額になったのか。かなり大きい減額だと思うんですけれども、その内容を御説明い

ただければと思います。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  私のほうは２５ページの観光施設費の中の一般観光施設運営

費３３６万５,０００円の内訳ということでございますが、イベント用の机とケーブルを今回

購入したいという考えを持って予算を計上しました。椅子４００台、そしてテーブルを３０台

購入して、イベント等に使うための、今まで使っていたものが大分傷んできましたので、今回

補正によって対応したいと思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  ２７ページの教育情報ネットワーク整備事業費の８７７万３,

０００円の減額の御質問がございました。こちらにつきましては、議員御指摘のとおり、学校

のクライアントサーバー、それから学校のサーバー関係ですね、タブレット端末等々、それに

学校の校務用のパソコン等々の切りかえ時期でありまして、入札を執行して、執行残９００万

円が重立ったものでございます。 

 それ以外に教科書の改訂に伴うデジタル教科書を更新いたしましたので、そちらにかかるも

のが２２万７,０００円ということで、プラスマイナスをしまして８７７万３,０００円の減額

ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  佐藤生涯学習課長。 

○生涯学習課長（佐藤新一）  渋井議員の質問にお答え申し上げます。 
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 緑地運動公園のテニスコートの改修事業でございます。こちらのほうが当初予算で３,

６７２万円ほど予算がありました。入札の結果、２,５５６万４,０００円の入札となりまして、

残金が１,１１５万６,０００円となった次第でございます。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  緑地運動公園のテニスコートの整備なんですが、最低制限価格という

ような観点はありましたのでしょうかね。 

○議長（佐藤昇市）  國井副市長。 

○副市長（國井 豊）  入札を執行しましたので、私のほうからお答えいたします。 

 緑地運動公園のテニスコートの最低制限価格については設けておりません。 

○議長（佐藤昇市）  ８番渋井由放議員。 

○８番（渋井由放）  最低制限価格を設けるときと、設けないとき、ちょっとよく理解がで

きていないものですから、どんなときには設けなくて、どういうときには設けるのか。その辺

をお聞かせいただければと思いますけれども。 

○議長（佐藤昇市）  國井副市長。 

○副市長（國井 豊）  一般的に本市において、最低制限価格、予定価格、予定価格は全て

の建設、建築工事について設けておりますが、建設建築工事につきましても、最低制限価格に

ついては、原則設けているところでございます。今回のテニスコートの改修工事につきまして

は、特殊な工事というようなこともございます。さらに、以前に烏山地区の運動公園のテニス

コートも改修した経緯がございます。 

 それらの費用等も考慮いたしまして、今回、最低制限価格を設けなかったということでござ

いまして、特別設ける理由と設けない理由というのはありませんが、原則最低制限価格は設け

ているところでございます。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  一般会計補正予算の７款５目の、今、渋井議員が聞きました一般

観光施設運営費、大金駅前観光交流施設の運営費、合わせて５８４万７,０００円とあります

けれども、これは確認のために聞きたいんですが、これ、運営費って書いてあるんですが、そ

の前の節の区分のところに備品購入と書いてありますけれども、大金駅前の物産観光交流館の

備品費と考えてよろしいんですか、この両方合わせた額は。 

 さっきイベントのいろいろなものも買うと言ったけれども、それも備品だとすれば備品。そ

れと、前に予算を組んで、今、着工しておりますその建物、これたしか４,０００万円近い額

だったと思うんですが、それと含めると、これが備品だと考えると、この分だけ増えて四千何

百万円ぐらいになるのかな。今、指定管理者を公募している期間だと思うんですが、大金駅前
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観光交流館施設に関する総事業費はこの備品も入れると、先ほどの建設予定の今建てている建

物代と合わせてこれもかかるのかどうか。その総額が幾らなのか。それについてお聞きしたい。 

 それからもう一つは、ページ戻りまして１４ページ、１７款１項２目１節、ふるさと応援寄

附金、これ、ここに来てまた２００万円の寄附をいただいて２０９万２,０００円だというこ

とで大変結構なことだと思います。 

 ちなみに、これ、聞いていいのかどうか、簡単なことで申しわけないんですが、昨年度のふ

るさと応援寄附金は幾らだったか。もしおわかりだったらば教えていただきたい。 

 以上２点について伺います。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  ２５ページ、観光施設費の内容についてでございますが、そ

の中に備品購入費を５８４万７,０００円ありまして、その内訳で先ほど一般観光施設運営費

はイベント用の椅子４００台とテーブル３０台を購入するための費用３３６万５,０００円と

いうことでございます。 

 その下の大金駅前観光交流施設運営費は、施設の中に入れる備品と防犯関係のカメラを２台

設置するとの合計で２４８万２,０００円ということでございまして、大金駅前の事業費につ

きましては、設計から工事、そしてこの備品購入費を合わせますとトータルで３,７３５万６,

０００円ほどになる予定です。なお、新年度予算の指定管理料は入っておりません。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  坂本総合政策課長。 

○総合政策課長（坂本正一）  ただいまふるさと応援寄附金の額についての御質問をいただ

きました。今回、１３名の方、２０９万２,０００円でございますが、平成２６年度１月現在

では、トータルでまいりますと２７０万２,５００円でございます。ちなみに平成２５年度に

つきましては１８件で、４９９万９,０６５円という実績でございます。 

○議長（佐藤昇市）  ９番久保居光一郎議員。 

○９番（久保居光一郎）  それでは、この大金駅前交流館に関する経費は、この備品等も入

れて総額で三千七百何万円でいいんだね。了解いたしました。 

 それから、ふるさと応援寄附金ですが、今年度２０９万円、昨年度が２７２万円、前々年度

が４９９万円、若干これ減っていますね。減ってきていますね。中には北海道だったかな、自

主財源よりもふるさと応援寄附金のほうが多いという自治体ありましたよね。 

 ですから、何かそういうですね、今お聞きしたところ、だんだん減っているような感じがし

ますので、そういうほかからも、これは那須烏山市がふるさとじゃない人からも応援していた

だけるような、そういう中心となる、ほかの人が興味を持つような、寄附をしたくなるような
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そういう事業もあわせてやっていくべきじゃないかなというふうに、これは提言だけしておき

たいと思います。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑はありますか。 

 ５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  いつも質問項目が多くて申しわけありません。もう既にそちらへ出

しておきましたので、少し早口で申し上げます。 

 まず、一般会計６ページに繰越明許費がありますね。１億８,７５２万１,０００円です。こ

れは年度内に執行完了ができなくなった理由と、完了予定、いつごろならばできるのか、完成

するのか。これが１点目です。 

 ２点目は、１３ページに１５款２項２目に、これは林業費の補助金１億３１万７,０００円

なんですが、これは大金駅前観光交流施設の補助金なんでしょうか。それならそれでいいんで

すが。 

 次に１４ページの２０款５項１目のコミュニティ助成事業費補助金です。これは７５０万円

減額していますね。これは当初予算で１,２５０万円、今回７５０万円ということで、差し引

き５００万円になってしまったんですよね。なぜこれほど減額になったのか、理由をお伺いし

ます。 

 次に１７ページの２款１項８目、これは観光案内板標識設置で５００万円を計上しておりま

すが、このことについてお伺いします。 

 次に同じところの事業計画策定、５,７２２万円の計上をしておりますが、これは事業計画

策定の目標はいつごろになるのか。内容、頭出しは私らのほうに全議員に渡してくれましたが、

このことについてお伺いをします。 

 次に１９ページの３款１項１目、これは国民健康保険会計の繰出金が８２４万円減額になっ

ていますね。これは１２ページの歳入に県の補助金で国民健康保険基盤安定負担金として

８３６万５,０００円載っていますが、これはなぜ国民健康保険会計へ繰り入れないのか。入

れなくてもいいのか。この辺のところを理由をお伺いします。 

 次に２２ページの４款１項３目です。これは太陽光発電事業ですね。２,２１２万２,

０００円も減額していますね。なぜこれほどの減額になったかお伺いをいたします。 

 次に２３ページの６款１項３目です。これは農業経営基盤強化事業ですね。これは予算が４,

７００万円ほどあったのが、今回１,０００万円マイナスになりますね。そうしますと、３,

６６４万円９,０００円になるわけなんですが、これの事業縮小した理由をお伺いします。 

 次に２５ページの７款１項２目、これは商品券発行の件で、もう既に同僚議員が質問をして

おります。５,２８５万円載っていますが、これまで発行した効果とか実績というのを検証さ
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れているんでしょうか。効果があったかどうかですよ。ここのところをまずお伺いしたいと思

います。 

 次に同じところに新事業創出支援事業ですね。これは当初で２６７万７,０００円が今回

５０万円マイナスしてあります。なぜこういった事業が当初予定どおりできなかったのか。こ

の実績はどうなったのかお伺いをいたします。 

 次に２６ページの８款５項１目です。これは住宅建設建築物安全ストック形成事業、当初予

算が１３０万円、今回１２０万円というと残りが１００万円になってしまったんですね。これ

はほとんど減額してしまったわけなんですが、なぜなのか。 

 次に下水道会計の３ページに繰越明許がありますが、なぜこれ、繰り越さなければならなく

なったのか。それとこれも完成はどんな予定なのかお伺いします。 

 次に水道事業の６ページに有形固定資産減価償却費として三角で２,４９１万８,０００円、

この説明をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  福田秘書政策室長。 

○秘書政策室長（福田光宏）  中山議員の繰越明許費、６ページの件について答弁いたしま

す。 

 ２の２款総務費１項総務管理費の総合戦略推進事業費５,７０２万円です。これは地方創生

先行型として地方版総合戦略の策定に先行して行う事業を実施するものでございます。国の大

型補正により今回の３月補正で計上し、平成２７年度に繰り越しいたします。５,７２２万円

の中の５,７０２万円を繰り越します。平成２７年度末に終了予定でございます。 

 あとの商工観光課、土木費、教育費については各担当のほうから御説明いたします。 

○議長（佐藤昇市）  高田都市建設課長。 

○都市建設課長（高田喜一郎）  土木費の道路関係の繰越明許についなんですが、西野三箇

線、滝愛宕台線、田野倉大金線、３路線につきまして、契約は現在済んでおります。西野三箇

線については、地権者との建物移転先の協議に不測の日数を要したということで、まだ完了し

ていない。滝愛宕台線につきましては、上下水道管移設の工法協議に不測の日数を要したとい

うことですね。田野倉大金線については、ＪＲ東日本との工法協議に不測の日数を要したとい

うことです。 

 まだ、工事は終わっていませんが、発注はしてあります。（「完成予定を言ってください」

の声あり）これは全て工事費に係るものではないものですから、建物の移転などは補償などが

ありますので、その補償費を払うときが完成になるわけなんですが、その補償費を払う日にち

についてはっきり、ちょっと今ここに資料はございません。 
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 ３番の河川費の急傾斜地崩壊対策事業費ですね。これは県のほうでやっている事業でありま

して、県の要請によりまして負担金２００万円のうち７８万円を繰り越すというようなことに

なります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  網野学校教育課長。 

○学校教育課長（網野 榮）  それでは、繰越明許費の中の１０款の教育費の関係でござい

ます。その中の一番下段にございます烏山小学校施設整備費でございます。こちらにつきまし

ては、烏山小学校のプールの改修事業費の繰り越しでございます。こちらがプールの稼動とい

うのはどうしても６月末から７月稼動ということで、今の段階から設計、もう既に今年度予算

で１０月に契約をして設計を組んで、１月末にもう設計ができ上がっております。工事のほう

が今月にはもう発注になっておりまして、６月２０日を目途に工事が完成する形で工事がなさ

れる予定で考えております。そんな関係で、どうしても繰り越して６月直前、プールが稼動す

る前に完成するということで繰り越しをしたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  それでは、歳入のほうの１３ページの県支出金の中の林業費

補助金の中の林業木材産業構造改革事業費補助金１,０３１万７,０００円、中山議員おっしゃ

るとおり、大金駅前の観光交流施設に木材等の事業で交付が決定し、１,０３１万７,０００円、

細かく言うと７８０円決定したものによる歳入がここに入っているものでございまして、歳出

においては、３１ページで財源の振り替えをするということになっております。 

 ２５ページの商業対策振興費５,１８５万円は、先ほど申していましたように、商品券発行

でございます。先ほども言いましたように、５年間やって、当初予算に計上のために昨年

１１月の検証をした結果、やはり今の経済情勢がまだまだということで、当初予算に計上する

予定でございましたが、今回の地方創生の推進との関係の補助金額ということで今回の３月補

正で受け、繰り越しして行うということで、実証的には今までも商品券発行に対して１億１,

０００万円発行した場合、総務省の見解で１５６％の効果があるということですので、今回も

２億７,０００万円であれば、４億円の効果があるということで、また進めたいなと思ってい

るところでございます。 

 その下の前回に５０万円、新事業創出事業の中で最初に当初は２６７万円で始めた新事業を

今回５０万円落とすということでございますが、この落とす事業名は産学連携事業費補助金と

いうことで５０万円落としております。当初で５０万円限度額を計上しておりますが、ここ三、

四年なく、今年度もないということで５０万円落としたところでございます。 
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 なお、新事業そのほかの事業は、この科目でやっている事業はベンチャープラザの運営費に

１５０万円と、中小企業競争力の強化支援に５０万円計上しまして、１件、特許の関係で

１７万４,０００円支出しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  福田秘書政策室長。 

○秘書政策室長（福田光宏）  中山議員の御質問３点ございます。１点目が１４ページの一

番下にありますコミュニティ助成事業助成金７５０万円の減額のことについて御説明いたしま

す。中山議員が質問でおっしゃったとおり、当初予算は１,２５０万円です。これは１団体

２５０万円で５団体ございました。ですから、２５０万円掛ける５団体、１,２５０万円です。

この事業の交付決定なんですが、一般財団法人自治総合センターから採択を受けたのは２団体

でございました。横枕自治会と日野町自治会の２団体が助成を受けたものですから、２団体で

５００万円でございます。１,２５０万円から５００万円を引いて７５０万円の減額というこ

とになります。 

 それと１７ページの企画費の中に工事請負費５００万円というのがございます。これは地方

創生の先行型でございます。山あげ行事が平成２８年１１月、ユネスコの無形文化遺産登録予

定でございます。国内外の観光客に対し、公共施設の表示、道案内等について英語等の多言語

表示を行う、追加するとともに、文化財看板の英語表示等を行うための工事費５００万円でご

ざいます。 

 ３点目がその企画費の中の総合戦略推進事業費の策定時期ということなんですが、人口ビジ

ョン地方版総合戦略計画につきましては、アンケート調査、分析等を行いまして、平成２７年

度中には作成を予定をしております。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  大野市民課長。 

○市民課長（大野治樹）  私どものほうでは、１９ページの繰出金の８２４万円の減につい

ての御質問がございました。歳入で県補助金の国民健康保険基盤安定化負担金８３６万円の歳

入があるにもかかわらず、繰出金が減額ということの御質問かと思います。それには資料の国

民健康保険特別会計の予算書の８ページをごらんいただきたいと思います。 

 この繰出金の受け入れ先であります国民健康保険特別会計の他会計繰入金の欄が、歳入のほ

うにちょうど中段のあたりの繰入金というところに掲載されていると思いますが、ここの一番

上にある保険者軽減分の国民健康保険安定基盤の安定繰入金ということで９９２万９,

０００円計上されてございますが、この中に県補助金の８３６万５,０００円が入ってござい

ます。 
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 これらの繰入金と県、国の補助金の歳入の精査によりまして増減額が出て、他会計からの繰

り入れについては減額で、その分については、国、県補助の増額によって一般会計繰り入れは

減額になったという状況でございます。 

○議長（佐藤昇市）  雫環境課長。 

○環境課長（雫 友二）  議員御質問の２２ページの４款１項３目の２,２１２万２,

０００円の減額についてお答え申し上げます。 

 ここの部分につきましては、太陽光関係の再生可能エネルギー機器等設備補助金、各家庭が

太陽光パネルを設置した場合の補助金についてと、学校もしくは公民館に太陽光パネル、蓄電

池等を設置した金額の減額となっております。ちなみに、再生可能エネルギーの各家庭の補助

の状況なんですが、当初予定した金額が１,３７０万円ほど予定したんですが、以前の消費税

のアップの関係かとは思われますが、今年度かなり少なくなっております。太陽熱利用も当初

３０件を予定しておりましたが、予約件数で７件、木質バイオマスにつきましては当初３０件

が３件、太陽光発電につきましては、当初予定が８４件が５５件というふうな状況になってお

ります。この太陽光の補助金関係についてが６７０万円の減となっております。 

 それと、委託料の関係なんですが、これは先ほど申し上げましたとおり、学校、公民館につ

いての太陽光パネル、蓄電池等を設置する工事の設計委託費となっております。指名競争入札

を実施した結果、当初予算額が５４０万円が３２９万４,０００円というふうなことで、

２１０万６,０００円の不用額が出て、その金額が減となっております。 

 続きまして、太陽光パネル等を設置して、そちらのほうの工事費の関係なんですが、これに

つきましては、烏山南公民館、荒川中学校、七合小学校と３カ所実施いたしました。当初の予

算額なんですが、６,９００万円を見込んでおったんですが、こちらのほうは一般競争入札を

実施した結果、５,５６８万４,０００円が最終的な所要額となり、１,３３１万６,０００円が

不用額となったわけでございます。合計いたしますと２,２１２万２,０００円が不用額となり、

その金額が減額となりました。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  本日の会議時間はあらかじめ延長いたします。 

 大谷上下水道課長。 

○上下水道課長（大谷頼正）  中山議員からの質問、２つほどあります。１つは下水道事業

会計補正予算の繰越明許費の理由ですね。それと、水道事業会計の有形固定資産減価償却費の

内容について。 

 まず１つ目、下水道事業特別会計補正予算の繰越明許費についてですが、これにつきまして

は、まず、舟戸マンホールポンプ場の電気設備工事と下水道管の管渠工事及び舗装工事分にな
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ります。平成２６年度６月に補正予算で計上した汚水処理施設整備交付金が平成２７年度まで

の計画分を含んだ内示額となりまして、実施設計に不測の日数を要しました結果としまして、

管渠工事、舟戸マンホールポンプ場の設備工事の発注が遅くなりました。 

 このため契約後、電気設備工事につきましては、電気設備機器の製造に不測の日数を要する

こととなったことから、年度内に完成ができなくなったため繰り越しするものです。 

 また、管渠工事については、地元説明会後、工事対象地区の商店会等から年末年始の工事に

ついて工事規制の要請があり、関係者との協議により工事箇所、工期、工事方法の調整を行っ

たため、年度内に完成ができなくなったことから繰り越しをするものです。 

 また、舗装工事につきましては、管渠工事の後、舗装復旧をするため繰り越しをするもので

す。１２月末に栃木県の担当課と協議をしまして、平成２７年度の６月末ごろまでには工事が

終わる予定ございます。 

 次に、水道事業会計の有形固定資産減価償却費の減額についてです。これまで補助事業で建

設した水道関係の構築物につきましては、みなし償却の制度によりまして補助金額を除いた部

分について減価償却をしておりました。今回の制度改正により、補助金相当額部分の減価償却

をすることとなり、かつ同額分を長期前受金という名目で負債に計上し、毎年減価償却に応じ

て補助金相当額を長期前受金戻し入れという名目で収入として取り扱うこととなりました。 

 以上のことから、当初予算に計上していた減価償却費について補助金相当額を精査しました

ところ、多く計上していた２,１９１万８,０００円を減価償却費から減額するもので、あわせ

て同額を収入の長期前受金戻し入れから減額するものであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  堀江農政課長。 

○農政課長（堀江豊水）  農政課のほうは、一般会計２３ページの農業経営基盤強化事業の

１,０４３万５,０００円の減額についての御質問でございます。 

 これは昨年の雪害によりますハウス等の倒壊に要する経費でございまして、企業が２カ所、

個人で２４カ所のパイプハウス等々の雪害に対する事業でございましたが、撤去に関しまして

は１００％というようなお話だったところが、国のほうもかなり件数が増えてきたということ

で限度を設けるというようなことで、若干限度額を設けられてしまいまして、それらの若干の

減、それから、個人で撤去しちゃったのでいいですよという件数が５件、補助はいいですよと

いう方、それから、再建はもういいですよという方が６件、そういうもろもろの経費の精査を

しますと、今回の１,０００万円を超える減額ということになってございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  高田都市建設課長。 
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○都市建設課長（高田喜一郎）  一般会計の２６ページの土木費なんですが、住宅建築物安

全ストック形成事業費が１２０万円減額になったということです。これは、この事業は地震に

よる既存の民間木造住宅の倒壊等の被害を未然に防止するため、昭和５６年６月以前に建築さ

れた新耐震設計基準に満たない住宅に対して耐震性の向上を図るというような事業です。 

 この事業の中には、耐震の診断とあともう一つ、耐震の改修というふうに分かれているわけ

なんですが、耐震の診断が１件当たり１０万円なんですが、それが予算では５件、耐震の改修

が８０万円なんですが、これを１件、当初の予算では見込んでいましたが、お知らせ版などと

か、市のホームページなどでも知らせていたわけですが、耐震診断の１件の１０万円しか希望

者がなかったというようなことで１２０万円の減になっています。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  一通り御答弁をいただきました。ありがとうございました。 

 ２点ほど再質問をしたいと思います。まず、商工観光課長、この商品券の発行の件なんです

が、私の質問したのは、これまで５回発行して、果たしてその効果があったのか。実績があっ

たのか。そこを私はお伺いしたかったんですが、このことについて具体的な実績、この那須烏

山市の実績というのは、本当に消費拡大につながったのかどうかということを聞きたかったん

です。 

 実は私もほとんど１０万円ずつ購入をしています。なぜ買うかといえば、プレミアム１０％

つきますから、結果的に商品は１割引で買えるようなものですよね。そんなことから買っては

いるんですが、じゃあ、それで何を買うかといえば、私は申しわけないですが、ガソリンとか、

もうこれはこの商品券がなくても今まで買わなくてはならないようなものばかりで、商品券を

発行したから、それによって余分なものを買ったというのは私の場合全くありません。 

 そういうような面で、私は果たしてこの商品券発行がどの程度の消費拡大につながったのか、

私は非常に疑問に思っているんですよ。もうこれは議員の皆さんも買った方が相当いますし、

そちら、執行部の皆さんも買ったかもしれませんが、本当に消費拡大につながったとお思いで

しょうか。これはさらに検証してから、実施に踏み切っていただきたいと思っているところで

あります。 

 それにもう一つ、地域創生関係の事業費が５,７２２万円計上しております。これは地方創

生大臣が、このことにつきましては地方みずからが明確な策定目標を設定して、効果、検証を

きちんと実施してもらいたい。そういう市町村に限って交付しますよと、そうなっていますよ

ね。これは実は私らの全国市町村広報というのが来ているんですが、その中にちゃんと記載し

ているんですよ。これは議会議員なら全部配付されていますからわかっているはずなんですが
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ね。 

 すなわち市町村みずから将来どうすればいいのかを考えてもらいたい。そういうきちっとし

た策定のできたところについては交付しますよと、なっているわけなんですね。策定の目標は

年度の３月までとなっていますよね。まだこれから１年あります。 

 では、地方創生大臣のこの発言の内容を見ますと、小規模な市町村に対しては希望に応じて

国家公務員等を市町村に派遣するよと。そして、政策目標策定のための応援もしますよ。人材

支援の制度もありますよと、こう言っているわけなんですが、那須烏山市ではその必要はない

んでしょうか。自前でもって全部政策目標を策定できるのでしょうか、お伺いします。 

○議長（佐藤昇市）  堀江商工観光課長。 

○商工観光課長（堀江功一）  プレミアム商品券につきましては、先ほど説明がありました

ように、今回の地方創生の中の地域消費喚起生活支援型ということで、国が５,２００万円、

那須烏山市に財政力の強さによってこの金額が交付されるということですので、これを使うこ

とに、全県内一斉にこの商品券発行になります。そういう中で、やはりほかの市町村も２割で

すので、本市においても２０％の商品プレミアムを発行したいなという考えを持っております。 

 商品券を発行することで、先ほど経済波及効果ということで、総務省の統計によると

１１２％の効果があったということで言いましたけれども、あとは購買力が出ますので、やは

り現在、冒頭で市長の挨拶にもありましたように、まだまだこの地域まで円高とかいろいろな

アベノミクスの効果が来ていないということが実感でございますので、やはり今年度もこれを

もとに購買力を上げて、商店街の活性化。 

 あわせて今回、商品券も今まで１,０００円ですが、５００円の券も発行して、商店の加入

数を増やしてはどうかという要望も商工会のほうにしてありますので、それによって件数が増

え、購買意欲が地域全体に広がっていくことを期待しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐藤昇市）  質問、答弁は明快にお願いします。 

 １５番中山五男議員。 

○１５番（中山五男）  地方創生交付金につきましては、一般質問の中で平塚議員が質問を

しているようでありますから、そこで伺うことにします。結構です。 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質問はありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより議案第１０号から議案第１７号までの８議案について討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 初めに、日程第２５ 議案第１０号 平成２６年度那須烏山市一般会計補正予算第７号につ

いて、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１０号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、日程第２６ 議案第１１号 平成２６年度那須烏山市国民健康保険特別会計補正予算

第３号について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１１号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、日程第２７ 議案第１２号 平成２６年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計補正予

算第２号について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１２号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、日程第２８ 議案第１３号 平成２６年度那須烏山市介護保険特別会計補正予算第

２号について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１３号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、日程第２９ 議案第１４号 平成２６年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計補正

予算第１号について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１４号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、日程第３０ 議案第１５号 平成２６年度那須烏山市下水道事業特別会計補正予算第

２号について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１５号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、日程第３１ 議案第１６号 平成２６年度那須烏山市簡易水道事業特別会計補正予算

第３号について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１６号は、原案のとおり可決いたしました。 

 次に、日程第３２ 議案第１７号 平成２６年度那須烏山市水道事業会計補正予算第３号に

ついて、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第１７号は、原案のとおり可決いたしました。 

 お諮りします。日程第３３ 議案第１号から日程第４１ 議案第９号までの平成２７年度当初

予算については関連がありますので、９議案を一括して議題としたいと思いますが、御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

                                    

     ◎日程第３３ 議案第１号 平成２７年度那須烏山市一般会計予算について 

     ◎日程第３４ 議案第２号 平成２７年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算に 

                  ついて 

     ◎日程第３５ 議案第３号 平成２７年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算につ 

                  いて 

     ◎日程第３６ 議案第４号 平成２７年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算 

                  について 

     ◎日程第３７ 議案第５号 平成２７年度那須烏山市介護保険特別会計予算につい 

                  て 
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     ◎日程第３８ 議案第６号 平成２７年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計予 

                  算について 

     ◎日程第３９ 議案第７号 平成２７年度那須烏山市下水道事業特別会計予算につ 

                  いて 

     ◎日程第４０ 議案第８号 平成２７年度那須烏山市簡易水道事業特別会計予算に 

                  ついて 

     ◎日程第４１ 議案第９号 平成２７年度那須烏山市水道事業会計予算について 

 

○議長（佐藤昇市）  したがって、議案第１号 平成２７年度那須烏山市一般会計予算から

議案第９号 平成２７年度那須烏山市水道事業会計予算までの９議案を一括して議題とします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま一括上程となりました議案第１号から議案第９号まで提案理

由の説明を申し上げます。 

 まず、議案第１号 平成２７年度那須烏山市一般会計予算についてであります。本市の財政

状況は、市債残高が増嵩するとともに、経常収支比率が高率に推移するなど、財政の硬直化が

懸念をされているところでございます。 

 国においては、新たな経済政策といたしまして地方創生事業に取り組みます。これは人口減

少の克服や地域経済活性化を図るために、平成２７年度の地方財政計画で１兆円程度の予算が

計上されております。 

 さて、平成２７年度一般会計予算でありますが、歳入では景気の低迷などから、市税収入の

伸び悩み、地方交付税を初め国県補助金の縮減、廃止など、財源の確保がますます困難な状況

にあります。 

 一方、歳出では、合併特例債の発行により、市債償還金や少子高齢化に伴う扶助費、医療費

の増加による国民健康保険、介護保険特別会計の繰出金の増加など、今後ますます厳しい財政

運営が続くものと予想されます。 

 このような中で、市民目線で開かれた行財政運営を目指し、市民福祉の向上と安全安心なま

ちづくりを進めるために、市中長期財政計画、市総合計画後期基本計画に基づき、計画的な予

算執行を進めることといたしております。また、今後の公共施設再編整備方針に基づく投資的

経費を考慮し、限られた財源を計画的に活用することを基本といたしまして予算編成にあたっ

てまいりました。 
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 この結果、平成２７年度一般会計の歳入歳出予算総額は、昨年度同額１１６億９,３００万

円といたしました。 

 主な内容を申し上げます。歳入でございます。市税は、前年度比１,４７１万７,０００円、

０.５％減といたしまして、総額で２８億２,４４０万３,０００円であります。主な税目では、

市民税は個人・法人市民税とも減額を見込み、固定資産税は昨年度とほぼ同額程度を見込みま

した。 

 地方交付税は、地方財政計画等を勘案し、前年度比０.４％増の４５億円といたしました。

うち、普通交付税は４０億円、前年度確定額４１億５,８１１万２,０００円に対しまして３.

９％の減でございます。 

 国庫支出金は、旧下江川中学校大規模改修事業の公立学校施設整備補助金の増額があるもの

の、前年度比２,９３７万７,０００円、２.６％減の１０億７,９６４万７,０００円といたし

ました。繰入金は、財源不足を財政調整基金から繰り入れるものでありまして、前年度比４,

３０８万２,０００円、７.８％増の５億９,２７５万７,０００円といたしました。 

 市債は道路整備事業、旧下江川中学校施設整備事業などの合併特例債事業が主でございます

が、前年度比８,７４０万円、９.３％減の８億４,８３０万円といたしました。 

 臨時財政対策債は、地方交付税と同じく国の地方財政計画等を勘案し、前年度同額の５億円

といたしました。 

 歳出でございます。議会費は市議会議員共済負担金等の増額により、前年度比６５２万７,

０００円、４.２％増の１億６,１４１万７,０００円といたしました。 

 総務費は、市有財産整備費、元気情報発信事業や市議会議員選挙の減額などによりまして、

前年度比４,３５３万６,０００円、３.４％減の１２億５,３６７万７,０００円といたしまし

た。 

 民生費は、国民健康保険、介護保険特別会計繰出金や保健福祉センター施設整備費などの増

によりまして、前年度比８,３９４万１,０００円、２.５％増の３４億９,８４３万３,

０００円といたしました。 

 衛生費は、南那須地区広域行政事務組合負担金や水道事業会計繰出金の減により、前年度比

２,４７５万４,０００円、１.７％減の１４億４,４３２万２,０００円といたしました。 

 労働費は、雇用対策事業の縮小によりまして、前年度比５万３,０００円、９.２％減の

５２万４,０００円といたしました。 

 農林水産業費は、畜産振興費や農村環境改善センター施設整備費などの増によりまして、前

年度比１億１,２４１万円、３１.９％増の４億６,５２０万９,０００円といたしました。 

 商工費は、商工振興資金貸付事業費や山あげ会館施設整備費などの増によりまして、前年度
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比２,３４７万３,０００円、６.２％増の４億３６２万１,０００円といたしました。 

 土木費でございます。社会資本整備総合交付金、合併特例債等を活用した道路整備費などの

減によりまして、前年度比１億７,９７８万３,０００円、１８％減の８億１,７２３万９,

０００円といたしております。 

 消防費は、南那須地区広域行政事務組合負担金などの減によりまして、前年度比８６０万１,

０００円、１.４％減の６億７１４万円といたしました。 

 教育費は、旧下江川中学校施設整備費、烏山中学校施設整備費、小中学校スクールバス運行

費などの増により、前年度比１億７,１７５万７,０００円、１２.３％増の１０億６,８５７万

９,０００円といたしました。 

 以上の結果、歳出予算の目的別構成比では、民生費が２９.９％、教育費１３.４％、衛生費、

公債費１２.４％の順でございます。 

 また、性質別構成費でございますが、補助費等が１９.８％を占め、以下、人件費１７.１％、

物件費１５.８％、扶助費１３.７％となっております。 

 議案第２号 平成２７年度那須烏山市国民健康保険特別会計予算についてであります。 

 国民健康保険は、他の医療保険事業に比べ、高齢者及び低所得者層を多く抱える構造的な体

質を持っておりまして、その運営は極めて厳しい状況にございます。このため、経費の節減合

理化を図りつつ予算を編成いたしました。 

 国民健康保険特別会計の事業勘定から御説明を申し上げます。平成２７年度事業勘定の歳入

歳出予算総額、前年度比１０.９％増の３９億６,６９８万４,０００円であります。 

 歳出の主な内容は、保険給付費が予算総額５５.９％を占め、次に、共同事業拠出金２１.

７％、後期高齢者支援金等１３.７％、介護納付金６.５％でございます。 

 主な財源は、国民健康保険税、国庫支出金、前期高齢者交付金及び共同事業交付金でありま

す。うち国民健康保険税は、前年度比ほぼ同額の８億５,９１２万３,０００円を計上いたしま

した。なお、財源不足につきましては、財政調整基金繰入金より１億２,１００万円、一般会

計より４,３３４万６,０００円を措置いたしております。 

 次に、診療施設勘定であります。平成２７年度診療施設勘定歳入歳出予算総額は、前年度比

１.０％増の７,３８６万７,０００円であります。 

 歳出の主なものは、総務費が予算総額の６１.６％を占め、次いで医業費が３４.１％であり

まして、主な財源は診療収入でございます。 

 なお、本案は、過日の国民健康保険運営協議会に諮問し、原案どおりの答申を得ております

ことを申し添えます。 

 議案第３号 平成２７年度那須烏山市熊田診療所特別会計予算についてであります。平成
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２７年度熊田診療所特別会計の歳入歳出予算総額は前年度比３６０万３,０００円、６.８％減

の４,９５９万７,０００円であります。 

 歳出の主な内容は、総務費が６７.１％を占め、続いて医業費が３１.８％であります。これ

らの財源は、診療収入及びへき地医療交付金をもって措置をし、不足財源につきましては一般

会計繰入金をもって措置をいたしました。 

 診療所は、地域の一次医療機関として、地域住民の医療の確保と健康増進に大きな役割を担

っております。経営につきましては厳しい状況はございますが、今後とも健全運営に努める所

存でございますので、御理解を賜りますようにお願いを申し上げます。 

 議案第４号 平成２７年度那須烏山市後期高齢者医療特別会計予算についてであります。平

成２７年度後期高齢者医療特別会計の歳入歳出予算総額は前年度比約３.４％減の３億１,

２７４万８,０００円であります。 

 歳出の主な内容は、保険料の広域連合納付金が８８.６％を占め、次いで健康診査事業が９.

５％でございます。 

 主な財源は、後期高齢者医療保険料と一般会計繰入金であります。うち後期高齢者医療保険

料は、前年度比約６.７％減の１億８,８９４万３,０００円であります。繰入金は、国民健康

保険と同様に、低所得者や被用者保険の被扶養者に対しまして減額をいたしました保険料額を

補塡するために、県及び市が負担する保険基盤安定繰入金を８,８２１万５,０００円、事務費

繰入金は１,３９１万円計上いたしました。 

 なお、後期高齢者医療の被保険者見込数は４,８８３人でありまして、昨年度の平均被保険

者見込数４,８３５人の１％増といたしております。 

 議案第５号 平成２７年度那須烏山市介護保険特別会計予算についてであります。平成

２７年度介護保険特別会計歳入歳出予算の総額は前年度比４,０３０万円、１.６％増の２６億

１,２２０万円でございます。 

 歳入につきましては、介護保険給付費や地域支援事業費の財源といたしまして、第１号被保

険者介護保険料を初め国、社会保険診療報酬支払基金、県及び市の負担金が主なものでありま

す。 

 また、歳出につきましては、介護保険給付費や地域支援事業費などであります。 

 平成２６年度に新たな那須烏山市高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画を策定し、平成

２７年度はその初年度となりますが、引き続き介護給付費の適正化に努めるとともに、市地域

包括支援センターが中心となりまして、高齢者への介護予防事業といたしまして、ふれあいの

里事業新規開設や介護予防プログラム、運動機能の向上、口腔ケアの実施などに積極的に取り

組み、介護予防の推進を図り、健康や生きがいづくりの事業の充実を図ってまいります。 
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 また、平成２７年度につきましては、第６期計画から始まる新制度であります介護予防・日

常生活支援総合事業の実施に向けたモデル事業を行い、平成２７年度から本格的な実施に向け

て、介護保険の適用を受けない方を対象にした生きがいデイサービス事業等を実施をしてまい

ります。 

 今後において予想されておりますさらなる高齢化社会に対応するため、介護サービスの充実

と質の向上及び介護保険事業の円滑な運営に努めてまいる所存であります。 

 議案第６号 平成２７年度那須烏山市農業集落排水事業特別会計予算についてであります。

平成２７年度農業集落排水事業特別会計の歳入歳出予算総額は、前年度比５００万円、７.

９％減の５,８７０万円であります。 

 歳出の主な内容は、水処理センター等施設の維持管理費及び建設事業に係る市債の元利償還

金であります。財源につきましては、事業加入金、使用料、一般会計繰入金及び市債等をもっ

て措置をいたしました。 

 興野地区の農業集落排水事業は、平成１２年１月の供用開始以来、施設の維持管理及び水洗

化率の向上に取り組んでおりまして、平成２６年３月末水洗化率は８５.３％となっておりま

す。 

 議案第７号 平成２７年度那須烏山市下水道事業特別会計予算についてであります。平成

２７年度下水道事業特別会計の歳入歳出予算総額は、前年度比１,６８０万円、３.４％減の

４億７,６１０万円であります。 

 歳出の主な内容は、水処理センター等の維持管理費、舟戸マンホールポンプ場建設工事費、

管渠工事及び建設事業に係る市債の元利償還金であります。 

 財源は、受益者負担金、下水道使用料、国庫補助金、一般会計繰入金及び市債等であります。 

 下水道事業は、平成２５年３月に全体計画の見直し及び認可区域の拡大を行いました。烏山

中央処理区における平成２６年３月末の整備面積は、約１００.３ヘクタールで、水洗化率は

３２.３％、年間汚水処理量は１４万９９４立方メートルであります。 

 また、南那須処理区は、平成２５年３月末までに全体計画区域６３.８ヘクタール全ての整

備が完了しておりまして、水洗化率は８８.０％で、年間汚水処理量は２１万２,０６９立方メ

ートルであります。 

 今後は、烏山中央処理区の整備を進めるとともに、引き続き水処理施設の良好な維持管理と

水洗化率の向上に努めてまいる所存であります。 

 議案第８号 平成２７年度那須烏山市簡易水道事業特別会計予算についてであります。簡易

水道事業は、安全安心な水道水の供給によりまして、公衆衛生の向上と生活環境の改善を図る

ため、円滑な事業運営と水道施設の維持管理に万全を期してまいる所存であります。 
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 本会計の予算総額は１億６９万円であります。主な内容につきまして、簡易水道の人件費、

維持管理費、市債の償還に伴う元金及び利息であります。 

 これらの財源につきましては水道使用料、加入金、一般会計繰入金等をもって措置をいたし

ております。 

 議案第９号 平成２７年度那須烏山市水道事業会計予算についてであります。水道事業につ

きましては、市民生活を支える重要な公共インフラでありますことから、引き続き健全運営と

公共の福祉増進に心がけ、良質で安全な水道水を安定的に供給をすることによりまして、多く

の市民から信頼される水道事業経営を推進をしてまいります。 

 また、事業経営におきましては、収納率の向上、経費の節減など、なお一層の企業努力を重

ね、利用者の利便性とサービスの向上を図るとともに、自然災害に対する備えにも十分配慮し

ながら、今後も公衆衛生の維持と安定供給のため、施設の管理や整備等に努めてまいります。 

 平成２７年度当初の業務概要は、給水戸数８,６３５戸、年間給水量２３２万３,１６４立方

メートル、１日の平均給水量６,３６４立方メートル、主な建設改良事業費は２,６８３万３,

０００円であります。 

 収益的収入の主なものは、水道料金、他会計補助金等で５億７,２８４万７,０００円でござ

います。収益的支出の主なものは、原水及び浄水費、配水及び給水費、総係費、減価償却費、

支払利息等で５億５,０４７万５,０００円であります。 

 投資的経費であります資本的収入の主なものは、他会計出資金等で４,８５６万４,

０００円であります。 

 資本的支出の主なものは、建設改良費といたしまして大金、月次地内の配水管の敷設事業費

等であります。そのほかに企業債償還元金等を含め２億９,６６４万７,０００円を計上いたし

ました。 

 以上、議案第１号から議案第９号まで一括提案理由の説明を申し上げました。何とぞ慎重御

審議をいただきまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の

説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  以上で、市長の提案理由の説明が終わりました。 

 お諮りします。ただいま上程中の平成２７年度当初予算につきましては、３月１１日の本議

会におきまして総括質疑の後、各常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、平成２７年度当初予算の質疑及び常任委員会の付託については、３月１１日と決定

いたしました。 
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     ◎日程第４２ 議案第３９号 字の名称の変更について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第４２ 議案第３９号 字の名称の変更についてを議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 

○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第３９号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、地籍調査事業の実施に伴い、現況に符号しない字の区域が生じたために、字名変更

について、地方自治法第２６０条第１項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございま

す。 

 当該地は、平成２４年度から平成２５年度にかけて実施をいたしました曲田地内及び大木須

地内の地籍調査事業で、現況と符号しない地番が生じたために、字の名称変更を行おうとする

ものでございます。 

 詳細につきましては、都市建設課長から説明をさせますので、御審議をいただきまして、可

決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 高田都市建設課長。 

○都市建設課長（高田喜一郎）  それでは、補足説明を申し上げます。 

 字の名称の変更についてなんですが、地籍調査事業につきましては、平成２４年度から曲田

地区の一部７８ヘクタールを、平成２５年度は曲田地内の一部４４ヘクタール、大木須地内の

一部７１ヘクタールを、平成２４年度と平成２５年度の総面積は１９３ヘクタール実施してき

たところであります。それぞれ平成２６年８月７日及び平成２６年１２月３日付で認証されて

おります。 

 変更調書には、変更前の大字、小字の地番５０筆が、変更後の字名に変更されることになり

ます。資料の変更調書というところを見ていただきたいと思うんですが、変更前と変更後が、

例えば下田の８の２が、変更後はトノマの８の２というふうになるわけですね。吉原１７１の

３は高田の１７０に合筆されて、１７１の３がなくなるわけです。そのように変更調書が載っ

ています。 

 その後が、次のページには字名の変更に係る区域図を、さらに次のページには地籍図をつけ

てございます。このようなところが今回、字の変更になる区域のところです。 
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 最後に、地番が書いてある地籍図を見ていただきたいんですが、Ａ３判の地籍図ですね。旧

字名を黒字、新字名を赤で、該当する地番を桃色で示しております。ですから、８の２は下田

からトノマの８の２というふうに変わるわけです。 

 以上のとおり補足説明とさせていただきます。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。ほかに質疑はありますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。日程第４２ 議案第３９号 字の名称の変更について、原案のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第３９号については、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第４３ 議案第４０号 平成２６年度那須烏山市水道事業会計資本金の額の 

                   減少について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第４３ 議案第４０号 平成２６年度那須烏山市水道事業会計資

本金の額の減少についてを議題とします。 

 本案についての提案理由の説明を求めます。 

 大谷市長。 

〔市長 大谷範雄 登壇〕 
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○市長（大谷範雄）  ただいま上程となりました議案第４０号につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 

 本案は、平成２６年度水道事業会計の資本金の額の減少について、地方公営企業法第３２条

第４項の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 主な内容は、地方公営企業法の一部改正により、補助金等で取得いたしました固定資産の償

却制度が変更となったことから、合併前の旧両町における補助金等相当分の１６億６３７万１,

９３４円を資本金から長期前受金に振り替えるものでございます。 

 詳細につきましては、上下水道課長から説明をさせますので、何とぞ慎重に御審議をいただ

きまして、可決、御決定を賜りますようにお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせて

いただきます。 

○議長（佐藤昇市）  次に、担当課長の詳細説明を求めます。 

 大谷上下水道課長。 

○上下水道課長（大谷頼正）  命によりまして、ただいまの議案について補足説明いたしま

す。 

 公営企業会計の基準の改正は、平成２６年度の予算及び決算から適用されることになってお

ります。今回の制度改正により、議会の議決を経て資本金の額を減少させることができること

とされました。 

 従来の会計基準では、国からの補助金などを受けて施設などの固定資産を取得した場合は、

この補助金などは資本に計上することとされていました。新たな会計基準では、これらの補助

金などのうち、減価償却が必要な資産に充てたものは長期前受金として負債に計上することと

し、これにより取得した資産の減価償却にあわせて毎年度収益として計上することとなりまし

た。 

 合併前の旧南那須、烏山町で国庫補助事業により整備した水道施設で、補助金に相当する額

につきましては、これらを合併時に資本金として計上しておりました。今回の制度改正に伴い、

補助金相当額を資本金から削減し、負債である長期前受金として計上するものであります。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤昇市）  以上で提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  ほかに質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで

質疑を打ち切ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 
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○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  次に、賛成討論の発言を許します。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  討論がないので、これで討論を終結いたします。 

 これより採決いたします。日程第４３ 議案第４０号 平成２６年度那須烏山市水道事業会

計資本金の額の減少について、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、議案第４０号については、原案のとおり可決いたしました。 

                                    

     ◎日程第４４ 付託第１号 請願書等の付託について 

 

○議長（佐藤昇市）  日程第４４ 付託第１号 請願書等の付託についてを議題といたしま

す。 

 この定例会において受理した請願書等は付託第１号のとおり１件です。この請願書等につい

ては所管の常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（佐藤昇市）  異議なしと認めます。 

 よって、陳情書第１号の那須烏山市情報公開条例の一部改正については、所管の総務企画常

任委員会に付託します。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（佐藤昇市）  以上で、本日の日程は全部終了いたしました。次の本会議は明日午前

１０時から開きます。 

 これで本日は散会します。大変御苦労さまでした。 

［午後 ５時３９分散会］ 
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